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結婚には賛成できない












「――君と弟は合わない。結婚を認めるわけにはいかない」






『兄さんが長期海外出張から戻ってきた。やっと君を紹介できる！』と笑顔の彼――立木たちき智史さとしさんに連れられて、初めて訪れた副社長室は、シックな木目調の落ち着いた部屋だった。副社長の机の前で、彼と並んで立つ私の心臓はどきどきしっぱなしだ。

「兄さん、俺の彼女を紹介するよ。古谷ふるや千世ちせさん。一年前から俺のアシスタントを務めてくれている」

「古谷千世です。よろしくお願いいたします」






　黒のジャケットにタイトスカート、白のブラウスを身に纏い、ナチュラルボブカットの黒髪を耳元でピン留めした私は、カチコチに緊張したまま頭を下げた。その右隣で上機嫌に話す智史さんは、濃いブラウンのスーツをお洒落に着こなしていた。

「俺達、結婚しようと考えているんだ。兄さんには一番に知らせたくて」

　左肩に彼の手の重みを感じながら頭を上げた私は、自席に座る副社長と目が合った。前髪をオールバック気味に上げ、ストライプ生地のワイシャツにダークグレーのベストを着た彼の眉間に皺は寄っているし、やや切れ長の目付きも鋭く、口元もへの字に曲がっていて……その表情からは『不快』の一言しか浮かばなかった。ネクタイの結び目に右人差し指を掛け、緩める仕草も苛立たし気に見える。

（もしかして、私がお金目当てだと思われてるの？）

　副社長の弟である智史さんは、常日頃から女性たちに付き纏われている。黒髪で体格の良い副社長とは対照的に、ふわりとした茶髪の智史さんは、スタイルもすらりとしていて、会社中の女性の憧れの的だ。ただ、その中には、副社長の弟であり、裕福な生活を送っている彼のステータスが目当ての女性も大勢いると聞いている。

「あの……！」

　私は決して、あなたの弟さんの財産目当てに近付いたわけではありません。彼の優しさに惹かれたのです――

　そう言おうとしたけれど、立木たちき智明ともあき副社長はばっさり切り捨てるようにこう言ったのだ。

　……私と智史さんは合わない――と。
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　副社長は結婚には賛成しないと告げた後、『仕事があるから帰ってくれ』と智史さんと私を副社長室から追い出した。副社長室のドアが閉まった瞬間、呆然としていた私に、智史さんがいきなり頭を下げた。

「……ごめん、千世。兄さんは帰国したばかりで仕事が溜まっているんだと思う。そこを邪魔したから、不機嫌だったんだ。俺が早く千世を紹介したくて、焦ってしまったばかりに、不愉快な思いをさせたね」

　しゅんと眉を下げ、肩を落とした智史さんに、私は慌てて首を横に振った。

「そんな、智史さんのせいじゃありません。私のような一社員がいきなり智史さんと結婚だなんて、驚かれても無理はありませんし」

（それに、副社長が智史さんを大事にしてることは、社員ならよく知っているもの）

　副社長と智史さんの兄弟は、幼い頃に両親を事故で亡くし、子どものいない叔父夫婦に引き取られた。その叔父こそが立木たちき啓二けいじ社長。社長は副社長に、小学生の頃から後継者教育を受けさせていたらしい。その甲斐あってか、副社長は三十そこそこで副社長に就任、三十五になった今では、誰もが認める次期社長という扱いだ。

　智史さんは副社長の五歳年下ということもあり、副社長は智史さんの面倒を見なければと思っているのだろう。現に、今まで智史さんを狙う女性達を撃退してきたのは、副社長だと噂になっている。

　ほんの一年前、『彼と関係を持ち妊娠した。この子を認知して欲しい』なんて言い出す女性が現れた時のこと。智史さんが言うには、最初は普通のお付き合いだったのが、次第にブランド品ばかりを強請るようになり、それが嫌になった智史さんが別れようとすると、そう言い出したんだとか。

　結局、副社長が『彼女は俺にも交際を迫ったことがある』と言い出し、その女性が嘘をついている証拠を固め、しかるべき処分を行ってくれたらしい。

「……やっぱり、私が普通のサラリーマン家庭の育ちだからでしょうか」

（副社長は智史さんに、身元がしっかりした、どこかの令嬢と結婚して欲しいと思っているのかも）

　そう呟くと、智史さんはすぐに否定した。

「そんなことないよ。兄さんは生まれ育ちにこだわる人じゃない。……多分、俺がいつも何かあると兄さんを頼ってしまって、まだまだ手が掛かると思われているんだ。今までが今までだったから」

　智史さんは私を見つめて、優しく笑った。

「大丈夫。千世のことを知れば、兄さんも賛成してくれるさ。俺の彼女はこんなに素敵な女性なんだって、分かってもらうつもりだから」

「智史さん……」

　胸がじんとして、涙が出そうになった。本当に智史さんは優しくて思いやりのある人だ。

「あ！　そろそろ会議の時間だ」

　腕時計に目をやった智史さんが、仕方ない、と肩を落とした。

「じゃあ、ここで。千世は経理部に行くんだったね？　頑張って」

「はい、ありがとうございます。失礼します」

　足早に立ち去る智史さんの背中を見ながら、私は彼と出会った頃のことを思い出した。






　元々派遣で受付業務を行っていた頃から智史さんのことは知っていた。副社長の弟で、三十という若さで営業部長に就任した、若手ナンバーワンのやり手。王子様のような華やかな容姿はよく噂されているけれど、誰にでも愛想よく接してくれる智史さんの、穏やかで優しい性格に惹かれる人も多い。

　もちろん私も、彼にほのかな憧れは抱いていた。いつも『古谷さん、お疲れ様。これ得意先でもらったんだ。受付の皆で食べて』とお菓子を差し入れしてくれたり、『気難しいお客様に対応してくれて助かったよ』とお礼を言ってくれたり、小まめな気遣いがとても嬉しかったのだ。

　だけど、営業部長の智史さんとは縁がないと思っていた。お客様を案内した時に会えたらいいな、ぐらいの感覚だった。だから、智史さんから『実はアシスタントを探しているんだ。古谷さん、俺のアシスタントをやってみる気はない？』と言われた時、思わず頬をつねってしまいそうになるくらいびっくりした。

『俺のアシスタントをしてくれていた子が、寿退職したんだ。次のアシスタント候補何名かと面談したけれど、どうにもピンとこなくてね。誰かいい人はいないかと考えていた時、受付で微笑む古谷さんの顔が浮かんだんだ。古谷さんは誰にでも愛想がよくて対応は冷静、クレームの扱いも見事だったと聞いている。そんな人材を探していたんだ。是非俺と一緒に働いて欲しい』

　受付業務も好きだけれど、智史さんの補佐なら、もっと仕事の幅も広がって面白そう。なにより、智史さんの優しい人柄に触れ、一緒に仕事をしたいと思った私は『はい！　やってみたいです。よろしくお願いいたします』と熟考する間もなくＯＫしていた。






　もちろん、派遣の受付から正社員の営業部長アシスタントへの抜擢など前例はなく、智史さんも人事部から色々聞かれたらしい。アシスタントになった当初は、智史さんに色仕掛けで迫ってアシスタントの座を手に入れたとか、陰で噂されていたみたいだった。

　だから私は、一刻も早く仕事を覚えて、智史さんの役に立ちたいと頑張った。過去の顧客取引データを調べたり、営業一人一人に状況確認したり。受付の経験から、人の顔と特徴を覚えるのが得意な私は、古くなっていた顧客一覧を顔写真付きデータに最新化した。営業部で使っているＷｅｂシステムにデータを載せてもらい、スマホで検索・確認できるようにしたところ、外回りで会社に戻れない営業から大変喜ばれることになった。

　そんなこんなで真面目に仕事をする私と智史さんの態度を見たのか、変な噂はアシスタントになって三ヶ月を過ぎる頃には鎮火していた。

『本当、古谷さんにアシスタントになってもらって良かったよ。外回りルートも色々考えてくれて、楽になったって評判だ』

『古谷さんがお疲れ様です、と笑顔で淹れてくれるいつものコーヒーが美味しくて。外で下手にコーヒー飲めなくなったよ』

『資料の取りまとめも上手だね。顧客からも分かりやすくなったって高評価をいただいたと聞いたよ』

　そんな誉め言葉を聞く度に、ああこの人のためにもっと頑張ろう、と更にやる気になった。

　智史さんを狙う女性社員から嫌がらせを受けることもあったけれど、ちゃんと私が真面目に業務に取り組んでいると分かってくれる人もいて、大事にはしなかった。嫌がらせごときで仕事の手を止めるのが嫌だった、というのが正しいかもしれない。






　そうして、あっという間に十ヶ月が過ぎようとしていた時。智史さんが手掛けていた大型案件を見事ＧＥＴしたのだ。

　難攻不落のお客様で、何度も足を運び、何度も提案し、その度に内容を改善し……と地道な努力を半年続けて、ようやくお客様のお眼鏡にかなった――その時の喜びは、今でも覚えている。営業部内全員が一丸となって獲得した案件は、社内でも評判になり、智史さんは年間ＭＶＰ社員に選ばれるのでは、と言われるまでになった。

『古谷さんのサポートのお陰だよ、ありがとう』

　智史さんはそう言って私に頭を下げたけど、私はぶんぶんと右手を横に振って言った。

『そんな！　部長と営業部の皆さんの努力があってこそです！』

　智史さんの誠実な人柄もお客様の決め手になったはず。そう言うと、智史さんは照れ臭そうに頭を掻いた。

『お祝いに奢るよ。古谷さんにもお世話になったからね。いい店を知っているんだ。今晩仕事帰りにどうかな』

『まあ！　いいのですか？』

『もちろん。君も最大の功労者の一人だ。大きな顔をして奢られて欲しい』

　私は純粋に嬉しかった。仕事を通じて、智史さんとは良いペアだと感じていたし、一緒に苦労話をしながらお祝いしたい、という気持ちもあった。

（智史さんに食事に誘われたのは、その時が初めてだったわね）

　私は同じ部の皆も一緒だと思ってＯＫしたが、お店に案内されてから二人きりだということに気が付いてびっくりした。

　智史さんが選んだお店は、有名なホテルの最上階フレンチレストラン。夜景が綺麗で、窓際の席はいつも予約で一杯だと聞いた。通勤用のスーツでそんな特等席に案内されて、完全にテンパってしまっていた私は、にこやかに笑う智史さんの笑顔に少しずつ緊張が解れてきた。

　芳醇な赤ワインに、色とりどりの前菜。子牛のステーキも柔らかくて美味しくて、そしてなにより智史さんが話し上手で会話に引き込まれて、いつの間にか心から二人の食事を楽しんでいた。

　そして、食後のコーヒーと、デザートのゆずのシャーベットが運ばれてきた時、智史さんは真面目な顔でこう言ったのだ。

『古谷さん。真面目に仕事に取り組むあなたの姿に惹かれました。俺と付き合ってもらえませんか』

『えっ!?』

　私はびっくりして、言葉が出なかった。だって、智史さんは副社長の弟で、営業部長で、スマートなイケメンで、憧れの人で。一方の私と言えば、中肉中背で、華やかな美人という訳でもなく、至って平凡。こんな私と智史さんとでは釣り合わない、と思ったから。

　――でも。

『君がいいんだ。穏やかで優しくて、芯の強いところが素敵だと思っていた』

『できれば結婚を前提に付き合って欲しい』

　そう智史さんは言ってくれて。私はじわりと胸の奥が熱くなった。

『……私でよろしければ』

『！　ありがとう！　幸せにするよ！』

　フラれていたら渡せないところだったよ、と智史さんが上着のポケットから取り出したのは、紺色のベルベットの長方形の箱。蓋を開けると、プラチナネックレスが入っていた。その中央に輝くのは、一粒のダイヤモンド、

『指輪はもしかしたら早いかと思ってね。ネックレスなら普段から気軽に付けてもらえるだろう？』

　ウィンクしながら、私の首にネックレスを掛けてくれた。きらきら煌めくダイヤモンドの輝きが、二人の明るい未来を象徴しているようだった。

『ありがとうございます。大切にしますね』

『仕舞い込まずに、会社にも付けてきて欲しいな』

　私が智史さんに相応しくないって言われる可能性は大いにある。だけど、こんなに優しく気遣いのできる智史さんが傍にいてくれれば、きっと大丈夫、そう思った。

（智史さんの隣に並んでも、見劣りしないようにならなければ！）

　それからの私は尚一層、智史さんのサポートに専念した。職場では、私たちの関係は伏せていた。付き合っていることがバレたら、私が異動させられるかもしれなかったし、智史さんから『まずは兄さんに直接報告したいんだ。兄さんが認めてくれれば、後は大丈夫だから』と言われていたためだ。

　智史さんの兄、智明副社長は長期海外出張中だった。あと二ヶ月ぐらいで帰国するから、その時に紹介するよ、そう笑った智史さんと一緒に、彼の帰国を待っていたのだけれど――






　今もブラウスの下に掛けているネックレス。ダイヤモンドを右手の指でなぞる。これを触る度に、あの時の智史さんの優しい笑顔を思い出して、安心する。

「……」

　私は閉められたドアに目を向けた。けんもほろろ、という表現がぴったりの態度だった。細められた目に宿っていたのは、苛立ちのみ。顰ひそめられた眉と曲がった唇からも、かなり不機嫌だと分かっただけだった。

（智史さんはああ言っていたけれど……やっぱり私じゃ釣り合わないと思われているのかも……）

　受付をしていた私は、当然彼とも面識はあった。ただ、副社長は智史さんと違って、気軽に話し掛けてきたりはしなかったし、私もあくまで業務連絡を伝えるのみだった。

　挨拶をすれば、小さく会釈はしてくれていたけれど……笑顔を見たことはなかった。いつだって無表情で、サイボーグのようだ、と言っていた同僚もいたぐらい。

　仕事に厳しく、自分にも厳しいと評判の副社長。笑顔が親しまれている智史さんとは対照的に、副社長はある意味畏怖を感じさせる人なのだ。

（智史さんの言う通り、長期海外出張帰りそこそこで、お忙しい時に挨拶に行ってしまったから……？）

　智史さんが早く報告したい、というのを止めるべきだった。

（……私も今みたいな宙ぶらりんの状態が居心地悪かったから、つい早く認めてもらいたいと思ってしまって）

　智史さんとのお付き合いは社内では秘密にしているから、お付き合いしているとはいえ、外で会う回数もそんなにないのだ。皆にバレて、私が異動する羽目になったら困る、と智史さんは言っているし、私も今の仕事が気に入っていて、できればこのまま続けたいから、どうしても目立たないようにと控えめになってしまう。

　……単純に大型案件ＧＥＴで仕事が忙しかったこともあるのだけれど。

（うん、きっと焦り過ぎたのね。時間を掛けて、私がお金目当てじゃないって分かってもらえばいいのだわ）

　今まで智史さんの窮地を救ってきたのだから、きっと弟である智史さんを大切に思っているはず。また金目当てに弟をたぶらかす女が現れた。そんな風に思われたのだろう。






「……よし、仕切り直し！」

　パン、と両手で頬を叩いた私は、前を向いて廊下を歩き出す。

（智史さんの会議中に次の会議の資料を用意しないと）

　仕事は沢山あるのだから、くよくよしている時間はない。カツカツとパンプスの音が小気味良く響いた。






　私の足音が小さくなったその後で、固く閉ざされたドアがそっと開き、無表情な副社長がしばらくそこで佇んでいたなんて――その時の私は、何も知らないままだった。

















幼馴染という名の毒












（副社長、まだ海外なのね）

　自席のパソコンで彼の予定を確認した私は、ふうと溜息をつき、椅子の背もたれに身を預けた。智史さんと副社長室を訪れてから、すでに三週間が経っていた。

「兄さんの仕事が落ち着いたら、もう一度話に行こう」

　そう智史さんから言われ、相談した結果、一週間は忙しいだろうから、その次の週にもう一度行こう、ということになった。

　今度はちゃんと、智史さんのステータスではなく優しさに惹かれたのだ、と言えるようにしよう。こう言おう、ああ言おうとシミュレーションを繰り返していた私だったけれど、肝心の副社長はトラブル対応のために、たった一週間日本に滞在しただけで、また海外出張に行ってしまったのだ。

「大丈夫、前回は数ヶ月に及んだけれど、今回は二週間程度だと聞いているし。早く事態が収束すれば、日程を繰り上げて戻って来るらしいよ」

　智史さんは苦笑していた。海外へとんぼ返りなんて、あちこち出張で飛び回るワーカホリックの兄らしいと。

「そうよね、焦ることないわ。副社長のゆとりがある時にお話しした方が良いに決まっているし」

　私は自分を見下ろした。今日もいつもと変わらず、白のブラウスに紺のタイトスカートスーツという、ありきたりな仕事着だ。

（次にお会いする時には、もう少し服装に気を配った方がいいのかも？）

　職場ではなく、どこか落ち着ける場所でお話しした方がよかったかもしれない。智史さんに一度相談してみよう。

　私はんんんーっと両手を上げて伸びをした後、再びパソコンに向かい、キーボードをかちゃかちゃと叩き始めたのだった。






「あら、古谷さん。経費関連の書類かしら」

　経理部を訪ねた私に声を掛けてきたのは、御園みそのさん。役員や部長といった役職の方々の経理を担当している大先輩だ。白髪混じりの黒髪を一つに束ね、きりっと眼鏡を掛けた御園さんは社長と同期で、経理部の大御所といっても過言ではない。

（私もアシスタントになった当初、色々親切に教えてもらったなあ）

「はい、御園さん。こちらをお願いします」

　タクシーの領収書等、出張費の精算に必要な証跡書類を御園さんに手渡す。彼女はざっと目を通し、「ええ、大丈夫だと思うわ。詳細は確認して、不備があれば連絡するわね」と書類を彼女の机の横にある籠の中に入れた。

「ありがとうございます、御園さん」

　御園さんはひらひらと右手を振って笑った。

「いいのよ、古谷さんの書類はミスも少なくて、助かるわ。本当に成長したわねえ」

「御園さんからご指導いただいたおかげです。その節は、ありがとうございました」

　御園さんに最初に出した書類は、目も当てられない程酷かった、と思う。それまで営業経理の仕事に携わったこともなく、人に聞きながら作成したけれど、やっぱり抜け漏れがかなりあった。御園さんが丁寧に指摘してくれたおかげで、何とかＯＫをもらえるようになったのだ。

「やっぱり月末だから経費精算多くてね」

　私の書類を入れた経費精算受付の籠には、山のような書類が積まれていた。お金を扱う仕事はミスが許されないし、神経も使うし、大変だと思う。

「おまけに副社長が戻られたから、海外出張の精算もしないといけないし」

　御園さんの言葉に、私は目を丸くした。

「え？　副社長は出張中ではなかったのですか？」

　御園さんがええ、と頷く。

「まだ会社に戻られたばかりだと思うわ。副社長は出張が終わると、真っ先に精算手続きをしてくれるの。三十分程前に来られたわ」

「そうなんですね。ありがとうございます」

　予定表を更新する間がなかったのね、きっと。

（やっとお話しできるんだわ。今度はお忙しくない時を見計らって……）

「そういえば、智史部長も副社長室に行ったんじゃない？　通りがかった智史部長が副社長に話し掛けて、二人揃ってここを出て行くのを見たから」

（智史さんが？）

　たまたま経理部で副社長に会った、ってこと？

（落ち着いてからまた話そうって言っていたから、別の話かしら）

「ありがとうございます。確認してみますね」

　私は御園さんに会釈してその場を離れた。営業部に戻ると、確かに智史さんは不在だった。入り口近くの壁に設置された行き先掲示板にも何も書かれていないし、御園さんの言う通り、たまたま副社長室に行ったのかもしれない。

（どうしよう。智史さんを待った方がいい……と思うけれど……）

　何だろう。胸がざわざわして落ち着かない。智史さんの席のすぐ斜め横の自席に座り、キーボードに手を置いても、目が滑ってモニターの文字が読み取れない。

（集中できないわ……）

　眉間を右人差し指と親指で抓んだ時、「古谷さん、部長は？」と声を掛けてきた人がいた。

「野村のむら課長」

　営業部一課の野村課長は、智史さんの右腕ともいえる部下で、あの大型案件に深く関わっている。黒髪を七三分けにした彼は、智史さんよりも二十年上で経験豊富なベテランだ。私は立ち上がって彼に向き合い、こう言った。

「今席を外されています。何か御用ですか？」

「ああ、部長と例の案件について打ち合わせする予定だったんだが、姿が見えないと思ってね」

　……打ち合わせの予定を忘れるなんて、智史さんらしくない。

（もしかして、副社長とのお話が緊急性の高いものだった、とか？）

「あの、先程副社長が帰国されて、部長は副社長とお話しされているようなのですが」

　私がそう言うと、野村課長は「ああ、そろそろ戻って来られる予定だと聞いていたが、今日だったのか。なら仕方ない」と苦笑した。

「じゃあ、この書類に早めに目を通してほしいと部長に伝えてもらえるかな」

「はい、承知しました」

　野村課長が差し出した、ダブルクリップで留めた資料を受け取ると、課長は軽く右手を挙げて立ち去った。手に持った分厚い資料を見ながら、私はふと思う。

（……副社長室の様子を見に行ってみようかしら……）

　そうよね、智史さんがいるかいないかだけでも、秘書に聞くこともできる……あれ？

（この前伺った時、秘書の方はいらっしゃったかしら？）

　役職に就いている方には通常専任の秘書やアシスタントが付くはずだけど、あの時はいなかったような気が……

　ああ、やっぱり、凄く気になる。少しだけ様子を見に行って、それで戻ってこよう。

　私が資料を抱えて、ドアに向かって歩き出した、まさにその時。バタンとドアが開き、つかつかとヒールの音を響かせて見知らぬ女性が姿を現した。

（え？）

　まず、目に入ったのは金色がかった栗色の長い髪と、身体の線を露わにする真っ赤なミニスカートのワンピースだった。ピンヒールを履いた彼女の身長は百五十九センチの私よりも優に高く、色の白い手足もすらりと長かった。アーモンド形の大きな瞳に、真っ赤なルージュをひいたややぽってり目の唇。まるで大輪の薔薇のような華やかさを持つ人だった。

（社内の人……じゃないわよね）

　格好からして顧客にも見えない。だけど、どこかで見たような気がする。誰かを訪ねてきたのか、営業部内をきょろきょろと見回している。部内の人は皆、息を呑んで彼女に魅入っていた。一番ドアの近くにいた私は、彼女に声を掛けようと近付いた。






「失礼ですが、どなたかお探し――」

「――あら、智史はいないのね」






（えっ!?）

　私の言葉は途中で止まってしまう。今この女性は、『智史』って呼び捨てで呼んだ……？

　固まってしまった私にちらと視線を投げた彼女は、「じゃあ智明のところに行くわ。案内してくれる？」と話し掛けてきた。

（智明って……副社長まで呼び捨て!?）

「副社長室に確認いたしますので、お名前を頂戴してもよろしいでしょうか？」

　そう聞いた私に、彼女はすっと目を細めて言った。

「あら、私のこと知らないのね。柳川やながわカオルと言えば分かるかしら？」

「！」

　柳川カオル。有名なパリコレモデルだ。見たことがあると思ったら、テレビのニュースでパリコレ特集をやっていた時に見かけたんだ。

（この人目を惹く華やかさ、本物だわ……！）

　目を大きく見開いた私の後ろから、「え、柳川カオル本人!?」「すげぇ、脚長～」「綺麗よね」等々のざわめきが聞こえた。カオルさんは腕を組み、私を見てふんと鼻で嗤わらった。

「あなた、入社して間もないんじゃない？　ベテラン社員なら、私が家族ぐるみで智明や智史とお付き合いがあるって知ってるはずよ」

『古谷さん、彼女の言うことは本当だよ。社長一家と柳川家は前々からの付き合いがあるんだ』

　こそっと囁いてくれたのは野村課長。心配してくれたのか、いつの間にやら私のすぐ後ろに立っていた。

「……失礼いたしました。副社長室まで案内させていただきます」

　それ預かるよ、と言ってくれた野村課長に資料を預け、私はカオルさんの先に立ち、「こちらへどうぞ」とエレベーターホールへと案内した。






　副社長室と札が付けられた木目模様のドアの前で、私はカオルさんと共に立っていた。

（こんな形でまたここに来るとは思っていなかったわ……）

「副社長室はこちらです」

「……」

　エレベーターの中で、カオルさんは眉間に皺を寄せ、不機嫌そうに腕を組み、無言でエレベーターの壁にもたれていた。そんな立ち姿も映画のワンシーンのようで、やはり有名モデルは違うなと思い知った。

（さっさと終わらせよう）

　副社長室のドアをノックしようと右手を上げた瞬間、さっと動いたカオルさんがいきなりドアを開けた。

「智明！」

　両手を広げて副社長室にさっさと入っていくカオルさん。私は慌てて「失礼します」とその後を追う。

「カオル!?」

　びっくりしたような声は智史さんだ。

「あら、智史もいたのね。久しぶりじゃない。いい男に成長したわね？」

（!?）

　副社長室に入った私が目にしたもの。それは――






　副社長室の真ん中にある、ソファセットの前で智史さんに抱き着くカオルさん。そんなカオルさんの身体を支える、智史さん。そして、その奥で相変わらず無表情のまま、私に鋭い視線を投げかける副社長の姿だった。






「カオル、どうして……」

　ライトブラウンのスーツを着た智史さんが、カオルさんの両肩に手を置き、彼女の身体を少し離した。眉が下がり、どこか困ったような表情を浮かべる智史さんは……さっきからカオルさんの顔しか見ていない。カオルさんは、智史さんの二の腕に手を掛け、ふふふと妖艶に真っ赤な唇を開けた。

「アメリカで智明と会ったのよ。すぐに日本に帰国するって聞いたから、ついでにここにも顔を出しておこうと思って。そしたら智史が営業部長になったって聞いて！　凄いじゃない」

「いや、それは……」

　二人の会話を聞いて、心臓がみしりと嫌な音を立てた。






　――智史さんは私に気付いていない……？






　さっきから、智史さんの視線はカオルさんに釘付けになっている。カオルさんのすぐ後ろにいる私を見もしない。カオルさんだって、私の存在を無視してる。

　胸が茨で締め付けられるように……痛い。

　私が思わず俯いた時、不機嫌そうな低い声が聞こえた。

「それで？　何の用があってここまで古谷君に案内させたんだ、カオル」

「えっ……千世!?」

　副社長の声に、はっと顔を上げた智史さんと目が合った。その瞳が一瞬罪悪感に揺れるのを、間違いなく見た。慌ててカオルさんから手を離す彼の動きも、どこかぎこちない。

「あら、智明に会いに来たのに、つれないわね」

　カオルさんは智史さんから離れ、副社長の元へと歩いていく。ただ歩いているだけなのに、僅かに左右に振れる腰の動きに目を奪われてしまう。

「私海外生活が長かったでしょう？　でも智明に会って日本の生活もいいなあって思ったの」

　カオルさんは副社長にも右手を伸ばし、その左腕に縋すがろうとしたけれど、副社長はさっと白い指先を振り払った。

「ここには来るなと言っておいただろう。仕事の邪魔だ」

　黒いスーツを着ている副社長の眼光がますます鋭くなる。あんな視線で射抜かれたら、普通は怯えてしまいそうなのに、カオルさんは「もう、智明ったら、小さい頃から真面目過ぎるんだから」と小さく肩を竦め、唇を尖らせただけだった。

（家族ぐるみの付き合いがあるっていうのは、本当なのね）

　副社長も智史さんも、彼女をカオルと呼んでいる。下の名前で呼び合うぐらい親しい仲なのは、間違いないようだ。

　仏頂面の副社長から視線を外したカオルさんは、智史さんと目を合わせ、ぱんと両手を叩いた。

「智明がダメなら……そうだ！　智史は大丈夫よね？」

「えっ？」

　智史さんが目を丸くすると、カオルさんは智史さんの左腕に腕を絡めて、彼を見上げた。

「私、日本に戻ってきたばかりで、勝手が分からないの。智史、この辺りを案内してくれない？」

（そんな!?）

「あ、あの！」

　私が思わず声を上げると、「なあに、あなた」とカオルさんが私に向けて眉を顰めた。私はお辞儀をして言葉を続けた。

「私は古谷と申します。さ……智史部長のアシスタントを務めさせていただいております。部長はこの後、重要案件の打ち合わせが」

　カオルさんがすっと目を細めて、私を軽蔑したように見据えた。

「私と智明、そして智史は幼馴染なの。柳川家と立木家は、ひいおじい様の代から親しくお付き合いしているのよ。立木の叔父様も私のこと、娘のように可愛がってくれているわ。たかがアシスタントごときが、私の邪魔しないでくれるかしら？」

「ですが、」

「それ以上は聞きたくないわ。ねえ智史？　智史は私の言うこと、聞いてくれるわよね？」

　カオルさんがぐいぐいと身体を智史さんに押し付けてる。智史さんは……そんなカオルさんを振り払おうともしていない。カオルさんの顔を見た智史さんは、小さく溜息をついて、私の方を見た。

「すまない。野村課長には俺から断りを入れておくよ。俺は今日ここまでで早退する。手続きを頼んでいいかな、古谷さん」

（さと……し、さん……）

　智史さんの優しい声はいつもと変わらない。それが堪らなく……冷たく聞こえた。

「承知……いたしました……」

　私が頭を下げると、カオルさんが「じゃあ、行きましょう！　ああ久しぶりだから、本当に楽しみだわ。そうそう、私行きたいところがあるのよ。付き合って頂戴？」と智史さんの腕を引っ張り、甘えるように彼を見上げている。どう見ても恋人同士の仕草にしか……

（……智史さんは、何も言わないんだ……）

　カオルさんがあんな風に腕を絡めて、身体を押し付けても、智史さんは嫌がる素振りを見せない。少し眉を八の字にして、困っている表情を浮かべてはいるけれど、拒絶はしていない。

　胸がずきりと痛くて、右拳で胸を押さえた時、また鋭い声が副社長室に響いた。

「智史。重要案件というのは、あの大型案件じゃないのか。急を要するなら、私事よりも業務を優先させろ」

　顔を上げた私は副社長に視線を移した。副社長は私を見ておらず、智史さんとカオルさんを真っ直ぐ見据えている。

　カオルさんは副社長を軽く睨んだ後、「煩いわねえ、智明は。少しぐらいなら大丈夫でしょ？　ねえ、智史？」と智史さんの腕を引っ張った。

　智史さんは、副社長とカオルさんとの間で幾度か視線を泳がせたけれど、最後には副社長の方を向いて言った。

「打ち合わせは明日必ず行うよ、兄さん。顧客との会議ではないから、明日午前中でも間に合うはずだ。……そうだよね、古谷さん」

　古谷さん。社内でそう呼ばれるのに慣れていたはずなのに、どうしてこんなに胸が痛むんだろう。

「……はい、野村課長には私の方からもお伝えしておきます」

「さ、行くわよ！　じゃあね、智明」

　輝くばかりの笑顔を副社長に見せたカオルさんは、私の存在などまるっきり無視して、智史さんと腕を絡めたまま、副社長室を出て行った。智史さんは……一度も振り返らなかった。

（智史さん……）

　あんなうろたえる智史さんは初めて見た。いつも優しくて、私のことを気遣ってくれていたのに……さっきはまるで……






「……すまない。迷惑をかけた」

「えっ!?」

　二人が出て行ったドアを見つめていた私は、いきなり副社長から声を掛けられ、文字通り飛び上がってしまった。

　振り向くと、副社長が思いっ切り顰しかめ面をして私を見ていた。

「智史はカオルに弱いところがあるからな。カオルも自分の思い通りに物事を進めないと気が済まない性格だ。カオルには会社に来ないよう、再度言っておくが、また来るようならすぐ俺に連絡して欲しい」

「は、はい……承知しました」

（きっと、智史さんが仕事を置いてカオルさんと出掛けたことが気に入らないのね）

　仕事に厳しい副社長らしい。相手が幼馴染でも弟でもちゃんと注意していたものね。

「では、失礼いたします」

　お辞儀をして副社長室を出た私の胸の内は、智史さんとカオルさんの態度にもやもやしたもので一杯になっていたけれど、副社長がああ言ってくれたおかげで、少しだけ心が晴れた気がしたのだった。







＊＊＊








「……これで三回目……」

　一階ロビーでスマホの画面を見て、はあと溜息をつく。画面に映っているのは、『今日はごめん。別件の用事で行けなくなった』という智史さんからのメッセージだった。仕事が終わったら、一緒に食事に行こうと約束していたのに、これで三回連続キャンセルになった。私はがっくりと肩を落とし、スマホを左肩に掛けたショルダーバッグのポケットに仕舞う。

（カオルさんが帰国してから、おかしいわよね、智史さんの態度……）

　カオルさんが会社に突撃してきてから、早や一ヶ月半が経過した。副社長が言ってくれた通り、カオルさんはあの後会社には姿を見せなくなった。けれど。

（あの日の翌日だって、態度がおかしかったし）

　智史さんがカオルさんに拉致（？）された日。あの後、私は野村課長に打ち合わせを翌日午前に延期してもらうよう依頼した。野村課長は「カオルさんがそう言ったんじゃ仕方ないね」と言っていたけれど、苦々しい表情をしていた。長年勤めている彼は、カオルさんのこともよく知っているらしく、モデルとして活躍する前はちょくちょく会社にも遊びに来ていたのだと教えてくれた。

『社長一家と付き合いのある家のお嬢さんだから無下にできないが、学生の頃から我が儘放題だったよ、彼女は』

　できれば会社には来ないで欲しい、と副社長と同じことを言っていた。

　そして次の日。出社した智史さんは、私に対してどこかぎこちない態度だった。視線を合わせてくれないし、業務連絡だけを告げて野村課長との打ち合わせにさっさと行ってしまった。

（やっぱり後ろめたいって気持ちがあるのかしら……）

　家族ぐるみでお付き合いのある、幼馴染。カオルさんは海外生活が長いらしいから、あの間合いの取り方も彼女にとっては普通なのかもしれない。そりゃあ、驚いたし、胸も痛んだけれど、ちゃんと説明してくれればそれでよかったのに。

　少なくとも私がこの会社で派遣社員として働き始めた頃から、カオルさんを見たことはなかった。久しぶりに帰国したといっていたし、優しい智史さんは、久々に会う幼馴染を拒絶できなかったのだろう。

（そう思っているのに、ちゃんと話ができてない）

　ふと思い出したのは、カオルさんの手をきっぱり振り払っていた副社長の姿。カオルさんは副社長にも智史さんと同じような態度を取っていたけれど、彼は彼女を嗜めていた。

　副社長は幼馴染でも態度が変わらないんだ、とある意味安心したのを覚えている。

（でも、智史さんは）

『資料ありがとう。よくまとめられていると顧客にも褒められたよ』

『会議調整ご苦労様。いつもありがとう』

　そう言って、小まめに気遣ってくれるのは以前と変わらないのに。何だろう、智史さんとの間に見えない壁ができたような、そんなもどかしい違和感があの日から拭えない。

（結局、副社長に挨拶に行くことも、うやむやになってしまったわ……）

　私はベージュのコートの上から、ネックレスを探った。ああここにある、といつもは安心させてくれる感触も、この不安感を取り去ってはくれない。






「どうしよう、か」

　お互い別々に会社を出て、お店で待ち合わせをするのが私たちのパターン。いつも個室を予約してくれて、二人きりで過ごす時間はとても楽しかった。今日も行きつけのお店を予約していてくれていたはずだけど、もうキャンセルしているよね……

（智史さんと約束をしていたから、夕食は家で食べないつもりだったし、なあ……）

　明日土曜日に買い物に行こうとしていたから、食材が家にない。一人で食べに行くのも、何だか気が乗らないし、コンビニでお弁当でも買おうかな。また溜息を落とした時、後ろから低い声を掛けられた。

「古谷君」

「！　副社長!?」

　振り返ると、黒のトレンチコートを着て、これまた黒いビジネスバッグを左手に持った副社長がそこに立っていた。私が慌てて会釈すると、副社長は小さく頷き返し、また一歩私に近付いた。智史さんより背が高く、肩幅が広い副社長に仏頂面をされて目の前に立たれると、威圧感が凄すぎる。

「智史は？　一緒ではないのか」

　ぼそっと小声でそう言われ、私は目を丸くした。そうか、他の人に聞こえないようにしてるんだ。

「……部長は本日別件の用事があると」

　私がそう答えると、副社長の目が細くなり、ますます威圧感が増した。

「例の案件で気になることがある。古谷君に確認したいのだが、いいか？」

「は、はい」

「では、食事をしながら話そう。車はこちらだ」

　さっと身を翻した副社長は、大股でさっさと先を歩き出した。私は慌ててその後を追う。足のコンパスの長さが彼と違い過ぎて、早足になってしまった。

　副社長が向かったのは、地下駐車場に向かう専用のエレベーターホール。私がようやく追いついた時には、副社長はエレベーターを開けて待っていてくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を言うと、小さく頷いた副社長が地下へのボタンを押す。

（そういえば、地下駐車場って行ったことなかったわ）

　智史さんも車で通っているはずだけど、一緒にいるところを見られると困るから、とここで彼の車に乗ったことはない。食事の帰りに乗せてもらったことはあるけれど、アルコールを飲んで代行運転を頼むことも多いし、車で二人きり、というのは数回しかない。

（副社長の車に乗るなんて、何だか変な感じ……）

　停まったエレベーターから降りた副社長が向かったのは、エレベーター近くに止めてあった黒いベンツだった。無表情のまま、左の助手席側ドアを開けてくれたのには驚いた。

「……ありがとうございます」

　再び礼を言って、クッションの効いた座席に座った。幅が広くて座り心地がいい。ハンドルの前と、運転席と助手席の間にパネル画面があり、どう見ても高級そうで落ち着かない。

　シートベルトを着用して、右隣を見ると、副社長もさっさとベルトを付けていた。

　……無言のまま、静かに発車する。副社長のハンドルさばきは滑らかで、地下駐車場から地上に出て、本線に合流する時もスムーズだった。かなり運転は上手みたいだ。

　私は気まずさを隠すように、流れる景色ばかりをガラス窓から見ていた。

　会社から二十分ぐらい経った頃、副社長が車を停めたのは、こぢんまりとした赤レンガ作りの建物横にある駐車場だった。

「行くぞ」

　ドアを開けてくれた副社長は、またもやさっさと先に行く。赤いレンガの壁に木の扉。入り口近くに黒板が置いてあり、手書きのメニューが書かれていた。フランスの片田舎の一軒家、そんな雰囲気のお店だ。






　からん……






　副社長が扉を押すと、真鍮のドアベルが懐かしい音を立てた。使い込まれた艶のある木目のカウンターと床、同じく木製のテーブルと椅子。赤いギンガムチェックのカーテンも、どこかノスタルジックな雰囲気を醸し出していた。

（隠れ家みたいな感じだわ）

　私が周囲をきょろきょろ見回していると、黒いエプロンをつけた男性が副社長に近付き、「いらっしゃいませ。いつものお席ですか？」と声を掛けてきた。

「ああ」

　副社長が短く返事をすると、「どうぞこちらへ」と奥のスペースに案内された。四人掛けのその席は他の席とは離れていて、木製のパーティションで仕切られていた。

　木製の上着掛けに副社長がコートを掛け、私の方に右手を無言で差し出した。一瞬、何事かと思ったけれど、急いでお礼とともにコートを脱いで渡す。彼は何も言わないまま、私のコートも掛けてくれた。

　副社長が腰を下ろしたその前の席に、私も腰を下ろす。おしぼりとお冷を持ってきてくれた男性が「ちょうどビーフシチューが良い頃合いですが、いかがですか？」と言ってくれたので、副社長も私もビーフシチューを注文した。

　副社長は黒っぽいスーツを着ることが多いようだ。今日も黒に近いダークグレーの三つ揃いスーツを着ている。私も今日は黒のパンツスーツだから、どうみても会社帰りの上司と部下にしか見えないだろう。

　男性が立ち去ると、再び沈黙が流れる。私は何を話したらよいのか全く分からず、意味もなくお冷を飲んだりしていた。

「あ、あの、ここは副社長の行きつけのお店なんですか？」

　何とか会話をしようと質問したら、副社長からは「ああ」と一言返って来た。

「隠れ家のような感じでいいお店ですね」

「……ここは元々立木家で働いていた者が経営している。味も慣れているし、たまに来る」

「そ、そうです、か」

（会話が続かない……っ！）

　大体、副社長は何を聞きたいんだろう。例の案件っていうのは、あの大型案件のことよね？

（顧客に契約印をいただいて、営業部の皆で『やったー！』って大喜びしたもの）

　正式契約はもう結んでいるし、営業部としては実働部隊の企画部やシステム部と連携して、顧客とのコミュニケーションを取っていく、のが役割だ。

（だから今時点では、営業的には大きなイベントは起きていないはず）

　副社長は何を確認したいのかが、イマイチ分からない。

　うむむと内心唸っていると、ふわりと美味しそうな匂いが漂ってきた。

「お待たせしました。特製ビーフシチューです」

「わあ……美味しそう……」

　ほかほか湯気が出ているビーフシチューを見て、思わず声が出た。玉ねぎやにんじん、じゃがいもがごろんと入っていて、肉の塊も結構大きめだ。

「自家製パンをつけて召し上がってみて下さい。美味しいですよ」

　柔らかそうなロールパンの入った籠を置きながら、男性が私に笑い掛けてくれた。

「そうなんですね、試してみます」

　私も笑い返し、いただきますと手を合わせた。副社長はすでにスプーンを手に取り、一口シチューを食べたところだった。

「！　美味しい！」

　シチューを口に含むと、じっくり煮込まれた野菜の甘みと、牛肉のうま味が混ざり合って、口の中が蕩けそうになった。赤ワインが効いているのか、コクがあってまろやかだ。

「気に入っていただけたなら良かったです。では、ごゆっくり」

　男性がお辞儀をして立ち去ると、私は食べることに専念することにした。だって、副社長も黙々と食べているし、こちらから話をすることもないし、何よりシチューが美味しすぎて、これを味わわないのは罪だと思うぐらいだったから。

（私、お腹が空いてたのね……）

　智史さんのことも気がかりで、最近あまり食欲がなく、夜はコンビニおにぎりで済ませてしまうことも多かった。こうしてちゃんと温かい食事を摂ると、やっぱり疲れていたんだな、と思う。口の中でほろりと蕩ける牛肉や野菜。その美味しさに思わずうんうん頷いていた。

「ああ、本当に美味しい、シチューを染みこませたロールパン……」

　ロールパンはふわふわで、すぐ手で千切れた。シチューをつけて食べると、シチューの味がパンの甘みで引き立つ。

（美味しかった～……あら？）

　しっかり美味しいお食事を堪能している間に、もう食後のコーヒータイムになっていた。コーヒーの芳醇な香りが鼻腔をくすぐったタイミングで、ここに来た本来の目的を思い出す。

「……古谷君。最近智史の行動でおかしなことはないか？」

「え？」

　突然の副社長からの質問に、私は飲みかけていたコーヒーカップをソーサーに置いた。副社長はもうコーヒーを飲み終わっていて、今は腕を組んで私を見据えていた。

「あの……おかしな、というのは、一体？」

　副社長の眉間に皺が寄る。無表情だったのが、やや不機嫌そうな表情になった。

「以前智史が打ち合わせのスケジュールを変更しただろう。ああいう突然予定を変更するとか、早退するとか、そういったことだ」

（あの時の……！）

　カオルさんが会社に来た日。智史さんはカオルさんに誘われて、野村課長との打ち合わせを延期した。そりゃあ、顧客との打ち合わせという訳ではなく、社内打ち合わせだから智史さんの都合で変更は可能だけれど、野村課長は早めに確認したいと言っていたし、延期はあまりよろしくない選択だったと思っている。

「……いえ、あれからそのようなことは」

　智史さんに苦言を呈した、と野村課長から聞いている。それが効いたのか、その後はスケジュールの急な変更を言われたことはない。

「今日も本当は智史と約束があったんじゃないのか？」

「！」

　思わずうっと喉を詰まらせた。どうして副社長がそんなことを知ってるの!?

　言葉が出ない私をしれっと見た副社長が、ほんの少しだけ唇を引き締めた。

「古谷君が一階のロビーでスマホを見ながらしばらく過ごし、その後肩を落として帰宅するところを見たのは、今日だけではない」

「えっ」

　私が目を丸くすると、副社長が静かな声で話を続けた。

「――たまたま目に入っただけだから、気にするな。それよりも、今日のようなことは度々あるのか？」

「……それ、は」

　切れ長の瞳がこちらを見ている。副社長の表情は全く変わっていないし、声からも別に怒っているとか不愉快とか、そういう感情は伝わってこない。

（どうして、そんなことが気になるの？）

　……そう考えて、すぐに理由に思い当たった。今智史さんは重要な案件のキーパーソンとなっている。その智史さんの仕事に差し支えがあるようなことは、排除しておきたい、そんなところだろう。

「何度か都合が合わなくなった、というのはありました。けれど、今はあの案件で部長もお忙しく、私事の予定が変わるのは致し方ないと思っています」

　少なくとも智史さんは真面目に業務に取り組んでいる。あれから早退することもなかったし、カオルさんも会社に来ていない。プライベートで会う機会が減ったから、と智史さんに文句を言うつもりはないことは分かって欲しい。

　そんな思いを込めて返事をしたのだけれど、副社長は無言のままじっと私を見るばかりだった。居心地が悪くて、もぞもぞと腰を動かした後、またコーヒーを飲んだ私。いつもなら心和ませてくれる香りが、今はあまり効果がない。

「……君の意見は承知した」

　そう言った副社長は、左手首に嵌めた腕時計に視線を移す。そうだ、美味しい食事に気を取られていたけれど、結構時間は遅いはず。私も残りのコーヒーを一気に飲み干した。

「ここの会計は智史の代わりに俺が出す」

　席を立った副社長は伝票を右手に、コートとバッグを左手に持つと、さっさと入口にあるレジの方へ行ってしまった。私も慌ててコートとショルダーバッグを持って、同じ方向へ歩き出す。

（副社長に奢ってもらうのは気がひけるけれど）

　私がレジに着いた時には、すでに会計は終わっていたようだ。コートを着ている副社長に「ごちそうさまでした」と頭を下げると、小さく頷き返してきた。やっぱりここで「私の分は払います」と言わなくて正解だったらしい。

（どこかでお返ししないと）

　私もコートを羽織り、副社長に続いてドアの外へと出た。店内の暖かい空気から、すぅっと冷えた空気が頬に触れる。






　その後は、ほぼ話すことはなかった。副社長に聞かれて私の住むマンションを教えると、その前まで送ってくれた。車を降り「送っていただき、ありがとうございました」と再び頭を下げた私に「ああ、ではまた来週」と短く返事をした彼は、すぐ車を発進させた。副社長の車が角を曲がって見えなくなるまで、私はその場で見ていたのだった。

















君とは結婚できない












　副社長に奢ってもらってから、二週間が経過した。私は未だもやもやした感情を振り払えないままでいる。

　智史さんと会う機会は激減どころか、全くなくなった、といっても過言ではない。もちろん職場では上司とアシスタントとして会話する機会もあり、彼からは今までと同じ優しい気遣いをされている。だけど、仕事帰りも休日も、お誘い自体がなくなったのだ。

『例の案件絡みで、顧客と飲食したりゴルフに行ったりする機会が増えてね。千世を待たせてばかりなのも悪いから、落ち着くまでは会うのを控えよう』

　……そう言われたら、あの案件の重要さを知っている私は、頷くことしかできなかった。

（そうよね、私だってこんなに忙しいのだから、部長である智史さんはもっと忙しいわよね）

　資料作りに顧客の要件データの取りまとめに、と残業することも増えた。智史さんの残業自体は少ないけれど、顧客と親睦を深めているのだろう。経費を精算する回数も増えているし。






　――だけど……






　ちらと頭を過るのは、あの日の智史さんとカオルさんの姿。美男美女の二人はお似合いで、智史さんはカオルさんばかりを見ていて、私のことなんて目もくれなかった。

　あの日のカオルさんは華やかで、社内の人の目も惹き付けていた。私はちらと自分を見下ろす。職場だから、いつも紺か黒のタイトスカートスーツを着ることが多い。今日も濃紺のジャケットと白のブラウス、タイトスカートという格好だ。カオルさんみたいに身体の線を露わにする真っ赤なドレスなんて、とてもじゃないけど着こなせない。

（結局、副社長のところに挨拶にだって行けてないし……）

　結婚を前提に付き合っている彼女、という位置付けの私は、副社長に認めてもらってはいない。だから、社内では智史さんとのお付き合いがバレないよう、気を付けている。






　……いつになったら、智史さんとのお付き合いを隠さなくてもよくなるのだろう……

　そんな風にぼんやりと考え込んでしまう。今も自席でモニターを眺めながら、心はどこかに飛んでいた。






「……古谷さん？」

「はっ、はいっ!?」

　いけない、業務中なのに！　私は慌てて、目の前に立つ野村課長に視線を合わせた。野村課長は小脇に資料の束を抱え、心配そうな表情を浮かべていた。






「大丈夫かい、古谷さんも疲れてるんじゃないか？　残業続いているだろう？　古谷さんの資料作りのセンスを買ってくれたのはいいが、営業部だけでなくシステム部からも依頼がくるとは、なあ」

　溜息をつく課長に、私は首を横に振った。

「私は大丈夫です。システム部担当の事務方が急病という事情もありますし」

「それにしても、だ。部長はそのあたり、知っているはずだろうに」

　心臓がどくっと鳴る。システム部部長から『担当の事務方が急病で入院した。新しく雇う派遣が見つかるまで、古谷さんに手伝って欲しい』と頼まれた智史さんは、すぐにＯＫを出した。困った時はお互い様だから、と言って。

　私もそのことについては合意していたから、多少忙しくなるのは仕方がないと思っていた。スキルマッチした派遣が中々見つからず、まだ私が手伝いをしている状況について、智史さんからは何も言われていない。

「私もこの案件を受注する前から関わっていたメンバーの一人です。状況がスムーズに行くように協力することは、大切だと思っていますから」

「はあ……まあ古谷さんならそう言うだろうと思っていたけれどね」

　野村課長が額に手を当てて呻いた後、ぽんと手を叩いた。

「ああ、そうだ。古谷さん、副社長のところに資料を持って行ってもらえるかな？」

「副社長のところに、ですか？」

　心臓が再びどくっと鳴ったのを、野村課長に気付かれなかっただろうか。私はそ知らぬ振りをして、続きを聞いた。

「最初に開発するシステムの概要について、顧客要件を取りまとめた資料だ。システム部からの見積もりと営業部からの見解を記載している。副社長に承認いただきたいのでね」

「これは……」

　野村課長から差し出された資料に見覚えがある。というか。

「古谷さんがまとめてくれた資料だからね。もし副社長から質問があった場合に、すぐ答えられるだろう？　そうすれば副社長も古谷さんの現状を理解していただけると思う」

（あ……）

　私がこの資料の内容を把握していると副社長が知れば、システム部と営業部合同作成の資料に私がかなり関わっている、と気付くだろう。

　そうか、野村課長は残業ばかりしている私を心配して、副社長に会いに行けと言ってくれてるんだ。

「……承知しました。ありがとうございます、野村課長」

　私が頭を下げると、野村課長は右手を軽く振った。

「いやいや、忙しいのに無理を言ってすまないね。頼んだよ」

　立ち去る野村課長の後ろ姿を見てから、右側の智史さんの席を見る。今日は午前から顧客訪問のため、ずっと不在だ。多分野村課長は智史さんにも相談してくれたんだろう。でも状況が変わらなかったから副社長に、と言ってるんだ。

「……」

　副社長にお会いするのは気が進まないけれど、仕事なのだから。私は、パソコンをロック状態に切り替え、席を立った。

　副社長室のフロアでエレベーターを降りると、廊下には相変わらず人気がなかった。このフロアは社長室や副社長室等々、役員専用の個室が並んでいるから、大勢の社員が廊下を行きかうことはあまりない。

　副社長室のドアの前で息を整えた後、軽くドアをノックした。

「失礼いたします。営業部の古谷です」

　お辞儀をして中に入ると、副社長は奥のデスクに座り資料を読みながらメモ書きしていた。中央に設置されているソファセットを避けて私が近付くと、ペンを置いて顔を上げた副社長は、相変わらずの仏頂面で私を見据えた。

「野村課長より、こちらの資料をご確認いただき、承認いただきたい、とのことです」

「ああ」

　ダークグレーの三つ揃えのスーツ姿の副社長は、資料を受け取るとぱらぱらと捲り始めた。読むスピードはかなり速い。

　半分ぐらい目を通したところで副社長は資料から目を上げ、デスク前に立つ私に視線を移した。

「この資料は古谷君が取りまとめたのか？」

「はい？　ええ、そうですが」

「そうか。……よくまとめられている。グラフや表は見やすく、説明も論理立てて簡潔だ」

（こんな短時間読んだだけで、そんなことまで分かるの？）

　誰が資料をまとめたか、なんて一見して分かるものなのだろうか。内心首を傾げたけれど、それだけ副社長の理解能力が優れているのだろう、と納得した。副社長に褒められるとは思っていなかったので、何だかこそばゆい感じがした。

「残業が来月も続くようであれば、報告してくれ。システム部長の方は俺が対処する」

「承知しました」

　一を聞いて十を知る人、というのは副社長のような人のことかもしれない。私は何も言っていないのに、この資料作成にかかった時間とシステム部から依頼を受けた作業、そして私の残業時間をあっという間に結び付けたようだ。

「最後まで確認し、承認印を押して営業部に返却すればいいか？」

「はい、よろしくお願いいたします」

（……やっぱり秘書の人はいない、わね）

　副社長室内には、副社長以外の人はいないし、秘書の人が使うはずのデスクは副社長のデスクの傍にあるが、デスクの上には何も置かれていない。椅子に黒いコートが掛けてあるだけだ。

「では、失礼いたします」

　お辞儀をして踵を返した瞬間、温度が感じられない声がした。

「智史との結婚は諦めろ」

（！）

　ぱっと振り向くと、副社長は両肘をデスクにつき、指を組んで顎を乗せていた。感情の見えない目で私をじっと見ている。何故だか、その冷静な姿に猛烈に腹が立ってきて、私は反射的にデスクの前に駆け寄り、声を荒げて言い返していた。

「それは、あなたが決めることではありません！　私はお金目当てなんかじゃなく、智史さんの優しさに惹かれたんです！　智史さんも私のことを」

　好きだと言ってくれた、と続けようとした私に、副社長の言葉が重なった。

「……智史はカオルと結婚するだろう」

（えっ!?）

　息が止まった。副社長の言葉が、智史さんの優しい笑顔と共に、ぐるぐると頭の中を回る。

「カ、オルさん、と……？」

　一体、この人は何を言ってるんだろう。智史さんは、いつも優しくて。私と結婚したいって言ってくれて。このネックレスもくれて。






　じわり、と心に黒い染みが広がっていく。甘えたように智史さんに寄りそうカオルさん。そんなカオルさんをじっと見つめていた智史さん。今まで考えないようにしていた、あの時の二人の姿が、頭の中で鮮明に蘇る。

　咄嗟にブラウスの上からネックレスを右手で掴む。硬いその感触はいつもと同じなのに、どうしてこんなにも不安が膨れ上がって治まらないんだろう。






「最近、智史の態度が変わったことに気付いていないはずはないだろう。あんな風に約束も守らず、君に仕事を押し付けているんだぞ」

「っ……！」

　副社長の冷静な声が、刃のように私の心を切り裂いていく。そう、野村課長も気が付いていたのに、智史さんが気付かない訳がない。私が仕事で手一杯で、身動きできない状態だったってことは。

「……智史は幼い頃からカオルのことを慕っていた。だが、カオルの方が智史を振ったんだ。その時の智史の落ち込みようは、見ていられない程だった」

　副社長の目が真っ直ぐに私を射抜いた。

「君を始め、智史には何人か付き合った女性がいた。だが、心の奥底ではカオルを忘れられなかったのだろう。君も知っているように、智史は良く言えば優しい、悪く言えば優柔不断で流されやすい性格だ。カオルに未練を残した智史を本人が口説けば、どうなるのかは一目瞭然だ」

「そん、なこ、と」

　はくはくと口を動かしても、あり得ない、という言葉が出てこない。あの時の、カオルさんの蔑んだ視線や態度からして、たとえカオルさんが私という存在を知っていたとしても、遠慮なんかしない人だ、というのはすぐ分かる。もし彼女が智史さんに近付いたら……智史さんは彼女を拒絶できるの？

（智史さん……！）

　智史さんからちゃんと聞きたい。私のことを今どう思っているのかを。私に優しくしてくれた智史さんは、本気だったのかと。

　もう愛想笑いもできない。顔も身体も強張ったままの私を見る副社長の瞳は、どこまでも冷静な闇の色で、やはり何の感情もうかがえなかった。

「とにかく事実を確認するといい。資料は確認後、俺から野村に返しておく」

「……失礼いたします」

　その一言だけようやく言葉にできた。私は頭を下げ、副社長室のドアを開けた。エレベーターホールに向かって歩いている間も、まるで現実感がなくて、頭の中は霞が掛かったみたいに真っ白で何も考えられない。ただ、機械的に足を動かすだけだ。






　……智史さんに会わなきゃ……






　ぼんやりとそれだけを考えていた。ああでも、営業部に戻って智史さんに会ったら、私はちゃんと対処できるのだろうか。周囲の皆は私と智史さんが付き合っていたことを知らない。だから、仕事中はいつもと同じように接しないといけない。でも、こんな状態で智史さんの傍で仕事ができるの……？






　エレベーターから降り、ふらふらとした足取りで廊下を歩く。営業部に入り、智史さんの席に誰もいないのが見えた時、ようやくまともに息ができた気がした。

「古谷さん、ずいぶん顔色が悪いようだけど大丈夫？」

　営業部のメンバーに声を掛けられ、俯き加減で「ええ」と短く返事をした私は、そそくさと自分の席に向かった。

「そういえば、また来てたよな、柳川カオル」

　聞こえてきた声に、ぴたりと足が止まってしまう。振り向くと、入口近くで何人かの営業メンバーが雑談をしているのが見えた。

「ここのところ姿見てなかったけどなあ。会議室のフロアがどこかって聞かれたよ」

「誰かと打ち合わせでもするのかよ？　まあ美人を見れてラッキーってことで」

（会議室のフロア……）

　営業部は三階だが、会議室フロアは五階にある。私はきゅっと唇を引き締め、彼らの横を通り抜けて入口から廊下に出た。

　エレベーターを待っていた時、上着のポケットに入れたスマホが振動していることに気が付いた。確認すると……智史さんからのメッセージだった。






『五一六応接室に来て欲しい』

　行かなきゃ。でも行きたくない。嫌な予感がする。






『智史はカオルと結婚するだろう』

　そんなはず、ないじゃない。だって、結婚を前提に付き合って欲しいって言われたもの。






『智史は幼い頃からカオルのことを慕っていた』

　それは昔の話でしょ？　今は私と付き合っているんだから。






　頭の中で副社長の声と自分の声がぶつかり合っている。智史さんを信じたい。でも彼の態度は変わってしまった。――だけど、それでも私は……






　ほとんど無意識でエレベーターに乗り会議室フロアに行った私は、五一六応接室を目指して歩いていた。






（智史さん……）

　応接室のドアの前で一度深呼吸する。震える手でドアをノックし、「失礼します」と中に足を踏み入れた――途端。

「っ!?」

　ひっと短く息を吸う。目を大きく見開いた私は、その場で立ち止まってしまった。

（え……っ……）






　応接室には、六人掛けのソファセットが設置されている。私の立っている位置から見て左側のソファにいるのは――






「カオルっ……！」

「智史……」

　黒い革張りのソファの上、絡み合う身体。途切れ途切れに聞こえる熱い吐息。裾を出したワイシャツとスラックス姿の智史さんが、カオルさんの上に圧し掛かっている。カオルさんの両腕は智史さんの首に巻き付き、智史さんと口付けを交わしていた。カオルさんの白い肩からは袖が滑り落ちていて、滑らかに盛り上がった胸も半分露わになっている。

（なん、なの、これ……は……）

　今見ている光景が理解できなくて……信じられなくて、身動き一つできず、声も出せない。

　ぐっと喉に込み上げてくるのは、不快感なのか、吐き気なのか。足元から震えが全身に広がってきた。

　口元を手で押さえた私に、智史さんから唇を離したカオルさんが気付いた。にまりと口角を上げて笑う彼女の目は、あの時と同じ蔑みの色をしていた。






「あら来てくれたのね、古谷さん」

「っ、千世っ……!?」

　ばっと振り返ってこちらを見た智史さんの頬骨は、薄っすらと紅潮していた。前髪は乱れ、唇はてらてらと光っている。大きく目を見開いた後、慌ててソファに座り直し、ワイシャツの裾をスラックスに押し込んでる智史さんとは正反対に、カオルさんはゆっくりと身体を起こし、二の腕までずり落ちていた袖もそのままに、脚を組んで私を見据えた。

「どう、して、ここに千世、が」

　智史さんの声はところどころ掠れている。カオルさんは、ほほほと声を上げ「私が智史のスマホから彼女を呼んだからよ」と悪びれる様子なくそう言った。

「座って頂戴、古谷さん。あなたに話があるの」

「……」

　覚束ない足取りで、私は向かい側のソファに座った。何も考えられず、ただ言うことを聞いただけだ。

　白のワイシャツとライトグレーのスラックス姿の智史さんの右隣に、黒のワンピースを着たカオルさんが座っている。服の乱れが残っているその姿は煽情的で、二人の関係を見せつけられている気がした。

　身体が強張り、表情も作れない。何も言えず、じっと智史さんを見ていると、智史さんはおもむろに頭を下げた。

「千世、すまない。結婚の話はなかったことにしてくれないか」

（……そうよね。そうなるわよね……）

　どこか他人行儀に捉えている私がいた。怒りも悲しみも、何も感じない。ただ、胸にぽっかりと穴があいたような虚無感があるだけだ。

「千世のことは大切に思っていた。千世となら幸せになれると、そう信じていた。だが俺は……やはりカオルのことが忘れられない」

　智史さんの言葉が耳から入ってきても、凍ってしまった心には何も響かなかった。

「私が悪いのよ。智史が私に告白してくれた時に断ってしまったから」

　智史さんの二の腕に左手を這わせたカオルさんが、すまなそうな顔一つせず私に言った。

「その頃は、智史を頼りがいがないって思ってしまったの。でもここ数年、仕事も頑張っていたって聞いて……今の智史なら、私の隣でも釣り合うと思うわ。それでね、古谷さん」

　長いまつ毛の、猫のような瞳が私を絡め取ろうとしている。

「私は智史と婚約することにしたから。あなたと智史は婚約していた訳でもないし、喜んで身を引いてくれるわよね？」

「……」

「社内では智史との関係、内緒にしてたんでしょう？　それなら、騒ぎ立てたところで自分が惨めになるだけよ？」

「……」

「まあ、アシスタントとして智史を支えてくれたことは感謝するわ？　おかげで智史も出世できたそうだし」

「……」






　艶やかな笑みを浮かべて、毒を吐くカオルさん。そして、私となるべく目を合わせないようにしている智史さん。全身の血が冷たく凍り付いていく。






　――ああもう、何も言っても、無駄なんだ。






　智史さんのアシスタントになってからの日々。優しい智史さんの笑顔。そして智史さんに告白されて、今まで以上に頑張ろうって思って――






　――ひびが入ったガラスのように、思い出全てが甲高い音と共に砕け散った。






「……はい、承知いたしました。失礼いたします」

　俯いたまま立ち上がり、軽く頭を下げた私は、二人を見向きもせず、そのまま応接室を後にした。






　……その後のことは、あまりよく覚えていない。営業部に戻った私の顔色を見た野村課長が、「今すぐ早退しなさい。体調が戻らないなら、明日も休んでいいから」と言い、タクシーまで呼んでくれたのだ。何も考えられなかった私は、課長の好意にそのまま甘えることにした。

　自宅に戻った私は、コートを脱いでそのままベッドにダイブした。涙すら、出てこない。怒る気力もない。何をする気にもなれない。

（疲れた、な……）

　無意識のうちに右手がネックレスに伸びていて……もうこれは、御守りでも何でもない代物に成り下がったんだ、と気が付いた。思い切りチェーンを引っ張ると、首筋の痛みと共に、華奢なチェーンはすぐに切れてしまう。

　いつも私を勇気付けてくれた、ダイヤモンドの輝きすら目にしたくなくて、そのままネックレスをゴミ箱に突っ込んだ私は……布団を頭から被り、身体を丸くして、世界の全てを拒絶したのだった。

















俺のアシスタントになってくれ












　次の日。うつらうつらとしか眠れなかった私の顔は、まぶたも顔全体も腫れぼったくて、酷い有様だった。本当は大泣きしたり、怒りをぶつけたりした方が気分が晴れたのだろうけど、そんな気力も湧かなかった。

（昨日早退したから、仕事溜まってるわよね……）

　行きたくない。だけど、迷惑をかける訳にもいかない。私は両頬をぱしんと両手で叩いて気合を入れ、仕事のことだけを考えて用意をした。






　いつもの黒いジャケットにタイトスカートを身に纏い、お化粧にいつもより時間を掛けた。マッサージをして、何とか腫れをましにした。ベースを厚塗りして、目の下のクマを隠す。

（何とか見れる顔にはなったかな……）

　電車に乗っていても、歩道を歩いていても、何も感じない。衝撃が大きすぎたせいか、まだ実感がないのだ。でも、無意識のうちに右手で触ろうとしても、もう首元にはあのネックレスはない。その事実が、あの出来事が夢ではなかったと、私に知らせてくれている。






　いつもと同じ時間に出社した。重い足を引き摺るように営業部に着くと、すぐに野村課長が話し掛けてくれた。

「おはよう、古谷さん。体調は大丈夫か？　まだ顔色が悪いようだが」

「……おはようございます、野村課長。ありがとうございます、まだ本調子ではありませんが、休まなくても大丈夫ですので」

　微笑もうとして、口端がぴくりと震えたのを気付かれたのかもしれない。野村課長は「あまり無理せずに」と言って何も聞かずにいてくれた。

　自席に着くと、智史さんはまだいなかった。ほっと息を吐くと、業務の準備に取り掛かる。

（落ち着いて、落ち着いて）

　仕事のことだけ考える。――そう思っていた私の決意は、にぎやかに営業部に入ってきた人達によって、あっけなく崩されることになる。






「ああ、ほぼ全員揃っているね」

「！　社長!?」

　真っ先に営業部に顔を見せたのは、啓二社長だった。座っていた社員は皆、慌てて席を立つ。恰幅かっぷくのよい社長は、恵比寿様のような笑顔の持ち主だが、見た目に寄らず敏腕社長として有名だ。野村課長が入口に行き出迎えると、「皆にめでたい知らせがあって、寄らせてもらったよ」とにこにこ笑顔でそう告げた。

（めでたい知らせ……って……）

　社長の後ろにいた二人の姿に、私の心臓は凍り付いた。ライトグレーのスーツを着た智史さんと、彼の左腕に自分の右腕を絡めた、白いＡラインのワンピースを着たカオルさん。カオルさんは、あの時とは違って清楚なお嬢様の雰囲気だ。美男美女の二人は揃って営業部に入って来ると、軽く会釈をした。

「この度、甥の智史と柳川カオルさんが婚約することになってね。皆で祝福してやって欲しい」

　ずきんと鈍い胸の痛みが走ったのと同時に、わあっと歓声が上がり、周囲は拍手の嵐が巻き起こる。

「おめでとうございます、智史部長！」

「柳川カオルさんとの婚約なんて、凄いですね！」

「美人な奥さん、うらやましーっ！」

　営業部のメンバーが次々と二人にお祝いの言葉を掛けに行く。私はその場に立ち竦んだまま、ただ白けた拍手だけをしていた。照れ笑いをしている智史さんも、優雅に微笑むカオルさんも、ドラマを見ているかのように、まるで現実味がない。

（大丈夫。私は大丈夫……）

　心は凍ったまま、何も感じない。だから大丈夫。






　そう思っていた矢先。つとカオルさんがこちらに向かって歩き出した。もちろん智史さんと腕を組んだままだ。私が「おめでとうございます」と頭を下げると、カオルさんは満面の笑みを浮かべてみせた。

「古谷さん、よね？　智史のアシスタントの」

「はい」

　きしっと心が軋んだ。

「智史から聞いているわ。あなたとても優秀なアシスタントだそうね？」

「……」

　私は上手く笑えているだろうか。何も言わず口角を上げ、小首を傾げてみせた。智史さんも、引き攣り笑いをしているように見える。

「これからも、智史の傍で引き続きアシスタントをお願いね？　彼、これから私との結婚式の準備もあるでしょう？　ますます忙しくなってしまうの。あなたがアシスタントをしてくれるなら、智史も安心できると思うから。そうそう、結婚式の準備もできれば手伝って欲しいの」






　――きしっ……






　また心が軋む。このまま智史さんのアシスタントを続ける……？　二人の結婚式の準備も手伝う……？






　カオルさんが挑発するような、悪魔の笑みを浮かべている。昨日から揺れ動かなかった感情が軋み始め、どろどろとした熱くて黒い何かが、喉元までせり上がってきた。






（どこまで人のこと馬鹿にすればっ……！）

　わざとだ。わざと私のこと煽ってるんだ。両脇に下ろした拳に力が入る。

（そんなの……できる訳ないじゃない！）






　そう言おうと口を開いたその時、冷静な声が耳に届いた。

「古谷君には俺のアシスタントをしてもらう。智史には別の要員を当てる。諦めるんだな、カオル」

（え!?）

　さっと目の前に大きな背中が立ちはだかる。目をぱちくりとさせた私は、ただ彼を見上げていた。

「智明!?　何言ってるの!?」

　カオルさんの焦る声がする。副社長が遮ってくれたおかげで、私の位置からカオルさんは見えなくなっていた。

「兄さん、千……古谷さんは俺のアシスタント歴も長いし、業務も分かってくれている。ここで優秀なアシスタントを交替されるのは」

　智史さんの声は副社長の声に遮られた。

「古谷君が優秀なのは知っている。だから副社長のアシスタントに抜擢すると言ってるんだ。社長も了承済みだ。……そうですよね、社長？」

　副社長の問い掛けに、「ああ、了承したよ。前任のアシスタントが辞めてから、中々後任が決まらず困っていたからねえ。古谷さんなら大丈夫だと智明も野村君も言っていたから」と社長が答えていた。

「え」

　いつの間にそんなことになっていたんだろう。野村課長までそう言ったって？

　話についていけず、ぽかんと口を開けたままの私を、副社長が振り向き見下ろした。

「この件で話がある。副社長室まで来てくれ」

「は、はい」

　さっと身を翻した副社長の後を追う。智史さんとカオルさんの傍を通り抜ける時、突き刺さるような視線を感じたけれど、私はそちらを見なかった。

「ちょっと、智明!?　何勝手に決めてるのよ！」

　カオルさんの甲高い文句に、副社長は一瞬足を止め、顔だけ振り向いてじろりとカオルさんを睨んだ。

「仕事上のことに口を出すな。ああそれから、今日は婚約発表の場だから許したが、今後会社に――特に副社長室には顔を出さないでくれ。業務の邪魔をされたくない」

　取り付く島もない副社長の冷淡な声に、カオルさんはわっと泣き声を上げた。

「酷いわ！　ねえ、叔父様もそう思うでしょ!?」

「智明は真面目だからねえ。カオルちゃんも準備が忙しいだろうから、ここに来る時間はないだろうね？」

　副社長はまたさっさと歩き出す。ちらと後ろを見ると、社長を捕まえてぎゃあぎゃあ騒ぐカオルさんの肩に手を置いて、なだめる智史さんの姿が目に入る。私はそのまま視線を外し、大股で歩く副社長の後ろを小走りでついていったのだった。
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　副社長室はさっきまでの喧騒が嘘のように静かだった。副社長にソファに座るよう勧められた私は、無言のままソファに座った。副社長がドアから入ってすぐ右横にある開口部に入っていき、再び出てきた時には白いマグカップを二つ手に持っていた。私の目の前のローテーブルにマグカップを置くと、彼は私の真正面に腰を下ろす。

「まずはこれを飲んでくれ。仕事の話はそれからだ」

「は、はい、いただきます……」

　こくんと飲むと、濃いコーヒーとミルクの味、そしてほんのりはちみつの甘さがした。カフェオレだ。

「疲れただろうから、糖分を摂る方がいい」

　マグカップから伝わる温かさに、冷えていた指先の温度が戻ってきた気がした。

　しばらく副社長は何も言わず、コーヒーを飲んでいた。私も俯いたまま、カフェオレを飲み干した。そして……ことんとマグカップを置き、顔を上げた。






「……あの、副社長のアシスタントというお話ですが」

「ああ」

　副社長もマグカップをローテーブルに置き、私を真っ直ぐ見つめている。

「前々から考えていたことだ。アシスタントなしでは業務に支障が出るが、中々いい人材がいなくてな。そんな中、古谷君の評判を聞いた。智史があの案件を獲得できたのは古谷君のサポートが手厚かったからだ、と」

「……そう言っていただけると、嬉しいです」

　少しでも智史さんを支えようと頑張った日々。智史さんとはこんな終わりを迎えてしまったけれど、あの時間は無駄ではなかったんだ、と思えて、じわりと胸が温かくなった。

「顧客と契約も済ませ、しばらくの間は営業部の業務も落ち着いているだろう。だからこのタイミングで異動の話を出すつもりだった。もっとも一騒動あったおかげで、あの場で告げることになったが」

「……」

『古谷さんは俺のアシスタント歴も長いし、業務も分かってくれている。ここで優秀なアシスタントを交替されるのは』、そう智史さんは言っていた。

（智史さんは……私とのこと、一体何だと思ってたの……？）

　結婚を約束したのに、好きな人が振り向いてくれたから、その話をなかったことにしてくれと言われた。なのに、今までと同じように智史さんのサポートを求められていたの？　カオルさんからは結婚式の準備まで手伝えと言われて、それを承諾すると思ってた？　私の気持ちは？　まるで無視なの？

（私のこと……便利屋みたいに思ってたの……？）

　あんなに好きだった彼の笑顔が――眦まなじりを下げ、少し可愛らしく見えた笑顔が――霧がかかったみたいに、ぼやけてきた。






　副社長の話がなくても、智史さんの元で同じように働くことは無理だっただろう。副社長が割り込んでくれたから、カオルさんに言い返さずにすんだけれど、そうでなければあのまま感情を暴発させてしまっていたに違いない。そうなったら、会社にいることすら難しくなったかもしれない。

（もしかしてカオルさんの狙いは、そこにあった？）

　自分の婚約者と結婚の約束をしていた女が、婚約者の傍にいる。普通なら許せない状況だろう。だから私を煽って、暴言とかを引き出して、会社に居づらくしようと考えていたのかもしれない。

（考えすぎかもしれないけれど、これ以上智史さんともカオルさんとも関わり合いになりたくない）

「わたし、は……智史部長のアシスタントはこれ以上、続けられません」

「だろうな」

　副社長はあっさり同意した。淡々とした副社長の態度を見て、少しずつ心が凪いでいく。

「席はそこにあるから、早速こちらに移る手配をする。営業部の引継ぎも、ここで行えばいい。向こうは大部屋で落ち着かないだろうからな」

「……ありがとうございます……」

　そこからは業務内容の話だった。基本的に副社長のサポートだから、今までの業務とさほど変わらない。ただ副社長付きは経営にも関わる業務に携わる、というところが大きく違う点だ。

　無表情のまま説明をする副社長が、感情を見せない声が、私の心の傷に触れないようにと気遣ってくれている気がした。

「……以上が業務内容だ。詳細は明日以降、追々説明していく」

「はい、承知しました」

　私が頷くと、副社長は目を細めて私を見た。

「ああ、それから」

　一呼吸置いて、副社長が口を開いた。

「……古谷君には俺と婚約してもらう」

「……は……？」

　一瞬何を言われたのか、理解できなかった。だって、副社長の口調は仕事の話をしている時と全く同じだったし、表情も変わっていない。感情が読めない瞳が私を捉えて離さない。

「え……こん、やく……って……」

　呆然と副社長のセリフを繰り返した私の耳に、さっきまでの説明と同じ声が続く。

「これは一種の契約と考えてくれて構わない。カオルの性格からいって、古谷君に手を出してくる可能性は高い。この大事な時期に社内でのごたごたは避けたい。俺の婚約者という立場なら、彼女もそうそう手は出せないだろう」

「……契約、ですか……？」

　ああ、と頷く副社長。話が飛躍し過ぎて理解が追い付かない。

（あの案件があるから、社内で揉め事は起こしたくない。だけど、カオルさんが私に何かしてくる可能性がある。それを避けるために、婚約したことにするってこと……？）

　カオルさんが私を目の敵にしているのは、明らかだ。社長一家とお付き合いのあるお嬢様で、知名度も高いカオルさんを止められるのは、確かに社長か副社長ぐらいだろう。

「……揉め事を起こさないために、というのは理解しました。けれど」

（どうして私にそんなことを言うの、この人は？）

「副社長は……私と智史さんとの結婚に反対されていましたよね？　それは、私が智史さんに相応しくないから、ではなかったのですか？　そんな私が副社長の婚約者だなんて、務まるでしょうか」

　次期社長である副社長の方が、智史さんよりも結婚相手を選ばなければいけないだろう。仮に契約だとしても、婚約者となる以上はそれ相応の相手の方がいいのではないか。

　そんなことを思っていたら、僅かに副社長の眉間に皺が寄っていた。

「君が智史に相応しくない、などと言った覚えはない。君と智史は合わない、そう言ったんだ」

「……」

　副社長室での会話を思い返してみる。確かに副社長は、私を貶めるような発言はしていなかった。

「合わない、というのは、その通りでしたね……」

　優しい智史さんの声が、あんなに残酷に響くなんて思ってもみなかった。

「智史さんの本当の気持ちにも気付かず、浮かれていただけだったんですね」

　そう、彼が本当に好きだったのは、カオルさんだったのに。

「智史さんの細やかな気遣いや優しさに……勘違いしていただけだったんですね……」

　彼は気遣いができてとても優しい。でもその優しさは、私だけに向けられたものではなく、カオルさんにも向けられていたものだった。いや、智史さんがカオルさんにこそ向けたい優しさだったのだ。

「言っておくが、今回の件で君に悪いところは一つもない。他に彼女がいると薄々勘付いていながら智史に手を出したカオルと、カオルに未練たらたらだったにも関わらず、君に結婚を申し込んだ智史が悪い」

「……」

　きっぱりと言い切った副社長は、やっぱり仏頂面のままで。何だかおかしくなってきた。

「ふふっ……ありがとう、ございま」

　声が途中で途切れた。いつの間にか、涙がぽろっと頬に零れている。昨日は泣けなかったのに、どうして、今。膝の上で拳を握り締め、唇を噛む。

（こんなところで取り乱したくないのにっ……！）

　涙がぽろぽろ零れて、手の甲にも落ちた。止めようと思えば思う程、喉までせり上がった熱い塊が暴走しそうで、怖い。

「うっ……く……」

　泣き顔を見られたくなくて、俯いた私の頭の上から、ばさりと何かが掛けられた。

「え……？」

　スーツの上着だ。ほんの少しグリーン系の香りがする。

「これなら顔は見えないだろう」

　少しだけ顔を上げると、副社長が私の右隣に座るのが見えた。私が何も言えない間に、副社長の腕が伸び、スーツの上着ごと彼の胸に抱き寄せられていた。私がびくっと身体を震わせると、上着越しに頭を撫でてくれている感触がした。

「……」

　スーツの袖を右手で掴む。私が泣き顔を見られないようにと俯いたから、これを掛けてくれたの……？

「俺のことは枕とでも思っておけばいい」

（こんな硬くて温かい枕なんて、ない、のに）

　少しだけ可笑しくて、でも――……

　伝わって来る彼の体温に、我慢していた嗚咽が漏れ始める。

「う……っ……、あぁ……あ……！」

　出会った頃の智史さんの笑顔が目に浮かぶ。二人で過ごしたことも、そして……カオルさんと抱き合っていた姿も。

　口元を左手で押さえても、嗚咽が止まらない。涙も次から次へと溢れ出てくる。悲しいのか、辛いのか、腹が立っているのか、自分のぐちゃぐちゃした感情が何なのか、分からない。

　――だけど。

「うぅ……ああ……ううわああああああんっ！」

　上着を被ったまま私は、両手で顔を覆って、背中を丸めた。そんな私の背中を大きな手が撫でてくれる。その優しい感覚に、また涙が溢れ出た。

　私はカオルさんに初めて出会った時から、ずっとずっと心の奥底に溜まっていた澱おりを――ようやく外に出すことができたのだった。
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　……ぐす……






　どれくらい時間が経ったのか。泣いて、泣いて、声が枯れるまで泣いて……ようやく嗚咽が止まった。

　身体の力を全て使ってしまったかのような倦怠感。私はのろのろと顔から両手を離した。

　落ち着いてくると、あろうことか副社長の腕の中で、わんわん泣いていたことが、堪らなく恥ずかしくなってきた。

（今の私、多分見られない顔してるわよね……？）

「うぅ……」

「落ち着いたようだな」

　すっと彼が立ち上がる気配がしたかと思うと、静かにドアが閉まる音がした。私は恐る恐る上着を頭から外す。辺りを見回すと、副社長は室内にいなかった。

（恥ずかしい……）

　副社長の前であられもなく大泣きしてしまった。きっと酷い顔をしているに違いない。だけど、ここには化粧ポーチもないし、今更営業部に取りに行けないし、どうしよう……

　悶々と考えながら、上着を膝の上に載せ、スーツの袖口とかをチェックした。汚していない？　クリーニングに出した方が……






　――コンコン

「っ、は、はいっ！」

　突然のノック音に上擦った声を出した私は、とてもじゃないけれど顔を上げられなかった。静かに入ってきたのは、やはり副社長。ダークグレーのベストあたりに視線を彷徨わせていると、副社長が湯気の上がっているタオルを手渡してきた。

「これがいるだろう。それからコートとバッグも営業部から持ってきた」

　私の横にベージュのコートと同じくベージュのショルダーバッグが置かれた。

「この部屋にもミニキッチンがある。そこで顔ぐらいは洗えるはずだ」

　副社長が指差したのは、入口から見て右の壁にある開口部。確かあそこからコーヒーを持ってきてくれたはずだ。

「……ありがとうございます……」

　俯いたまま借りた上着をソファの背もたれに掛け、タオルとバッグを手に持って開口部へと向かう。一畳ぐらいのミニキッチンには、流し台と食器やコーヒー、コーヒーメーカーが置いている棚があった。

　バッグから化粧品ポーチを出し、手鏡を出して見ると――

「……酷い顔……」

　目は一重瞼で真っ赤、鼻のてっぺんが赤く染まっている。頬骨の辺りも赤みが増して顔全体が腫れぼったい。どう見ても散々泣いた後の顔だ。

「……ふう……」

　まずは温かいタオルを顔に当てる。じわじわと温かい熱が顔に広がり、硬くなっていた表情筋を解してくれた気がした。

　冷たい水道水で顔を洗い、温かいタオルを当てる……を数回繰り返す。もう一度鏡を見ると、さっきよりはましになった感じだ。

　肌の赤みを消すよう化粧直しをすると、少しだけ気分が良くなった。タオルを洗って絞り、流し台の布巾掛けに掛けた。

　開口部から副社長室に移動すると、副社長はソファに座り、書類を読んでいた。私が近付くと、「そこに座ってくれ」と顔を上げずにそう言った。失礼します、と副社長の真正面に腰を下ろすと、副社長がゆっくりと顔を上げ、私をじろりと見た。

「落ち着いたか？」

　表情は仏頂面だけど、心配してくれていたのは確か。私は背筋をぴんと伸ばした。

「……はい。上着もありがとうございました。お借りしたタオルは洗面台に干しています」

　頭を深々と下げると、「ああ、気にしなくていい」と副社長は右手を振った。

「先程の話の続きだが」

「契約婚約……のお話ですか」

　副社長の声はさっきと同じ。全く感情が読めない。

「ああ。さっき君は自分に務まるのか、と言ったな」

　副社長の視線は揺るがない。私を見据える瞳は、ただただ真っ直ぐだった。

「君は智史と結婚するつもりだった。ということは、立木家に嫁ぐ覚悟があったということだろう。相手が智史から俺に替わっただけだ、と思えばいい」

（思えばいいって……）

　智史さんと副社長では重量感というか、存在感が違い過ぎる。そう反論したかったけれど、眼光鋭い切れ長の瞳に見つめられると、何も言えなくなった。

「事態が落ち着くまでは、婚約者でいてもらう。異論は認めない」

　副社長から感じる圧力が一層増した。泣いたことで体力を消耗していた私に、逆らう元気はもうない。

（契約だってことだし……）

「承知……しました……よろしくお願いいたします……」

　渋々首を縦に振った私を見て、副社長は軽く頷き、「今日はもう退社していい。営業部に寄る必要もない。駐車場に直行する役員専用エレベーターで地下に降り、そこから帰宅すれば二人に会う確率も減るだろう」

「……ありがとうございます……」

　智史さんとカオルさんに会いたくなかった私は、副社長の提案に乗った。コートを右手に、ショルダーバッグを左手に持って立ち上がり、「お先に失礼します」と頭を下げた。「ああ」と返事をした副社長はもう書類に視線を落としたままだ。

　私はそそくさと副社長室から廊下に出て、エレベーターホールへと向かった。

　未だに何が何だか、どうしてこうなったのか、全く理解できない。

（智史さんとの関係が破綻して、副社長と契約婚約して……これからどうなるの……？）

　泣いたおかげか、胸の中の黒くどろどろした思いは消えたけれど、その代わりに先行きが分からない不安感やどうしたらいいのか分からない焦りが、心の中に居座り続けることになったのだった。

















合同結婚式って本気ですか？












「おめでとう、古谷さん！　聞いたわよ、副社長と婚約したって！　おめでたい話を立て続けに聞けるなんて、今年は会社の運気も上り調子かもしれないわね！」

「……ありがとうございます、御園さん」

「副社長があなたのこと、べた褒めしてたわ。あの鉄仮面が～って皆驚いたのよ」

「は、はは……は」

　精算書類を経理部に持って行くと、御園さんから手厚いおめでとうの言葉（？）を頂いた。

（話の広まるスピードが早すぎるっ……！）

　まだ、契約婚約を承諾して一日しか経っていないのに。どうして御園さんまでが知っているんだろう。私が早退した昨日のうちに、ここまで話が広がるとは思わなかった。ずきずき痛む額に右手を当てた私は、ドウシテコウナッタ、と呟いていた。

　御園さんから聞いた、副社長が私と婚約したと、昨日社長に報告した時の話は――






　――受付時代から、古谷君の仕事ぶりに目を留めていた。

　……それ、本当ですか？

　――智史を通じて会話するようになった。

　……はい、嘘ではありません……が『弟とは合わない』って言われましたけど!?

　――営業部長アシスタント業務もそつなくこなし、サポートする能力が高いと判断した。そこで、副社長のアシスタントを持ち掛けることにし、チャンスを窺っていた。

　……そう、なの？

　――そうしているうちに、一人の女性として惹かれるようになったが、自分の気持ちが負担になると思い、告白しなかった。

　……

　――智史とカオルが婚約発表したのを機に、副社長のアシスタントになって欲しい、その件とは別に婚約して欲しい、と希こいねがった。そして――






「その両方を承諾してもらった、って……」

　違う。決定的に流れが違い過ぎる……！　のだけれど。

（結果としては、副社長のアシスタントになってて、契約とは言え婚約していて……の状態になってるのよね……）

　おかしいのは、その話を社内のほとんどの人が受け入れているってことだ。今まで副社長と私が一緒にいたことがないことすら『副社長は出張も多いし、中々一緒にいられなかったのだろう。その穴埋めをするために、アシスタントに抜擢したのではないか』とまで言われる始末。

（今まで色恋沙汰が一つもなかった副社長がそう言ってるからって、皆信じすぎじゃないの!?）

　ああ、周囲の皆の生温かい視線が、何とも言えず居心地悪い……今廊下を歩いていても、すれ違う人からの視線が気になって仕方がない。

（営業部との引継ぎを副社長室で、と言ってもらっただけましだけど）

　この状態で智史さんの傍で引継ぎなんて、とてもじゃないけどできなかったと思う。智史さんの顔をまともに見ることすら、危ういのだもの。

「じゃあ、副社長にもおめでとうございます、と伝えてね！　社長にはもう言ったけれど」

「アリガトウゴザイマス……」

　にこにこ笑顔の御園さんと別れ、そそくさと副社長室へと戻る。噂の立役者（？）である副社長は自席に座り、何事もなかったかのように仕事に没頭していた。

「只今戻りました。経理部に書類は提出済みです」

「ああ、ご苦労様」

　一瞬目を上げて私を見た副社長は、すぐに書類に視線を戻す。その態度は昨日と全く同じだ。鉄仮面のまま、仕事をしている。私も今朝出社して、簡単な業務からさせてもらっているところだけど。

（この副社長が婚約の話を社長にして、噂を広めたの……？）

　何だろう、この違和感は。副社長ってわざわざプライベートのことを話題にする人だったのだろうか。今まで一度もそんな話聞いたことなかったのに？　胸の中が一瞬もやっとしたけれど、すぐにその理由に思い当たった。

（……ああ、そうだ。婚約の話を智史さんに、そしてカオルさんに聞かせるために……）

　社長に話をして、これだけ社内で噂が広がれば、当然智史さんの耳にも、カオルさんの耳にも、この話は入るだろう。そうすれば、カオルさんからまたちょっかいだされても、副社長の名前を盾にすれば引き下がる可能性もある。

（大事な時期に社内で揉め事を起こしたくないって言っていたわね）

「営業部から引き継ぎに来たいと連絡があった。十四時半からここに来るそうだ」

　さらりと告げる副社長の表情は、やっぱり無表情のままで。






　……だけど。






「……承知しました。お気遣いありがとうございます」

　私がそう言って頭を下げると、副社長は書類から目を上げ、こちらを見据えた。私を見る何の感情も読めない瞳が、何故かとても安心できて。

　――私が小さく微笑んで会釈すると、少しだけ副社長の目が大きくなった、気がした。







＊＊＊








　――それから二週間が経過した。

「副社長、本日十四時からの会議ですが、十四時半からに変更していただきたいと高尾様より連絡がありました。交通事故の影響で、到着時間が遅れるそうです。会議室の予約時間は延長しておきました」

「分かった。資料を追加で二部用意しておいてくれ。古谷君も同席して議事録の作成を頼む」

「はい、承知いたしました」

　私は資料の束を持ち、副社長席から離れ、私の席のすぐ横にあるコピー機の前に立つ。一々コピー室に行くのも時間がもったいない、と副社長が設置したのだ。

（コピー室まで行かなくてもここで事足りるものね）

　社内での資料共有は極力電子化されているけれど、対顧客となると、カラーの資料をお出しする機会が多い。副社長が会う顧客は経営層の方も多いから、資料も簡潔で見やすく、見た目の美しさも気にする必要がある。副社長室にコピー機があるおかげで実際に印刷して位置ずれ等がないか、すぐに確認できて本当に助かっている。

　最新式のコピー機は印刷音も静かで、スピードも速い。あっという間に印刷された二部の資料を自席で確認し、バインダーに綴じる。それを印刷済みの資料を置いている籠の中に追加した。

　ちらと副社長の方に目をやると、ストライプのワイシャツに濃い臙脂色のネクタイ、ダークグレーのベストを着て、相変わらずの無表情でノートパソコンに向かっていた。オールバックの前髪が少し落ちているのも、仕事に集中しすぎて気付いていないのだろう。

　智史さんも王子様のように華やかな外見だけど、副社長も端正というか、整いすぎてギリシャ神話の彫像みたいな雰囲気だ。

　……副社長という地位とこの容姿。女性に囲まれてもおかしくないけれど、いつも仏頂面で言葉も鋭いせいか、彼の周りには女性の影の欠片もない。

（御園さんが、副社長は仕事しすぎだって言っていたっけ）

　智史さんも仕事量は多かったけれど、営業部長と副社長では仕事の量も質も違ってくる。よくこの仕事量をアシスタントなしで回していたものだ、と感心するぐらい、副社長は仕事漬けだった。

（少しでも副社長の負担を軽くしないと！）

　副社長のアシスタントになったこの二週間、営業部の引き継ぎも終わった私は、徐々に副社長のサポートをするようになったけれど、まだまだ覚えることが多くて戸惑うことも多い。役に立っているのだろうか、と不安になることもあるけど、不明な点を確認したらすぐに分かりやすく教えてくれるし、仕事量も私がこなせるぎりぎりの量を任されるので、非常にやる気が出るのだ。

　智史さんのようににこにこ笑う優しい上司、という訳ではないけれど、きちんと評価してくれるし、上司としての副社長は意外にも私と波長が合う人だった。

（黙って仕事をしていても、居心地がいいし）

　副社長室で仕事をしていると、沈黙が続くことも多い。だけど、その静かな空間が今の私には心地よい。きっとそれは、副社長のことを私が信頼しているからだろう。

　……副社長は、あの時私を庇ってくれた。私の居場所を作ってくれた。だから私も、ちゃんと恩返しをしようと頑張れるのだ。

（あ、でもそろそろ休憩するようにしないと）

　皺を寄せた眉間を、指で揉んでいる彼を見て、私は立ち上がり、ミニキッチンへと向かった。棚からドリップ式のコーヒーを取り出し、白いコーヒーカップにこぽこぽと注いでいく。副社長はコクのある深入りの豆が好みで、大抵ブラック。今日は仕事詰めだから、少し甘い方がいいかもしれない。

（ここでお化粧直しをしたのも、遠い昔みたい……）

　ティースプーン一杯のお砂糖を入れてかき混ぜる。銀のトレイにカップとソーサーを載せて副社長席へと歩いて行き、「どうぞ」とデスクの上に置いた。副社長はカップを見た後、私を見上げ「ああ、ありがとう」と呟いた。

　コーヒーを飲む瞬間、ほんの少しだけ彼の眦が下がり口元が緩むのも、ここに来てから初めて知った。いつも無機質に見える副社長の表情は、ぱっと見分かりにくいけれど、もしかしたら感情が豊かな人なのかもしれない、と思うようになった。

「……古谷君の淹れてくれるコーヒーは旨いな」

「ありがとうございます」

　ほら、今も。ぽつんと言ってくれる褒め言葉が嬉しくて。智史さんのように大袈裟な身振りで褒めてくれる訳ではないけれど、野村課長を含め副社長を慕う人が多いのも、分かる気がする。






　ＲＲＲＲＲＲ……






　カップをソーサーに戻した副社長が、上着からスマホを取り出した。

「……はい。何ですか、社長？　え？」

　副社長が私を見上げた。私が瞬きすると、彼は私から視線を外し、横を向いた。

「……ええ。分かりました。では終業後すぐ伺います」

　電話を終わらせた副社長は、ふうと溜息をついた後、改めて私の方を向いた。

「今日の終業後に社長室に行くことになった。古谷君も一緒に来てくれ」

「は、い？」

（社長室に？）

「……俺の婚約者に挨拶したいそうだ。まだ顔見せに行っていなかったからな」

「あ」

　そうだった。智史さんとカオルさんの婚約騒ぎが起こったあの日、社長は二人を社内で紹介した後、そのまま出張に行ってしまっていたのだ。だから、副社長と私の婚約話は、副社長が社長に電話連絡しただけとなっていた。社長が戻ってきたら挨拶に行く予定だったけれど。

「社長のお戻りは三日後の予定だったのでは？」

「一日でも早く挨拶したいと、スケジュールを限界まで詰め込んで、予定を切り上げたそうだ」

「……」

　私は自分の服装をちらと見た。智史さんと副社長に挨拶に行った時も仕事用スーツだったけれど、今日も白のブラウスに濃紺のタイトスカートという、どう見ても仕事着の格好。

（これで社長に婚約の挨拶をしに行くの？）

「社長はその格好でも申し分ないと思うだろう。仕事に来ているのだからな」

　私の心を読んだかのような副社長の言葉に、私は「はい」と小さく頷いた。副社長が眉を顰め、右手で前髪をくしゃりと乱した。

「智史達も呼んでいるそうだ。相談したいことがあると言っていた」






　――どくん……






　心臓が大きく脈打った。あれから智史さんとは一度も顔を合わせていない。営業部の引き継ぎも副社長室で行ったし、仕事もほとんど副社長室内でできることだったから、営業部のフロアには極力近付かないようにしていたのだ。智史さんの予定も確認して、ばったり出会うことのないよう注意もしていたし。

（智史達、ってことは……カオルさんも……）

　カオルさんも副社長が会社に来るな、と言ったのが効いたのか、少なくとも副社長室に顔を出すことはなかった。でも、あの時の――智史さんの腕に腕を絡めて、私を見るカオルさんのぞっとするような目付きが忘れられない。

（またあんな風に睨まれる？）

　でも、社長や副社長の前では、私をあからさまに邪険にすることはないだろう。特に社長は、知り合いのお嬢さんとしてカオルさんを可愛がっていたようだったし、そのイメージを壊したくはないだろう、と思いたい。






「カオルが何か口出ししてきたら、すぐに言ってくれ。彼女の女性に対する態度は褒められたものではない。今までも、自分の気に食わない女性を陥れたこともある。なまじ金を持っているだけに、困ったものだ」

　副社長のセリフに、私は目を大きく見開いた。副社長はカオルさんの本性に気付いている……？

「あの、カオルさんのことをそう思われているのであれば、どうして」

　―――智史さんとの婚約を認めたのですか？――

　そう聞こうとして、途中で口を閉ざした。それはもう、私には関係のないことだから。

　副社長は背もたれに身を預け、天井を向いた。

「少なくとも智史に対しては、過去あいつを振っただけで、陥れたりはしていない。それに、智史もカオルの性格は薄々分かっているはずだが、それでも忘れられないと言うなら仕方がない」

　ずくっと胸の奥を抉られるような痛みが走ったけれど、私は表情を変えず、分かりました、とやや俯き加減に言った。副社長は姿勢を正し、私を見上げた。

「智史達に会うのは気が進まないだろうが、一度は顔を合わせる必要がある。説明は俺からするから、古谷君は黙って俺の隣にいてくれればいい」

　無表情のまま、私を見てそう告げた副社長。切れ長の目と目が合った時、胸の中にじわりと広がったのは、安心感だった。

　こう副社長が言ってくれているのだから、智史さんやカオルさんに会っても、きっと…大丈夫。

（副社長は、いつだって正直に伝えてくれたもの）

　無表情で分かりにくいけれど、私を気遣ってくれているのは感じている。

「……はい。ありがとうございます」

　そうよね、きっと何事もなく終わるはず。何と言っても社長と副社長がいるのだから。

　そう思いながら微笑んだ私を見る副社長の瞳に、ぎらと強い光が宿っていたことに、私は全く気付いていなかった。







＊＊＊








　今私は、社長室のドアの前で副社長と並んで立っている。

（緊張する……）

　胸に右手を当てて、ふぅーっと息を長く吐く。そんな私の左隣に立つ副社長は、上着を着たスーツ姿がぴしっと決まっていた。一方の私は、濃紺のジャケットを羽織り、あの時――智史さんと副社長室に行った時のように、身体がかちこちに強張っていた。

「行くぞ」

「はい」

　副社長がノックした後、木目調のドアを開けた。私も一歩室内に入り、深く頭を下げた。

「ああ、来てくれたな。智史達ももう来てるぞ」

　快活な社長の声が響く。そちらに座ってくれ、と社長に指示された三人掛けのソファに副社長と並んで座る。真正面のソファには、こちらから見て右から社長、智史さん、そしてカオルさんが座っていて、ティーカップを片手に雑談していた。

　社長は相変わらずにこにこと機嫌がいい。福々しい笑顔が我が社の幸運を呼んでいる、と半ば伝説のように信じられているのも頷ける。紺地に白のストライプ生地のスーツはきっとオーダーメイドだろう。

　智史さんはライトグレーのスーツに薄いブルーのワイシャツ、紺色のネクタイを身に付けていた。カオルさんに優しく微笑む姿を見たくなくて、私はカップの中を見ているフリをした。

　カオルさんは夜空のような色のワンピースを着ていた。生地がキラキラと輝いているのは、ビーズかスワロフスキーが散りばめられているのだろう。カオルさんの目が、私を捉えているのを感じる。口元は微笑んでいるけれど、背筋が凍り付きそうなぐらい、冷たい目付きをしていた。やはり不用意に視線を上げられない。

（緊張してることにしよう……）

　やや伏せ目にし、智史さんやカオルさんの顔を見ないようにする。そんな私の隣にいる副社長は堂々と座っていて……やっぱりこの人はいつでもどこにいても同じ態度なんだ、と妙に安心した。

　副社長が簡単に私の紹介をする。私は社長に向かって深くお辞儀をし、「よろしくお願いいたします」と一言だけ告げた。社長はますます笑みを深めて、こちらこそよろしく、と言ってくれた。

（……黙っていればいいと言われたし、私が下手に何か喋るのは）

　副社長と綿密な打ち合わせをした訳でもないし、彼の思いと違うことを話してしまうと色々とまずい気がする。ここは副社長に任せよう、そう思ったタイミングで、社長秘書の小泉こいずみさんが、私と副社長に紅茶を持ってきてくれた。ティーカップを手に取りながら、にこやかに会話している社長達を見た。

「いやあ、二人とも結婚が決まって本当に安心したよ。これで我が社も安泰だな」

　上機嫌に社長がそう言うと、カオルさんがすかさず話題に首を突っ込んだ。

「ありがとう、叔父様。私と智史はちゃんと家柄も釣り合っているし、私達の結婚は、きっと叔父様のお役に立てると思うわ」

『智明に釣り合わないあなたなんかが、どうしてこの場にいるのかしらねえ？　叔父様の役にも立たないくせに』

　カオルさんの副音声が聞こえてきそうだ。

　ねえ、智史？　と猫なで声を出したカオルさんは、智史さんの右腕に自分の左腕を絡めている。私は何も言わずアルカイックスマイルを顔に貼り付け、ただ目の前の出来事を聞き流すことに専念した。

「それで、社長。何のお話ですか」

　副社長の淡々とした声に、社長はやれやれと肩を竦めた。

「智明の真面目さも相変わらずだな。早く用事を済ませて仕事に戻りたいのだろう？　少しくらいは社長としてではなく、叔父として話がしたいものだが」

「仕事は待ってくれないのですよ、社長？」

（早く……戻る）

　私は右隣の副社長を見上げた。無表情なのは変わらないけれど、ほんの少しだけ眉間に皺が寄っている。これは上手く進んでいない案件を調査して、打開策を考えていた時の顔と同じだった。

（もしかして）

　私のことを気遣って、この場を早く終わらせようとしてくれている……？

　――強張っていた身体が、ほんの少しだけれど緩んだ気がした。

「分かった分かった。本題に入ろう」

　こほんと咳払いをした社長が、笑みを深めて両手を広げた。

「どうだ？　智明と智史、二組のカップルで合同結婚式を挙げるというのは」

「！」

　智史さんがひゅっと息を呑む音がした。咄嗟に彼の方を見ると、大きく目を見開き何を言われたのか理解できない、という表情をしている。カオルさんはきっと私を睨み付けた後、こびるような笑みを浮かべて社長の方を向いた。

「叔父様、それはどうかしら？　だってこの人……一般家庭の方でしょう？　きっと立木家や柳川家のように人を呼べないでしょうし。萎縮してしまうんじゃないかしら……それに」

　ちらと流し目で副社長を見たカオルさんは、さもありなんといった風に微笑んだ。

「智明だって、恥をかきたくないでしょう？　生まれも育ちも違う方なのだから、気を付けてあげないと」

　私を見るカオルさんの目にありありと浮かぶ、軽蔑の色。

（カオルさんは私と一緒なのが、気に食わないのね）

　こちらを気遣っているフリをしながら、毒針を仕込んでくるその手腕は、さすがと言うべきなのか。愛想笑いをしている唇がひくっと引き攣った。

（私だって、あなた達と合同結婚式だなんて、真っ平ゴメンだわ）

　大体、副社長とは契約婚約なのだから、結婚式を挙げるなどあり得ない。そうは思っていても、私から言うことはできない。

（きっと、副社長が何かしら理由を付けて、断ってくれるはず――）

　そう期待を込めて副社長を見上げた時、彼はゆっくりと口を開いた。






「それはいい考えですね。智史と私とでは、式に呼ぶ人間も被るわけですし、一度に済ませた方が呼ばれる側の手間も省けていいでしょう」






（……え？）

「そうかそうか！　智明もそう思うか！」

　社長が嬉しそうに膝で手を叩き、声を上げた。

「いやあ、社を挙げての式になるだろうからな。そう何度も行うのは、皆の負担にもなるだろうと考えていたのだよ」

（そんな！　会社全体を巻き込む結婚式だなんてっ！）

　咄嗟に副社長の腕を掴もうと右手を伸ばしかけたけれど、しんみりした社長の声に途中で止まってしまう。

「私には子どもがおらず、二人を本当の息子のように思ってきた。その二人が生涯の伴侶を得て、幸せになってくれるのだから、できるだけ大勢の人に祝福して貰いたい。妻も二人の式を取り仕切りたいと、やる気満々なんだよ」

　社長夫婦にはお子さんが一人いたけれど、幼い頃に病気で亡くなっていると聞いたことがある。副社長と智史さんが、お二人にとってはかけがえのない子どもなんだ。

　――こんなに喜んでくれている社長と奥様を騙してる――

　胸の奥がずきりと痛んだ。

「叔母様が？」

　カオルさんが不機嫌そうに眉を顰める。薔薇色の唇を歪め、舌打ちでもしそうな表情だ。そんな顔をしていても、ドラマのワンシーンのように様になるのはさすがはパリコレモデル、と言わざるを得ない。

「カオルのことも娘のように可愛がっているからねえ。小さなお姫様が世界で活躍するモデルになり、そして息子の妻となってくれる。大喜びしているよ」

　社長の言葉はよどみなく続く。智史さんはキョロキョロと目をあらぬ方向へ泳がせ、カオルさんは頬を膨らませたままだ。

「そうそう、古谷さんのことも大歓迎しているんだ」

「えっ」

　いきなり社長から満面の笑みを向けられた私は、言葉を詰まらせてしまった。

「か、歓迎ですか？」

　ああ、と大きく頷く社長の左隣で顔色を悪くする智史さんに、ますます意固地な顔付きになったカオルさんが見えた。

「智明は本当にワーカホリックでねえ……今まで私もいいご縁を紹介してきたのだが、一顧だにせず仕事仕事で、妻も心配していたんだよ。『智明がその気になってくれるのなら、どんな方でも』って常々言っていたし。それが、智明のアシスタントもそつなくこなしてくれる優秀な女性が相手だと聞いて、安堵の涙を流していたよ」

「そ、そう、ですか……恐縮です」

（安堵の涙って。どれだけ社長の奥様に心配掛けていたんですか、副社長！）

　……と問い詰めたいところだけど、今は愛想笑いしか返せない。当の本人は、しれっと無表情のままだし、納得がいかない。

（もしかして、契約してでも婚約したかったのは、社長と奥様を安心させるため……？）

　智史さんの結婚話が出れば、次は当然副社長に、となるだろう。当面結婚する気がなかった副社長は、智史さんと別れた私に契約婚約の話を持ちかけて、カオルさんが手出しをするのを妨害するのと同時に、社長や奥様からの縁談攻撃を一時的にしのぐことを考えていたのかもしれない。

「そうと決まれば、いい式場を探さなくてはな。小泉君、すまないがパンフレットを取り寄せてもらえないか。披露宴会場の広さも検討したい」

「承知いたしました、社長」

　先輩秘書の小泉さんがスマホで何やら操作しだしたのを見て、え、もう取り寄せるの!?　とパニックになる。

（は、話が進んでしまう……っ！）

　あの案件が落ち着いたら、私と副社長の契約は終了するはずなのに。そうしたら、社長と奥様はどれだけ落胆されるか……

　焦る私の右隣から、落ち着いた声が聞こえてきた。

「社長。今私と智史が、例の案件に取り掛かっていることは、よくお分かりでしょう？　結婚式の準備までは手が回りません。ですから、今すぐ用意を始める必要はないと思いますが」

　副社長がやっと阻止に向かって発言してくれた。私はドキドキしながら、会話の行方を追う。

　社長はうーんと腕組をして、考え込んだ。

「だがなあ、通常準備には半年から一年ぐらいかかるものだろう？　それぐらい経てば、あの案件も落ち着いているだろう。ああ、お前達には業務に支障が出ないようにする。私と妻で準備したものを確認してくれればよいから」

　副社長は瞬きをした後、小さく頷いた。

「……そうですか。分かりました」

（え!?　そこで引き下がるんですか、副社長!?）

　もっと抗議してくれると思いきや、副社長はあっさりと社長の言うことを呑んでしまった。社長が仕事は考慮する、と言ったせいだろうか。

（後で副社長に相談しないと）

　いくら何でも、この場で私から抗議はできない。どういうつもりなのか、聞かないといけない。私は密かに握り拳に力を入れた。

　その後、奥様から連絡するから、と私の連絡先を社長に教え、この場は解散、となった。

「仕事中に済まなかったね。出張が重なっていて、今しか時間が取れなかったのだよ」

　そう私に謝ってくれた社長は、「智明、智史。ついでだから、あの案件についての進捗を知りたい。このまま残ってもらえるか」と二人に話し掛けた。それを聞いたカオルさんが、さっと立ち上がる。

「では叔父様。私達は失礼しますね？」

　カオルさんは私を見下ろしてこう言った。にこやかな表情とは裏腹の冷たい視線が突き刺さる。

「行きましょう、古谷さん。ここにいては仕事の邪魔よ」

「……はい。では、お先に失礼します」

　副社長が立ち上がった私を見て眉を顰めたけれど、私はそのままお辞儀をして、カオルさんの後を追う形で社長室を出た。

　……カオルさんの態度が変わったのは、ドアが閉まり、しばらく二人で廊下を歩いた後だった。

「あなた、いつの間に智明と？」

　くるりと踵を返し、左手を腰に当て、私の目の前で仁王立ちしているカオルさんに、私は感情を見せずに言った。

「あなたには関係ございません」

　ありありと不愉快だと顔に書いてあるカオルさんに、私だって愛想笑いを返す義務もない。副社長のような無表情を装うと、それがかえってカオルさんの癪に障ったらしい。

「この前まで智史と付き合ってたあなたが、智明と婚約したって聞いて、本当に驚いたわよ。惨めに振られて大人しくしておけば良かったのに、よりによって智明とですって!?」

　カオルさんがぎりと右手の親指の爪を噛んだ。パールピンクに塗られた綺麗な爪なのに勿体ない、とふと思う。

「どう言って智明をたぶらかしたのかしら。智明はね、今まで私以外どんな女も傍に寄せ付けなかったのよ!?　それが何!?　智史に振られたあなたと婚約だなんて！　とんでもない尻軽女じゃない！」

　般若の面のような今のカオルさんの顔を見ても、智史さんは彼女が好きだと言うのだろうか。

（そうだとしたら、私のことは本当に都合のいい女としか、思っていなかったのね……）

　好きな人が振り向いてくれないから、二番手で手を打った。仕事上でもいい関係だし、そのまま上手くいくだろう。

　……そう智史さんは思っていたんだ、きっと。

　胸の痛みは一層強くなったけれど、カオルさんにそんなことは見せない。

「お言葉ですが、尻軽女だなんて言いがかり、止めていただけませんか。智史さんとは真剣にお付き合いしていました。あなたと婚約するからと一方的に関係を断ち切られたのは私の方です。あなただってご存じでしょう。それに」

　一呼吸おいて、私より背の高いカオルさんを睨み付けた。

「副社長――いえ、智明さんに私から言い寄った訳ではありません。お疑いなら、どうぞ彼に確認してください」

「っ、嫌な女！　智明と婚約したからって、自慢する気!?　次期社長を捕まえたって！」

　カオルさんの思考についていけない。私は額に右手を当て、大袈裟に深く溜息をついた。

「……自慢などしていません。それに、彼が副社長だからと婚約した訳でもありません」

（カオルさんの怒りを鎮めるためには、契約だって言った方がいいのだろうけど）

　それでは、カオルさんに仕事の邪魔をされたくない、と言った副社長の気持ちを裏切ることになる。どうしたものか、と考えていたその時――






　――パン！






　大きな音と共に、左頬に痛みが走る。左手を当てると、びりびりとした痛みが手のひらに伝わってきた。

　カオルさんにビンタされたと認識したのは、そのすぐ後だった。呆然と目を見開く私に、カオルさんの忌々し気な声が突き刺さる。

「あなたなんか、認めないわ！　どうせ智明だって、あなたが私達の結婚を邪魔しないように、同情して婚約してあげただけに決まってるもの！　またすぐ捨てられて、もっと惨めな思いをする羽目になっても恨まないで欲しいわね！」

　吐き捨てるようにそう言ったカオルさんは、さっさと踵を返してその場を立ち去った。甲高いヒールの音が遠ざかるのを聞きながら、私は左頬に手を当てたまま立ち竦んでいた。






　――またすぐ捨てられて、惨めな思いをする羽目に……






（あの案件が落ち着くまでの契約だから、結局はカオルさんが言った通りになるのよね……）

　智史さんの時とは違って、副社長との婚約は、社内中が知ってしまった。婚約解消となった時には、私が副社長に捨てられた――と噂されるに違いない。

（仕事もしにくくなるだろうから、子会社とか関連会社への異動を命じられるかもしれない）






　……あれ？






　私は胸に右手を当てた。智史さんに別れを告げられた時は、どうしようもなく不安で何も考えられなかったのに。その時に比べると、不安が恐ろしく少ない。諦めとか寂しさ？　に似た感情はあるけれど、あの時みたいにぐちゃぐちゃしていないし、絶望もない。

「副社長のこと、信頼してるから……？」

　無表情で言葉も少なくて。でも副社長は無責任なことは言わない。分かりにくいけれど、ちゃんと私を気遣ってくれている。だから……

（……きっと、悪いようにはならない、はず）

　カオルさんの言葉に挑発されて、変なことをしでかさなければ、きっと大丈夫。

　私は前を向き、確かな足取りで副社長室へと向かい始めたのだった。

















婚約者なのだから、当然だろう












「見・た・わ・よ～、古谷さん！　副社長とのツーショット！　あの鉄仮面の副社長がデレるところが見れるなんて、会社に長く勤めていた甲斐があったわ～」

「み、御園さんっ」

「あらあら、ごめんなさい。でも、安心したわ。副社長も一人の男性だったんだって」

「あ、あは、はは……」

　経理部に書類を届けた私を派手に出迎えてくれたのは、にっこにこの笑顔の御園さんだった。

　彼女が言ってるツーショットというのは、きっと――

（昨日の件よね!?）
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　社長から合同結婚式の話を持ち掛けられ、カオルさんに頬を叩かれた日。冷たいタオルで冷やしていたところを、副社長室に戻ってきた副社長に見られて――何があったのか見抜かれてしまった。

『医務室に行くぞ』

『そんな大袈裟な。冷やしておけば大丈夫です』

『何かあってからでは遅い』

　顔を強張らせた副社長に、いきなり抱き上げられて――心臓が一瞬止まった。

『ふ、副社長っ!?』

『暴れるな、じっとしていろ』

　副社長は私をさっとお姫様抱っこすると、大股で廊下を歩き、エレベーターに乗った。途中でエレベーターに乗ってきた人が私達を見て、目を真ん丸にし、口をあんぐり開けたのを見た時、恥ずかしくて頬が一気に熱くなった。思わず両手で顔を隠すと、私の身体を支えている副社長の腕が逞しいとか、胸板ががっちりしてるとか、変なことばかり意識してしまって、ますます頬が……

　エレベーターを降りても、あちらこちらから視線を感じた。それはそうだ。だって女性の影一つなかった副社長が、私を抱いて会社の廊下を歩いているんだから！

　医務室でも、常勤医に『婚約者が怪我をしたので診て欲しい』と告げるし、診察中もずっと傍にいるしで、受診しながらも気になって落ち着かなかった……

　……結局、冷やして湿布を貼れば大丈夫、ということになり、『頬に湿布を貼った状態では目立つだろうから、早退しろ』とタクシーまで呼んでもらうことに。

（私、最近このパターン、多くない……？）

　私のコートとショルダーバッグを医務室まで持ってきてくれた副社長は、わざわざコートを着せてくれた。常勤医の先生の生温い視線がむず痒くて、私はずっと俯いたままだった。

『タクシーまで送ろう』

　そう言った副社長は、私の左側に立ち、腕を肩に回してきた。半分副社長の胸元に顔を埋める形になった私は、慌てて胸板を手で押し離れようとしたけれど、『左頬を隠しておいた方がいい』ときっぱり言われてしまった。

（確かにそうですけど！）

　頬に湿布を貼った状態を人に見られたら、とやかく言われるのは間違いない。だから抱き締めるフリをして、左頬を隠しながら歩く……と言われても……






　抱き上げられた時にも感じた、ふわりと香る爽やかなコロンの香り。右肩に置かれた手の大きさや、背中に回された腕の逞しさ、私を包み込んでいる彼の身体の温度を感じて、心臓が破れそうなぐらいにどきどきしている。身体を密着しているおかげで、私の歩幅に合わせ、ゆっくりと歩く副社長の脚の動きまでもが伝わってきて、もう顔を上げることもできない。

『痛くはないか？』

（ち、近い……！）

　耳元で囁かれた声に、頭の中が真っ白になる。何も考えられなくて、ただぶんぶんと首を横に振った。

　すっと冷えた空気が顔に当たり、いつの間にか玄関ホールを抜けていたことに気が付いた。正面玄関の駐車スペースに黒塗りのタクシーが一台停車している。運転手がすぐに社外に出て、こちら側のドアを開けてくれた。

『気を付けて帰るように』

　低い声が尾てい骨まで響いた。副社長の声って、こんな響きだったの!?　いつもの平坦な声じゃなくて、ほのかな甘さが混じっているみたい……

『は、ははは、はははいっ』

　急いでタクシーに乗り込んだ私を、副社長はじっと見ていた。窓を開け、『ありがとうございました』と頭を下げた時、彼の眦が少し下がった。






　……どくん……






『明日は無理せず、様子を見るように』






（え……っ……）






　いつもの鉄仮面じゃない。優しい色になった切れ長の瞳に、緩くカーブを描く唇。私を見ながら、自然に微笑む副社長の顔は……あまりにも心臓に悪かった。

『～～っ！』

　タクシーが発車した後も、どくどくと心臓の高鳴りが止まらない。

（あんな優しい笑顔、初めて見た……）

　普段無表情なのに、こんな時だけ笑顔なんてズルイ。頬は熱いままだし、身体全体も熱くなってるような気までしてきて――
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（……もう！）

「私が体調不良で心配して下さったんです」

　……と言うしか、ないじゃない！

「あら、そうなの？」

　御園さんの笑顔が、にこにこからにやにやに変わった。

「何にせよ、副社長が女性を抱き抱えるなんて今まで一度も見たことなかったし、それだけ古谷さんが特別な存在ってことよね。おめでとう！」

「アリガトウゴザイマス……」

　ああ、また片言になってしまう。適当に誤魔化して、お茶を濁すしかない……と思ったその時、後ろから声がした。

「あまり彼女を虐めないでもらえますか、御園さん」

「！」

　びっくりして振り返ると、当の副社長本人が私のすぐ左後ろに立っていた。黒のトレンチコートを着た副社長は一歩前に出ると、右手を伸ばして私の右肩を抱き、御園さんに向き合った。

「あら、彼女が心配でこんなところ経理部まで？　副社長」

　御園さんを見下ろす副社長の表情は、いつもより少しだけ、柔らかかった。

（御園さんがにやにやしてたのは、副社長が後ろにいたからなの!?）

「ええ。御園さんが彼女にちょっかい出していないかと思いまして」

　御園さんは、よよよと泣くフリをしている。

「あなたが入社した時から見守ってきた私に対して、冷たいわねえ。いいじゃない、お祝いぐらい言わせて頂戴よ。こんな真面目でいい子、滅多にいないんだから、逃さないようにしないと」

　私の肩を抱く副社長の手に力が入った。

「ええ、御園さんに言われなくても、逃がす気はありませんから。……行くぞ、古谷君」

「は、はい」

　副社長に肩を抱かれたまま、経理部から立ち去る。ひらひらと右手を振って見送ってくれている御園さんの視線が、何とも言えず居心地悪い。

『ふ、副社長。その、社内でこういうことをするのはっ』

　小声で副社長に言ってみたけれど、返って来たのは怪訝そうな彼の視線だった。

『俺達は婚約しているんだぞ？　大袈裟にする気はないが、ある程度の行動は必要だろう』

『そ、そうで、しょうか……？』

　そう言われると、そういう気もしてくる。智史さんの時は二人の関係を隠していたから、社内で今みたいな態度を取ることもなかった。でも副社長とは婚約したと発表済みだから、少しぐらいは……肩を抱かれたり、とか、そういった態度も必要……

（……なの？）

『余計なことは考えず、俺に合わせておけばいい』

　内心首をひねっていた私に気が付いたのか、副社長はしれっと言葉を続けた。

「そうだ。今日は残業しない予定だから、一緒に食事に行こう。終業後に玄関ロビーで待っていてくれ」

「は、はい」

　ほんの僅かだけど、口端が上がっている。副社長は口元を綻ばせただけで、仕事に厳しい鉄仮面から、優しく気遣ってくれる婚約者の仮面へと、がらりと印象が変わる。

　……ほら、今でも廊下を行きかう社員からの視線が、私達二人に突き刺さって痛い。

「では、また後で」

　ぽんと私の背中を軽く叩いた副社長は、そのまま身を翻して歩き去る。そうだ、副社長は今から社用外出の予定だった、とその後ろ姿を見てぼんやり思い出した。

（副社長っ！　こんな中で置き去りにしないでくださいーっ！）

　ああ、好奇心だらけの視線に囲まれて、顔が引き攣る。私は、にこっと愛想笑いをしながら、すれ違う人をいなし、そそくさと副社長室へと向かったのだった。
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　仕事終わりに玄関ロビーで待っていると、副社長はすぐに現れた。社用外出が終わってすぐ、戻って来てくれたらしい。二人並んでエレベーターへと向かう姿は、きっと大勢の社員の目に留まったに違いない。

　……もしかして、それが目的だったのかも、と思ったのは、副社長の車に乗り、前に訪れたレストランに着いた時だった。






「え、私の両親に？」

「ああ、当たり前だろう、挨拶に行くのは」

「そ、そう、ですが」

　――本当の婚約じゃないのに、と言い掛けた私を制して、副社長が言葉を続けた。

「叔父や叔母からも、両家で顔合わせしたいと言われている。その前に俺が挨拶に伺うのが礼儀だろう」

「そ、それは、そう、なんですけど」

「では、決まりだな。ご両親に土日で空いている日を聞いてみてくれ」

「……はい……」






　何だろう、この言い包くるめられた感は。何とも言えないもやっと感を胸に抱きつつも、副社長の言うことももっともだ、と思う自分もいて。

　私は彼と向かい合ってフォークにパスタを巻き付けながら、うーんと考え込んだ。

　今日はパスタがお勧めですよ、と店長さんに言われて、ワタリガニのトマトクリームパスタを選んだ。ワタリガニを殻ごと使った濃厚な味わいが堪らない逸品だ。副社長はというと、ペンネアラビアータを食べている。トマトの赤とアスパラの緑のコントラストが美味しそうだ。

（やっぱり……社長と奥様に申し訳ないわよね……）

　あんなに副社長の結婚を喜んでくれたのに。それに社を挙げての合同結婚式になんてなったら、婚約を解消した時のインパクトが大きすぎる。

「……ん」

　ここからどうやって、解消に持ち込むのだろう。どちらかに瑕疵かしがあれば別だけど、そんなの副社長にはないだろうし、しいて言うなら私が智史さんの元カノだっていう過去ぐらい……？

「……君」

　でも、智史さんと私が付き合っていたということは、副社長とカオルさんしか知らないのよね。会社に関係ない友達にだって、どこから漏れるか分からないから何も言ってなかったし、当然お父さんお母さんにだって何も……

「……谷君」

　どうしよう。あまり大事にして仕事に支障を出したくないし、かと言ってこのままじゃ……

「……どうした、千世？」

「え」

　はっと気が付くと、フォークに太巻きになっているパスタの姿が。考え込んでいて、無意識のうちに手を動かしていたみたい。

（……って、ちょっと待って!?）

　私はがばっと顔を上げると、こちらをじっと見つめている副社長と目が合った。

「あの、さっき……」

「？　ああ、千世と呼んだことか？」

（うぐっ……!?）

　さらりと流されたけれど、私の心臓に受けた衝撃は半端なかった。思わずフォークを落とすところだったわ！

　多分強張った顔をしている私に、副社長が小さく笑った。

「婚約者なのに、副社長、古谷君と呼び合う気か？」

「そっ、それはそう、です、けどっ……！」

　今までそれで通用していたのに、どうしていきなり。そんな疑問が私の顔に浮かんでいたのか、副社長が淡々と説明しだした。

「千世の両親にも、叔父夫婦にも挨拶に行くだろう。その時千世は俺のことを『副社長』と呼ぶ気か？」

「う……」

　正論過ぎて、何も言い返せない。副社長がフォークをお皿に置いて、またにっこりと微笑んだ。

「練習してみたらどうだ。ほら、俺の名前を呼んでみろ」

　笑顔なのに、こちらに掛かってくる圧が凄い。蛇に睨まれたカエル状態の私は、ごくんと唾を呑み込んでから口を開いた。

「う……、ふく、じゃない……と、とも……ぁ、き、さん……」

　しどろもどろの私を見る目が、少し細められた。

「もう少し、滑らかに言う練習をしておかないとな。社外では智明と呼んでくれ。俺も名前で呼ぶから。何なら、社内でも千世と呼ぶか？」

　社内で!?　私は身を乗り出して叫んだ。

「しゃ、社内では止めてくださいっ！」

　焦る私を前にしても、副社長は至って冷静だ。

「何故だ？　俺達の婚約は社内中の人間が知っているぞ。名前で呼び合っても、普通に接してくれるだろう」

（はは、恥ずかしすぎるーっ！）

　副社長はしれっと言うが、それは副社長に面と向かって言える人が少ないからだ。私みたいに立場のない人間の方に、皆色々言ってくるに決まっている……！

「ぜっっっったいに、止めてください！　そんなことしたら、恥ずかしくて社内を歩けませんっ！」

「……分かった。だが、プライベートではそう呼んでもらうぞ」

　何不服そうに眉間に皺寄せてるんですか。ちょっと拗ねた感じがするのは気のせい？

（何だか、どんどん印象が変わっていく……）

　最初は冷たくて、そのうち無表情でも色々気遣ってくれていると分かって、そして今では。

　……ほんの少しだけ口元を緩めた笑顔が、とても優しいということを知っている。

「あ」

　副社長……もとい、智明さんのスーツの左袖口のボタンの糸が緩んでいるのが目に入った。裁縫セットは持ち歩いているし、ここで直せば……

　――同情して婚約してあげただけに決まってるもの！

（っ！）

　カオルさんの声が、私を止めた。そうだよね、智明さんはカオルさんが仕事の邪魔にならないようにと婚約を持ち掛けてきただけだもの。余計な気遣いは無用よね……

　私は目を伏せ、十分過ぎるぐらいにフォークに巻いたパスタを口に入れた。さっきまであんなに美味しかったのに、何だか味がしなくなった。無言で口に詰め込むように食べ始めた私を見て、また智明さんの眉間の皺が深くなる。

「どうした？」

「……いえ、何でもありません」

　カオルさんに言われるまでもなく、私は智明さんの、仮の婚約者だ。少しでも彼の力になれるよう、仕事もプライベートも頑張ろう。そして、そう遠くない未来に、あの案件が成功したなら……婚約は解消されるだろう。






「本当に美味しいですね」

　そう言って私は微笑んで見せた。いつか智明さんの前から立ち去る時が来ても、お世話になりました、と笑っていたい。あの時――涙も出せなかった私を、一人で泣かせてくれたのは、あなただったから。






　……だから。






「明日からも仕事頑張りますね」

　ちゃんと恩返しをしよう。そう思いながら、残りのパスタを食べていた私は、目の前の智明さんが、何かを言い掛けて――また口を閉ざしたことに、全く気付いていなかった。
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　帰りの車の中。私も智明さんも、黙ったままだった。だからといって、何か喋らなきゃ！　と焦る感じでもなく、智明さんもどこか自分の思いに耽るような、そんな感じだった。

　窓の外を流れるネオンライトの光を、見るともなく眺めていた。静かに走る車の中は振動もほとんどなく、ゆったりした気分で過ごすことができた。

　発車した時と同じように、静かに車が停まる。私の住むワンルームマンションの前だ。この辺りは閑静な住宅街で、夜になると人通りも少ない。点々と続く街路灯が道路を照らしているから、あまり危険な感じはしない。

「ありがとうございました」

　シートベルトを外して智明さんにお辞儀をすると、私を見る彼の目がすっと細くなった。何だろうと首を傾げると、次の瞬間ふいに彼が動いた。






「え……っ……!?」

　唇を翳めたのは、温かくて柔らかい感触。ゆっくりと生温かい何かが、私の下唇を舐めている。何が起こったのか分からず、固まってしまった私の間近に彼の顔があった。漆黒の瞳に私の顔が映っている。まつ毛も長くて、鼻筋は通っていて。彫像のように綺麗な顔……

「婚約者なのだから、これくらいは当然だろう？」

　口端だけを上げて、にやりと笑う智明さんの言葉に、ようやく私の脳内処理が現実に追い付いた。

（今、キスした――……っ……!?）

「っ、ししし、失礼しますっ！」

　慌ててドアを開け、転がるように車外に出た。全速力でオートロックの玄関ドアの中に逃げ込み、ぜいぜい言いながら後ろを振り向くと、ガラス越しにひらひら右手を振った智明さんが、車を発進させるところが見えた。

「なっ……なっ……何なのーっ!?」

　唇に右手の指を当てると、さっきの感触とにやりとした彼の顔が頭の中でリフレインされた。一瞬だったけど、温かくて柔らくて……しかも舐められた、よね!?

（え？　え？　どういうこと!?）

　だって、契約婚約よね？　こんなこと、する必要ないよね？

　……もしか、して。私は一つの可能性に気が付き、さーっと血の気が引くのを感じた。






「両親に本当の婚約だって思ってもらうために、演技するってこと……!?」






　え、ちょっと待って。私、どうしたらいいの。これから智明さんに、どういう態度を取ればいいの？

（会社では、今まで通りで大丈夫だって思ってたのに……！）

　会社でも、さっきみたいなこと、するとか言われたら。ど、どうしたらいいの!?

　ああもう、頬は焼けるように熱いし、心臓は痛いくらいに早鐘を打ってるし、頭の中はぐちゃぐちゃだし、何も考えられないーっ!!






　あああああ、とその場にしゃがみ込んでしまった私は、そこから優に数分間は立ち上がることもできず、悶々と考え込む羽目になってしまったのだった。

















全部、忘れさせてやる












「はああああ……」

　重い溜息と共に、私は経理部と同じフロアにある自動販売機コーナーへと向かっていた。あの一件があった次の日から、やたらと智明さんとの距離が近くなった気がする……

（何となく居たたまれなくて、自販機コーナーに向かうことが増えた気がするわ……）
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　あの日の翌朝。よく私は出社できたと思う。自分のことながら感心する。いつものスーツ戦闘服に身を包み、何も考えずに足だけ動かして会社まで来た。

　ここで休んだら仕事がっ……！、という、ほとんど意地だけだったと思う。

　副社長室に入ると、彼はすでに自席に座っていた。「おはようございます」と頭を下げると、「ああ、おはよう」といつもの冷静な声が聞こえてきた。彼の方を見ると、机の上に書類を広げて、何やらメモ書きしているようだ。

　本当に、いつもの副社長の姿、だ。

（もしかして、このままなかったことになる……？）

　そうだよね、副社長……智明さんだって、会社であんなことしないわよね。ほっと胸を撫で下ろし、コートを脱いで席の近くの上着掛けに掛ける。パソコンを立ち上げ、メールをチェックした後、ミニキッチンへと向かう。

　……毎朝、コーヒーを淹れるのが習慣になっていた。智明さんも仕事をし始めると、熱中し過ぎて時間を忘れるタイプのようだから、切りのいいところでコーヒータイムを取ることが、ちょうど良い気分転換になると喜ばれた。






　こぽこぽこぽ……






　小さなあぶくがコーヒーフィルターの中で生まれては消える。今日は深入りだから、一層深い薫りがした。

　朝は多めに飲むから、ティーカップよりもマグカップを選んだ。普段彼はブラックだけど、疲れている時は砂糖を入れたりもするから、スティックシュガーも付ける。

　銀色のトレイに載せて、副社長席へと歩く。頭を掻いたのか、少し前髪が乱れて落ちている。ブルーのワイシャツに黒のベスト、紺色ストライプのネクタイを着て、一心不乱に仕事をしている智明さんは……はっきり言って、格好良かった。

「朝早くからお疲れ様です。よろしければ、どうぞ」

　私がデスクの上にマグカップとスティックシュガーを置くと、つと彼が顔を上げた。

「ありがとう。君が淹れてくれるコーヒーはとても旨いから、楽しみだ」

　お願いだから、急ににこっと笑わないでください。優しい瞳に捉えられると、息が詰まるんです。無表情から柔らかな笑みへと変わられると、慣れていない私の心臓は、本当におかしな動きをしてしまう。

　白いマグカップのふちに、智明さんが唇を付ける。美味しそうにコーヒーを啜る彼の仕草に、どきどきが止まらない。

（あの唇が、私に触れたの……？）

　おかしい。彼がコーヒーを飲んでいるところを見て、顔が赤くなりそうだなんて、絶対私はおかしい。

「何か俺に用か？」

　じっと見ていたことに気が付いた智明さんが、マグカップをデスクに置いた。私は慌てて、「何でもありません」と踵を返し、ミニキッチンへとトレイを返しに向かう。

（あああ、もう！　向こうはいつもと同じなのに！）

　ほんの少し、触れられただけなのに。でもその甘やかな感触が、私の中から消えてくれない。ミニキッチンの流し台を布巾で拭いた後、ぺしぺしと両手で頬を叩く。

（少し、頭を冷やそうかな……）

　ちょうど、経理部に行く用もあるから、ついでに自販機コーナーに寄って行こう。アイスティーでも飲めば、のぼせた頭も冷えるかもしれない。早速行こう。

「経理部に行ってまいります」

　さささっと書類を取りまとめ、紺色の上着のポケットにスマホと小銭入れを入れ、私はそそくさと副社長室を後にした。
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　そして、その日を境に智明さんの行動が、少し変わった。

（いや、まだ仕事中は普通なんだけど、でもこの一週間というもの、身の置き所がなくて！）

　会社でもちょっとしたタイミングで肩を抱かれたり、さり気なく手を触れられたり。あからさまじゃないから、他の皆は気付いていないかもしれない。けれど。

（二人きりの時は千世呼びだし……）

　私は頭の中で、ミントグリーンのワンピースを思い浮かべた。今度社長宅に挨拶に行くから、と何故か智明さんからプレゼントされたものだ。

　丸襟で七分袖の上半身は花柄のレース。それとビスチェを組み合わせたミディ丈のフレアスカート。きゅっと引き締まったウエスト部分は共布のリボンで飾れるようになっている。

　スカートと言えば今着ているような、かっちりとしたタイトスカートしか着たことのない私にとって、このワンピースはかなりの冒険だ。手触りの良さからいって、おそらく私が着たことのない高級品だと思う。

（智明さんが選んでくれた、のよね？）

　――きっと似合うから着てみてくれ。

　そう言いながら、会社で大きな手提げ袋を渡してきた。最初はとんでもないと断ったけれど、「叔父から婚約者に何もプレゼントしないのかと言われたからな。宝石よりはこちらの方が良かったんじゃないのか」と言われてしまうと、受け取る以外の選択肢がなくなった。

　社長宅にお邪魔する服装に悩んでいた私としては助かったけれど、何故かサイズがぴったりだったのと、『もう少し枚数がいるな』という智明さんのセリフが気になる。

　……心臓に悪いから、あまり高級そうなプレゼントをいくつも、というのは止めて欲しい。

（大体婚約指輪だって、仕事が忙しくて二人で選ぶ時間がないと、何とか誤魔化しているのにっ……！）

　智史さんの時は周囲に関係を隠していたから、逆に指輪は身に付けられなかった。今回は周りにバレているから、指輪をしていない左薬指を見て「いつ買いに行くの？」と聞かれる始末。

　いいものをじっくり選びたいから、仕事が落ち着くのを待っている。そう言った彼の言葉を、社内中の人が信じているのも、どうなのだか。

（いずれ使わなくなる、と分かってて買ったりしないわよ、ね？）

　でも、社長宅や私の実家に訪問する時には指輪が必要だろう、と言われたし、いつの間にか気が付いたら、宝石店に買いに行っているような気もしてきた……






　……そして、冒頭に戻る。

「はああああ……」

　経理部と同じ階のフロアにある自動販売機コーナーに向かう。私の気分は重苦しかった。副社長室では二人きりなのに、変に彼を意識してしまったら、今の関係がおかしくなってしまう。

（どうせ、あと一年も続かない関係なのに）

　この前の社長のお話では、少なくとも一年以内には式を挙げたい、だから急いで準備をする、とのことだった。結婚式よりも前に婚約解消する訳だから、きっとあっという間に……






「――千世！　待ってくれ！」






　どくんと心臓が歪んだ。聞き慣れていた、でも最近は聞いていなかった声に、私の足は縫い留められたかのように止まってしまう。

　ゆっくりと振り向くと、そこには――

「良かった、ここで会えて。しばらくぶりだね、元気だった？　随分忙しいと聞いたんだ」

　ブラウンのスーツ姿の、私と付き合っていた頃と全く変わらない笑顔を浮かべる、智史さんがいた。






　智史さんは眦を下げ、私を気遣うような表情を浮かべている。……だけどもう、彼の笑顔を見ても、好きだとは感じなかった。ただ胸底で、冬の風が吹いたような、そんな寒々しい感じがしただけだ。

「……あの、何の御用でしょうか」

　私が硬い声でそう言うと、智史さんの眉尻がますます下がった。

「千世は何も聞いてないの？　何度も兄さんに頼んだのに」

「！　と……副社長に、ですか？」

　何の話だろう。智史さんに関することなんて、何も聞いていない。私の雰囲気から察したのか、智史さんが話し始めた。

「実は……千世に営業部に戻ってきて欲しい、そう兄さんに言ったんだ」

「っ！」

　思わず顔が強張る。今でも営業部には近付かないようにしてるのに、戻って来い、って……

　智史さんはしゅんとした表情を浮かべた。

「やっぱり千世がいてくれた時と、手際の良さが全く違うんだよ。会議の段取りとか、資料の取りまとめとか。真面目に取り組んでくれているのは分かっているけれど、俺も時間がある訳ではないから困っているんだ」

　引継ぎに副社長室まで来てくれた、今の智史さんのアシスタントである斎藤さいとうさんを思い浮かべる。とても真面目だったし、仕事も丁寧でミスも少なかった印象だ。確かにスピードは速くはなかったけれど、そこは――

「斎藤さんも営業部の業務は初めてですから、まだ慣れていないのでは？　彼女は仕事ぶりも問題ありませんでしたし、慣れてくれば大丈夫だと思います」

　私の場合は、派遣の受付から大抜擢されたという背景もあったし、早く成果を出したくて死に物狂いで頑張った経緯がある。斎藤さんはそこまでの気合いはないかもしれないけれど、良い人材には変わりはない。

「そう、なんだが。……千世の代わりはいないと、最近しみじみ思うようになったんだ」

「……」

「千世が当たり前のようにしてくれていたことが、当たり前ではなかったと気付いてね。これからますます立て込んでくるから、戻って来てくれればとても助かるんだ」

「……」

　私に対して、普通に話している智史さん。さらりとなかったことにされているけれど、私はあなたに捨てられた女なんですよ？

　本当にショックで、胸が痛くて、あんなに大泣きするほどダメージを受けて。私はもう、智史さんとは話す気もなかったのに。

（それなのに、また一緒に仕事がしたいだなんて。一体何を考えてるの？）

　智史さんは……本当に私のこと、私の気持ちを何も分かっていないんだ……あんなことがあったのに、また前みたいに仕事ができるなんて、あり得ないじゃない。

　そんな私の胸の内を知らない智史さんは、訥々とつとつと今の窮状を訴えている。でもそれは、ある程度仕方のないことだし、私にはどうすることもできない。

「……兄さんは俺よりも遥かに仕事ができるんだ。だから、千世の助けがなくてもやっていけると思うし、現に今までやってきたんだ。だから千世を返してほしい、と言ったけれど、一蹴されてしまったよ。俺にも彼女が必要だから、と言っていた」






　……智明さんに必要とされてる……？






　智史さんが私の胸の中に落とした暗い影を、さあっと差し込んだ光が消していく。

（智明さんが、私を必要だと言ってくれたの……？）

　強張っていた身体が少しだけ緩んだ。役に立つことができていたんだ。そう思うと、温かい気持ちが胸の中に広がって、くすぐったいような不思議な感覚がした。私はふうと息を吐き、智史さんに告げた。

「副社長は今まで、お一人で全ての業務をこなしてこられたのです。営業部よりも副社長の方が、より経営的判断を求められる業務だということはご存じでしょう。もちろん営業部の業務も社にとってなくてはならないものです。ですが、営業部のアシスタントが慣れるまでの期間、多少不自由することと、副社長がアシスタントなしで業務を行う負担を比較すれば、どちらの方が必要性が高いかは明白です」

「千世……」

　悲しそうに顔を歪ませる智史さん。こんな顔をさせたい訳ではないけれど、彼に絆されるはずもない。

「斎藤さんは真面目でやる気がある方です。どうか慣れるまでの間、智史部長からもフォローをお願いいたします」

　私は軽く頭を下げ、踵を返して歩き始めた。

「千世っ……俺は」

　背中の向こうから智史さんが声を上げる。

「兄さんが君と結婚だなんて、信じていない。兄さんには結婚願望など一欠けらもなかったことは、俺が良く知っている。おそらく兄さんは、何か事情があって、君に婚約を持ち掛けたんだろう」

　私は足を止めた。けれど、振り返らなかった。

「兄さんは冷酷なところもある。土壇場で捨てられでもしたら、どうする気なんだ？　いずれ兄さんとの関係がダメになった時、いつでも俺を頼って来てくれていいんだ。それだけは覚えておいてくれ」

　智明さんが冷酷だというなら、あなたは？　何の非もない私を、自分の都合で捨てておいて、仕事を一緒にしようだなんて、頼って来いだなんて。一体どちらが冷酷だと思っているの？

　沸々と心に湧いてくるのは、悲しみではなく、苛立ちと怒りだった。

　私は後ろを振り向き、「仮にそうなったとしても、智史部長の助けは必要ありません。失礼いたします」と言い捨てた後、早足でその場を立ち去った。智史さんはそれ以上、何も言ってはこなかった。






　廊下の角にある自販機コーナーには長椅子が置いてあり、少し休憩できるようにもなっている。顔見知りの経理部の人に軽く会釈して、自動販売機の前に立つ。智史さんが後を追って来ていないことを確認してから、コインを入れた。

（智史さんが智明さんにそんなことを持ち掛けていたなんて、知らなかった）

　ガコン、とペットボトルが落ちる音がした。私はレモンティーのペットボトルを取り出し、ふたを開けてぐいと飲んだ。冷たいレモンティーの爽やかな味が、冷静さを取り戻してくれた。

（まずは、本当に智史さんがあんなことを言ってきたのか、確認する必要があるわよね）

　どう考えても、婚約者がありながら元カノと一緒に働きたいだなんて、おかしい。でもそう言ってくるということは、それだけ智史さんが困っているということなのだろうか。

　レモンティーを飲み干した後、資源ゴミ箱にペットボトルを捨てた私は、キョロキョロと辺りを見回しながら、エレベーターホールへと向かった。そこにはもう、智史さんはいなかった。彼だって営業部長なのだから、副社長程ではないにしても、忙しいはず。いつまでも油を売っている訳にはいかないだろう。いないことにほっと胸を撫で下ろして、ちょうど到着していたエレベーターに乗り込む。

（智明さんは私を必要だって言ってくれた、のよね？）

　智史さんのあの態度は、私が営業部に戻ることを諦めたように見えなかった。もしかしたら、また何か言ってくる可能性はある。

（……智明さんは智史さんを大事な弟だと思っているから）

　今までお金目当てで智史さんに寄ってきた女性達を実際に遠ざけたのは、智明さんだ。年の離れた弟を守ってきた智明さんが、その弟からどうしてもと懇願されたら……？

　私はぶんぶんと首を横に振り、嫌な考えを振り払った。あの時智明さんは、私は悪くない、悪いのはカオルさんと智史さんだ、とはっきり言ってくれた。だからきっと、智史さんからの申し入れも引き続き断ってくれるはず。

　だけど、カオルさんも私が智史さんのアシスタントをすることに、賛成しているようだった。私なら、自分の婚約者のすぐ傍で元カノが働いているなんて嫌だけど、彼女にとっては違うのかもしれない。カオルさんや智史さんが、社長にまで話を持ち掛けたら、智明さんに迷惑をかけてしまうことに……？






　役員フロアへと向かうエレベーターの中で、私の頭の中はぐるぐると回り続けていた。

（あああ、もう！　考え込んでいても仕方ない。ちゃんと確認しないと！）

　ぱんと両手で頬を叩き、エレベーターを降りる。副社長室に戻ると、智明さんは相変わらず自席で書類を見ていた。ダークグレーのベストと白のワイシャツ、紺色のネクタイ姿といういつもの格好なのに、どうしてこんなに格好良く見えるのか。私は咳払いを一つした後、彼の目の前に立った。






「――智明さん」

　仕事中は『智明副社長』と呼ぶ私が名前だけ呼んだことに気付いたのか、私を見上げる智明さんの眉が一文字になった。

「何だ？」

「……智史さんから、私を営業部のアシスタントに戻して欲しいと話があったのですか？」

　智明さんの唇が、少しだけ引き締まった。

「ああ。千世がいないと仕事ができないと泣きついてきたな。そんなことするはずがないだろう、と返しておいたが、智史から何か言われたのか？」

「はい……」

　私がさっき智史さんに言われたことを告げると、智明さんは右手を額に当てて、深い溜息を付いていた。

「……すまないな、嫌な思いをさせた。智史は俺に頼る癖があるから、自分が困っているなら俺が譲るだろうと期待して言ったのだと思う」

「あの……私は営業部に戻る気はありません。それだけは理解していただきたいのです」

「分かっている。あんな騒ぎがあった後で、何もなかったかのように一緒に仕事ができると考えている智史の方がおかしい」

（ですよね!?）

　心の中で智明さんに激しく同意した私。

（でも、智史さんってここまで人の気持ちが分からない人だったの……？）

　お付き合いしていた頃は、私が欲しい言葉をくれたり、色々気遣ってくれたりと、心配りの上手な人だと思っていたけれど、違ったのだろうか。

　そんなことを考えていた私の耳に、不穏な言葉が聞こえてきた。

「……だが、千世と俺の方にも問題はあったと思う」

「え？」

　私が目を瞬くと、智明さんはじっと私の目を見つめてきた。綺麗な漆黒の瞳の中に囚われてしまった感覚に、肌にふるりと震えが走る。

「俺達が恋人同士に見えないから、智史が俺達の結婚を信じられない、と言うのだろう」

　私は首を傾げた。

「そう、でしょうか？　急な話だったからでは」

「智史とカオルの話も急だったが、誰もあの二人の関係を疑ってはいないだろう」

　智史さんとカオルさんの場合は、幼馴染という関係性もあったし、あんなに会社でベタベタしていれば、皆納得したと思う。

「つまりは、だ」

　すっと立ち上がった智明さんが、デスクを回って私の隣に立つ。

「っ！　智明さ!?」

　いきなり腕を引っ張られたかと思うと、私は智明さんの腕の中に閉じ込められていた。私を抱き締めている腕の力強さに、言葉が出ない。

「こういう光景を社員に見せていないから、智史が余計なことを考えるんだ、そう思わないか？」

　左の耳元でそう囁かれ、ぞくっと背筋が震えた。少しずつ智明さんの体温がじわじわと伝わってきて、私の体温も上がってきた気がする。

　ミント系の爽やかなコロンの香りに混ざっているのは、智明さん自身の匂いなのか。その匂いに鼻腔をくすぐられ、頭がくらくらしてきた。

「あ、あのっ……んっ!?」

　何か言おうと口を開いたところで、智明さんの顔が迫ってきて、即座に唇を塞がれた。目を開けたまま固まっていると、彼の唇がゆっくりと私の唇を擦り出した。

「んんっ……」

　優しく、ゆるりと唇同士が擦れ合う。智明さんの唇は、滑らかで優しくて、そして甘くて。その感触があまりにも気持ち良くて、私は腰から力が抜けそうになった。

（な……に……）

　ワーカホリックの智明さんは、女性の噂などなかったのに。彼のキスはとても手慣れていて、どこをどう触れたら気持ちが良くなるか、分かっているような感じがする。

　智明さんの唇が、私の下唇を挟んで軽く引っ張った。びくっと肩を震わせた私が思わず口を開けると、熱くて滑らかな感触が口の中に侵入してきた。彼の肉厚の舌に迫られて、私の舌はあっけなく絡み取られてしまう。柔らかい粘膜同士の触れ合いに、思わず両手で彼のベストを掴んでいた。

「っ、んん、んぁ、んんっ……はぅ」

　舌と舌とが擦れ合い、ぺちゃぺちゃと唾液が混ざり合う卑猥な音がする。舌をじゅるりと吸われた瞬間、下腹部の奥がどくんと捩れた感覚がした。何かが身体の奥で蠢うごめき出したような、変な感じ……

「んっ、んっ、んんっ……は、あぁ、ん」

　いつの間にか私は目を閉じ、智明さんの唇と舌が与えてくれる感触に夢中になっていた。

　歯茎もぐるりと舐められ、唇を食むように弄ばれ、身体の奥の熱がどんどん上がっていく。






　熱くて、気持ち良くて、どこかむず痒いような変な感じがして。太腿の奥もちりちりと熱が溜まって、どうしようもなくて。

　――ただキスをしているだけなのに。なのにどうして、こんなに身体が……疼くの……

　砂漠で一滴の水を求めるような渇望が、私を襲う。

　もっと……もっと味わいたい。もっと、もっと……






「……ん、はぁ、ん」

　ゆっくりと彼の唇が動きを止め、離れるのを感じて、私は目を開けた。ほんの間近に彼の瞳がある。ぎらりと強い光を宿した瞳に、てらてらと濡れて光る唇は、ぞくりとするほど色っぽかった。

「ああ、いい顔をしている」

　大きな右手が私の左頬に当てられた。火照った頬を、長い指が撫でていく。その仕草すら気持ち良くて、「んっ」と思わず甘い声を漏らしてしまった。

「瞳がとろんと蕩けていて、頬は薔薇色に染まり、唇はぽってりと腫れぼったくなっている。気持ち良かったか？」

　私は声も出せず、ただこくんと頷いた。キスだけなのに、今も身体の奥に種火が残っている。ほんの少しの刺激で、一気に身体が燃え上がってしまいそうな、そんな気配が。

「そうか」

　智明さんがにいと口端を上げる。満足そうな笑みに、心臓と身体の奥が同時にどく、と脈打つ。

「できるだけ、こういう行為をすること。そうすれば、智史も千世を営業部に、などと馬鹿げたことは言わなくなるだろう」

　智明さんの右親指が、私の唇をなぞりだす。さっきまでの激しいキスで敏感になった唇は、親指の刺激にもすぐに反応してしまう。僅かに開けた唇の隙間をなぞる指。その唇から漏れる息の温度が、また上がる。頭がぼうっとのぼせてしまって、何も考えられない。

「いいな、千世？」

「は……い……」

　ぼんやりと返事をすると、智明さんの笑みが深くなった。

「……いい子だ」

「んんっ」

　一瞬強く唇を吸われた後で、ようやく私の身体は解放された。よろめきかけた私の両肩を、智明さんの両手が支えてくれる。

「今日夕食を一緒に取ろう。いつもの店は休みだが、他を予約しておく」

　智明さんの低い声にも熱が混ざっている。その声だけで、心臓がばくばくと高鳴り、身体の奥でぎゅっと内側に締まる感じまでした。私が何も言わないまま智明さんを見上げていると、彼は眉を下げて苦笑した。

「そろそろ仕事に戻るぞ。このまま続けたら、そこのソファで押し倒してしまいそうだ」

「！」

　その言葉に、ようやく私の頭が回転しだした。智明さんに寄りかかるように立っていることも、物欲しげに彼を見上げていたことも、一気に自覚した。

「わ、分かりました……っ……！」

　私は慌てて、智明さんから一歩下がって距離を空けた。そんな私を見て、智明さんは「ははっ……」と声を上げて笑った。あの無表情がデフォルトの智明さんが、声を上げて笑った!?

　私は目を見開き、口もぽかんと開けたままになっていたと思う。しばらくして笑い終わった智明さんは、「ちゃんと覚悟しておけよ？」と悪戯っぽく目を細めた。

　――そして、私は。






　頭の中もぐちゃぐちゃ、頬も火照って、身体の奥もむずむずして、プチパニック状態で。






　何とか、全力でかき集めた理性と共に、「承知、しました……」と小声で回答することしか、できなかったのだった。







＊＊＊








「さあ、行こうか」

　にこやかに私の肩を抱き、歩き始める智明さん。黒いトレンチコートを着た長身の彼の姿は、玄関ロビーでも人目を惹きまくっていた。そんな彼に左肩を抱かれ、やや引き攣った笑みを浮かべている、ベージュのコートを着た私。

　前にも一緒に帰ったことはあるけれど、その時よりも密着度が凄い。

　業務終了時間から十五分後とあって、退社する社員の数も多い。その視線を一身に浴びて、私は何とも落ち着かない気分を味わっていた。

（救いは、刺々しい視線があまりないってことよね）

　智明さんの圧が凄いのか、無表情で冷たい印象の彼が微笑んでいるのが珍しいのか、どちらかというと微笑ましいものを見る感じの目が多かった。それはそれで、何とも言えないむず痒さがあるけれど。

（見せつけるために、わざと定時退社する時間帯に合わせたんだから、仕方ないわよね）

　智明さんと私が連れ立って退社する様子を、皆に知らしめる。そうすれば、たとえ智史さんがその場にいなくても、噂となって彼の耳に入るだろう。複数人から噂を聞けば、智史さんも考えを改めてくれるかもしれない。そういう作戦だ。

（どうか、もうこれ以上は何もしないで）

　自分の中で、智史さんへの印象がどんどん変わっていく。もちろん悪い方にだ。ずっと好きだったカオルさんに振り向いてもらえたから、舞い上がってしまったところまでは、何とか理解できる。すぐに別れ話を切り出さず、あんな場面を見せつけてから言われたのは、今思い出しても嫌な経験だけど。

（仕事は滞りなくしてくれていると信じていたのに）

　カオルさんに腕を絡められ、野村課長との打ち合わせを延期した智史さん。あの時も失望したけれど、今回の件はそれに輪を掛けて酷いものだった。

　確かに私は、智史さんのためにと色々先回りして調査し、野村課長を始めとする主要メンバーの声を聞き、顧客に納得してもらえる資料をと頑張っていた。

　……資料の作成は、大枠を私が作り、智史さんがチェックや細かい部分を埋めるというスタイルだったから、それを新メンバーの斎藤さんがすぐできると期待するのは辛いだろう。彼女は、営業部での人間関係もこれからだし、別部署で資料作成の経験はあるものの、営業の資料を作るのは初めてだと言っていたから。

　いずれ経験を積めば、私がやっていたこともできるようになるはず。なのに、その数ヶ月間が待てないなんて、一体どうしたのだろう。

（智史さん、何か焦ってるの？）

　大型案件をＧＥＴし、愛するカオルさんと婚約し、焦る要素がないのに。何にせよ、これ以上関わらないで欲しい。私は溜息をついて、車の窓の外に目を向けた。

　今日は隣駅近くのホテルのレストランを予約したと聞いた。智明さんの運転は相変わらず滑らかで、ほとんど振動も感じさせない。

　ホテルの地下駐車場に停めた時も、本当に静かだった。助手席側に回ってきた智明さんが、私に右手を差し出す。その手に自分の右手を置くと、ぐっと彼の手に力が込められた。

「ここのレストランも、叔父達が贔屓にしている店だ。楽しんでもらえるといいのだが」

　いつの間にか、私は智明さんの左腕に自分の右腕を絡めることになっていた。最上階でエレベーターを降り、腕を組んで、金色の光が漏れるランタンが飾られた廊下を歩く。やがて黒い壁に金文字で「Petiteプティ Cachetteカシェット」と飾られた入口に着く。『小さな隠れ家』という意味だと智明さんが小声で教えてくれた。

「いらっしゃいませ、智明様。ご婚約者様とのディナーに当店をお選びいただき、誠にありがとうございます」

　黒いスーツを着た支配人が智明さんに深々とお辞儀をする。二人分のコートをクロークで預かってもらった後、支配人直々にどうぞこちらへと、にこやかに案内してくれた。

　案内された席は、大きな窓近くの六人掛けの席だった。白いテーブルクロスが掛けられたテーブルの中央には、真っ赤な薔薇のフラワーアレンジメントが飾られている。

「わあ……」

　椅子に座って窓の外を見ると、二十八階から見下ろす都会の街並みがキラキラと輝いていて、まるで宝石箱をひっくり返したような景色だった。

　レストランの中央に目をやると、そこには小さなステージがあり、赤いドレスを着た女性がグランドピアノでジャズを弾いている。

　窓際に設置されたテーブル間にはかなりスペースがあり、白いパーティションで区切られていて、半個室のような空間だった。

　……どう見ても、ここが特等席のような気がしてならない。私は、他の席で歓談している人達にも視線を向けた。ビジネスマンが会話している席もあれば、華やかなドレスを着た女性がワインを飲んでいる席もある。今の私の服装は、いつもの紺色タイトスカートスーツで全く華やかさはないけれど、ビジネスの席だと思えばおかしくはない、と思い直した。

　智明さんはダークグレーのスーツで仕事着なのに、こういう場でも全く見劣りしないのは、本人が持って生まれた気品によるのだろうか。

「服装にこだわる必要はない。俺も叔父も、仕事帰りに寄ることが多いからな」

　智明さんがそう言ってくれた。私は小さく頷き、金の模様で縁取りされたメニューを手に取った。

　智明さんも私も、支配人おすすめの本日の限定コースを頼むことにした。すぐに食前酒が運ばれてくる。小鳥とリボンのラベルが可愛らしい、ギリシャの海を想像させる色のボトルは、「愛しきあなたへ捧げるキュヴェ」という意味のシャンパンで、上品な甘さとスッキリとした味わいが特徴なんだとか。

　……支配人の説明を聞いて、思わずグラスを落としそうになったことは内緒だ。






「乾杯」

　ワイングラスを掲げて乾杯し、一口飲んでみる。フルーティーな味わいが飲みやすく、するすると喉に入ってしまう。

　智明さんもいつもはミネラルウォーターだけれど、今日は同じシャンパンを飲んでいる。智史さんみたいに代行運転を頼むのだろうな、とふと思う。

「これ美味しいですね。私はあまりお酒って飲まないのですが、これなら沢山飲んでしまいそうです」

　智明さんが、私のワイングラスを見ながら言う。

「飲みやすくても、アルコール度数はそこそこあるから、気を付けるように」

「はい」

　やがて前菜のプレートが運ばれてくる。花畑のような色とりどりの前菜は、味も食感も違う品が八品載せられていた。私はその美味しさに感動しながら、一口一口噛み締めて食べた。

「このテリーヌ、濃厚でねっとりしていて、とても美味しいです。こちらの一口パイも塩味が効いていてシャンパンに合いますね」

「そうだな」

　滅多にこんな高級店に来ない私は、大喜びで美味しい食事を堪能していた。智明さんは私のように舞い上がってはいないけれど、口元を緩めて頷いていた。

　シャンパンの酔いが回ってきたのか、何となく身体がぽかぽかしてきた。あまりごくごく飲むのは止めよう。そう思いつつも、美味しくてちびりちびりと飲んでしまう。

　次に運ばれてきたかぼちゃのポタージュスープも、かりっと焼き上がった小麦の香り豊かなバゲットも、そしてホタテのポワレも、素材の味が活きていてとても美味しい。

　お口直しのレモンのソルベの後は、いよいよメインディッシュの牛ヒレ肉のロッシーニ風。甘酸っぱいソースが絶妙で、フォアグラの脂の甘みとよく合っている。

　飲み物も芳醇な赤ワインにチェンジ。程よい甘みと酸味が、肉の旨味を引き出している。

「本当に美味しい……」

　自分の語彙力のなさが恨めしいくらい、美味しすぎる。さすがは智明さんご贔屓の店だなあと感心していたその時――






「あら、こんなところで何をしてるのかしら？」






　ふわふわと浮ついていた気持ちが、一気に下降した。

　私も智明さんも、ナイフとフォークを置き、声のした方を見る。テーブルのちょうど真横に、マーメイドラインの白いワンピースを着たカオルさんが立っていた。フリルが付いている膝上丈のスカートからは、形のよい脚が伸びていた。パールが散りばめられたシルバーのピンヒールを履いたカオルさんは、私と智明さんを見下ろしていた。左手を腰に当て、モデル立ちをしている彼女は、やはりここでも人目を惹いている。

「婚約者と食事に来ただけだ」

　さっきまで優しかった声が、冷淡な響きに変わっている。彼の表情も、眉間に皺が寄り、口がへの字になっていて、あからさまに不機嫌だと分かる。

「ふうん、婚約者ねえ」

　カオルさんが、見下したような視線を私に這わせる。私はぐっと唇を引き締めたが、何も言わなかった。

「あなた、このお店に来るのに、そんな格好で来たの？　智明に恥をかかせてるじゃない」

　智明さんの目がますます冷たくなった。

「仕事帰りに俺が誘ったんだ。千世はスーツ姿だし、問題はない」

　カオルさんも真っ赤な唇を三日月に曲げた。

「分かってないわねえ、智明。スーツっていっても、この人が着てるのって量販店の品じゃないの？　あなたみたいにオーダーメイドを着ている訳じゃないのよ？　少しは一般家庭の事情も考えてあげないと」

　ねえ？　と首を傾げながら、私の方に同意を求めてくるカオルさん。猫のような彼女の瞳は、智明さんに負けず劣らず冷たかった。

「何度も言うが、仕事帰りだからな」

　そう言った智明さんの右手が伸び、テーブルの上で握っていた私の左手を包み込んだ。

「千世、今度来る時は、俺が千世にプレゼントしたワンピースを着て来てくれ」

「は、はい」

　カオルさんに向けるのとは全く違う。眦を下げた瞳は優しく輝き、口元も自然に綻んでいる。彼の手の温かさに、強張っていた心まで蕩けていく感覚がした。

「何言ってるのよ、智明。目を覚ましなさいよ。こんな人、あなたに相応しくないじゃない！」

　苛立たし気な声。カオルさんは私を親の仇のように睨み付けている。私は息を吸ってから、カオルさんに向き合った。

「確かに私の実家は普通のサラリーマン家庭です。ですが、前にも言った通り、私は智明さんが副社長だから、お付き合いを望んだわけではありません。智明さんの地位や財産は関係ありません」

「はっ、口では何とでも言えるわよ。最初は智史で、次は智明なんて、よく恥ずかし気もなく付き合えるわね」

　カオルさんの甲高い声はよく響く。周囲の人が、カオルさんに注目しだしているのが分かる。

（どうしよう、このままじゃ周りに迷惑が）

　そう私が思ったのと、智明さんが口を開いたのは同時だった。

「智史と千世との関係は、あくまで仕事上のものだ。社内で聞いてみるがいい。誰も智史と千世がプライベートで付き合っていたなどと、証言しないはずだが？」

「っ！」

　カオルさんがちっと舌打ちをする。そう、智史さんは私との付き合いを徹底的に隠していた。だからカオルさんはあの時、『社内では智史との関係、内緒にしてたんでしょう？　それなら、騒ぎ立てたところで自分が惨めになるだけよ？』と私に言ったのだ。

　私と智史さんが付き合っていたことを社内で知っているのは……智明さんだけだ。

（あのセリフがブーメランになって戻るなんて、思ってなかったのでしょうね）

　悔しそうに唇を噛むカオルさんを見て、少しだけ胸がすく思いがした。

「智明に相応しいのは、私みたいに智明の役に立つ後ろ盾のある人間よ。仕事は少しできるかもしれないけれど、そんなのいくらだって代わりはいるじゃないの。智明の結婚相手があなたである必要なんて、これっぽっちもないわ！　さっさと結婚なんて取り止めなさいよ！」






　必要がない……

　カオルさんのその言葉は、棘になって胸に刺さった。そう、私は仮の婚約者。いずれ智明さんは、私よりもずっと彼に相応しい女性と結ばれるのだろう。

　――だけど。

（今は私が智明さんの婚約者なんだから！）

　この人にだけは負けない。私みたいに、なんて言っていたけれど、あなたが智明さんに選ばれるだなんて、絶対にあり得ない。

　私はぐっとみぞおちに力を溜め、カオルさんにはっきりと告げた。

「智明さんと結婚の約束をしたのは、あなたではなく私です。あなたの言いなりにはなりません！」

　私が反撃したのが意外だったのか、カオルさんは息を呑んで押し黙ってしまった。そこに智明さんが、オーダーチャイムのボタンを押す。先程の支配人がすぐにテーブルに来てくれた。

「支配人、申し訳ないがカオルを外に連れ出してもらえないか。せっかく婚約者と食事をしているというのに、いきなり押し掛けてきて迷惑している」

　智明さんが冷たくそう告げると、カオルさんの頬が真っ赤に染まった。

「なっ、何ですって!?」

　支配人は智明さんとカオルさんの顔を交互に見た後、「柳川様、どうぞこちらに。お席をご用意します」とカオルさんに頭を下げた。

「～～～～っ！　もういいわ！」

　きっと私を睨み付けた後、カオルさんは鼻息荒く踵を返し、ヒールの音を立てながら出口の方へと立ち去った。支配人が慌ててカオルさんの後を追っているのが、若干気の毒に見えた。

（あ～もう！　ぶち壊してくれちゃって！）

　私は嫌な雰囲気を打ち払うように、ぱんと柏手を打った。

「……食べましょう！　美味しいお料理にお酒をちゃんと味わわないと、罪だと思います！」

「そうだな」

　私はフォアグラを口に入れて味わい、ワインを飲み、さっきの出来事がなかったかのように振舞った。智明さんもカオルさんの話題は一言も出さず、他愛ない話を楽しんでいるようだった。

　――デザートのチョコレートケーキが出たところまでは覚えていた。赤いベリーの飾りが可愛いとはしゃいだことも。

　楽しくお酒を飲んでいた私は……いつの間にやら記憶があやふやになってしまったのだった。







＊＊＊








「ん……」

　頭がぼんやりする。少し目を開けると、見覚えのない天井が見えた。シャンデリアの灯りは落とされていて、周囲は薄暗い感じだった。

「あれ？　私……」

　声が掠れている。ここはどこだろうと思っていると「起きたのか？　喉は渇いていないか？」と低い声がした。

　首を右側に傾けると、ネクタイを外し、第一ボタンを外したワイシャツ姿の智明さんが、私を見下ろしていた。

「……少し」

　そう返事をすると、智明さんが冷蔵庫の方へと歩いていき、ペットボトルを出してきた。

　くいとそれを飲んだ彼が、私の上に圧し掛かってきて――

「んっく……」

　智明さんの唇の感触が冷たい。小さく開けた口の中に、冷たい水が口移しで流し込まれる。こくんと飲み込むと、乾いていた喉が少しだけ潤った。

「おいし……」

　そう呟くと、ひゅっと鋭く息を吸う音が聞こえた。

「千世」

「んっんん……」

　再び彼の唇が触れてきた。ぼうっとしたままの私は、自然に唇を開き、智明さんを受け入れていた。

　前と同じように、舌を絡められ、下唇を舐められ、唇を吸われる。親密な触れ合いに肌がぞくぞくする。私の身体の奥にも淫らな熱が籠っていく。

（くちの、なか……ともあきさんで、いっぱい……）

　智明さんの匂いが、味が、口の中に広がる。ムスクのような蠱惑的な匂い。その匂いフェロモンに引き寄せられた雌のように、智明さんの口の中に舌を伸ばした。






　ぴちゃぴちゃ……

　互いの唾液が混ざり合う。それをごくんと呑み込むと、喉の奥まで智明さんで満たされた感じがする。






　智明さんが少しだけ唇を離した。彼の唇と私の唇の間に、銀色の糸が垂れ下がっている。

「蕩けた目をしているな」

「んぁ……ふ」

　智明さんの顔を見上げる。前髪が乱れて落ち、目はぎらぎらと光り、頬骨の辺りは僅かに紅潮している。いつもの無表情な彼とは違う。はっきりしているのは――智明さんも熱くなっていること、そしてその熱が私に向けられていることだ。

　彼が私に熱くなっている。そう思うと、下腹部の奥から熱いナニかが、ごぽりと溢れる感覚がした。

　唾液に濡れた彼の唇がゆっくりと動く。

「気持ちいいか？」

「ふぁ、は……い」

　身体はもう、蕩けてしまって動かない。ああ、もっとその熱が欲しい。その熱で私を焦がして欲しい。そして――

　その続きは言葉にならなかったけれど、智明さんには伝わったらしい。彼の唇が、小さなキスを落としながら、左のこめかみから耳へと移動する。

「あっ……んっ」

　耳の中に舌を差し込まれ、私は小さい悲鳴を上げた。舌を出し入れされると、くすぐったいような気持ちいいような、変な感覚に肌が震える。それから首筋の肌を強めに吸われ、ちくりと痛みを感じた。

「滑らかな肌だな。手のひらに吸い付いてくるような触り心地だ」

　耳元で囁く声の甘さに、うっとりと聞き惚れた。彼の声も唇も舌も、そして指も、そのどれもがさっき飲んだワインのように、私を酔わせてしまう。

　ブラウスのボタンが彼の手で外される。肌に直接触れる彼の指の感触は、とても優しい。淫らな期待に息が乱れた。

　キャミソールをずらされた後、ブラジャー越しに彼の両手が私の胸を覆う。大きな手のひらの中に、すっぽりと収まった胸の膨らみを、長い指がゆっくりと揉み始める。
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「あ、あん……っ……！」

「ああ、ちょうど良い大きさだな。張りがあって綺麗だ」

　胸を下から持ち上げるように、全体を揉み解される。じわりじわりと胸の先端に快感が溜まる。つんと尖った先端は、ブラジャーの薄布を押し上げる。布と擦れる感覚すら気持ち良くて、私は熱い吐息を漏らした。

「あああっ！」

　彼の手がブラジャーを押し上げた。その弾みで、ふるんと解放された胸の先端は、痛いくらいに熟していた。

　何も覆われていない私の胸を見下ろし、智明さんの息も浅くなった。

「綺麗なピンク色で……旨そうだ」

「ひゃ、あああっんっ！」

　ちゅ、と音を立てて、左胸の先端が彼の口の中に吸われた。ちゅくちゅくと乳首を吸われ、甘噛みされて、私は堪らず背中を反らせた。右胸は彼の手に捕えられていて、親指と人差し指で硬い先端を抓んで転がされている。

「あっあっ……あんっ……」

　乳輪をなぞるように舐められた後、胸の膨らみを思い切り吸われる。ちくちくする感覚が、肌のあちらこちらに散っていく。

「ああ、んっ！」

　鋭い快楽が、胸の先端から下腹部まで響いた。太腿の間はもう熱くなりすぎていて、身体の奥から滲み出てきた熱に、下着が濡れる感覚がする。

　ぷちんとホックが外れる音がした。ブラウスが腕から引き抜かれ、キャミソールもブラジャーも、私の身体から取り払われた。智明さんも上半身を起こし、ワイシャツを脱ぎ捨て、私の身体を抱き締めてきた。

　直接触れる肌と肌。熟れた胸の先端が、彼の胸板に圧し潰されて、また肌がぞくぞくと震えた。智明さんの肌も熱く湿っている。首から肩、そして腕へと綺麗に筋肉がついていて、肌も張りがあった。

「千世」

「んっ……」

　首元から胸にかけて、智明さんが赤い花を咲かせていく。執拗に肌を吸う感触に、私はびくびくと全身を震わせていた。

　ふと手を伸ばすと、熱い彼の肌に触れた。肩から胸元を撫でながら手を動かすと、彼の身体もふるりと震えた。

「千世の手は気持ちいいな」

「智明、さんも……気持ち、いい、です……」

　私が途切れ途切れにそう言うと、彼の目がまた強く光った。

「そうか。ではもっと悦んでもらえるようにするか」

　彼の手がスカートのファスナーに伸びる。器用な手付きでファスナーを下ろした智明さんは、そのままスカートをずり下ろした。そして、ストッキングと小さな下着に手を掛け、それも一気に私の身体から取り去った。

　何も身に纏っていない状態の私を、智明さんは頭のてっぺんから足先まで、じっくりと舐めるように見回している。その熱の籠った視線は決して不快ではなく、逆にこれから始まる快楽を約束してくれているようで、淫らな期待に胸がはち切れそうになった。

「……綺麗だ」

　智明さんのその一言が、私の身体だけでなく、心まで温かな気持ちで満たしていく。もう気にしていないつもりだったけれど、あんな形で智史さんに別れを告げられたことが、やはり心のどこかで重苦しく残っていたのに違いない。

　硬く凝り固まっていた心が、ゆるりと解けて柔らかくなった。

　智明さんの手が、私の身体の線をなぞり始める。頬から首筋、そして肩から胸の膨らみ、ウエストからみぞおちを通って、おへその周りを擦る指の動きに、私は息を荒げながら耐えていた。

「はぁっ……はあ」

　指でなぞられた痕あとを、今度は舌がなぞる。ちろちろと軽く舌先で肌を舐められたかと思うと、舌全体を肌に当てるようにねっとりと嬲なぶられた。

「ひ、やんっ！」

　硬くなった右の乳首に舌が巻き付いた。唇で乳首を挟まれ、舌で巻き付かれ、口の中へと吸われる。その繰り返しが鋭い刺激となって、私を襲う。

「ああ、あんっ……」

　じんじんと胸の先端が痺れ、胸全体が熟れて重くなる。彼の指と唇と舌がじっくりと熟れた果実を味わい、嬲る。

「あ……っ……！」

　どろりと粘り気のある熱が、身体の奥から太腿の間に滲み出そうになる。思わず太腿を擦り合わせると、その隙間に彼の右手がするりと忍び込んできた。

「あうっ!?」

　長い指が半分露にまみれた茂みを掻き分け、敏感な花芽に行きついた。指の腹で押し、ぐりっと撫でられた瞬間、私は背中を仰け反らせ、ベッドの上で跳ねた。

「あぁああっ！　はぁああんっ、あ、そこ、やっ……！」

　敏感な花芽を少し抓まれただけで、びくびくと肌に震えが走る。あ、と口を開けたまま、仰け反った私は、あまりに強い刺激に晒されて、もう何も考えられなかった。

「あっあっあっ……、はう、あんっ！　ぁあ」

「ああ、十分に濡れている。感じてくれて何よりだ」

　甘い悲鳴を上げ続けた私の声と同じように、彼の声も熱く掠れている。蜜まみれの割れ目を長い指がゆっくりとなぞる。

「ああっ！　あ、ぁう、あああああっ！」

　つぷん、と指が割れ目の中に埋まる。きゅうきゅうと襞が指を締め付け、ますます蜜が最奥から溢れ出た。

「はぁ、あ……う、いっ」

　ナカに違和感を覚えて、私は歯を食いしばった。硬くなった私の身体を解すように、智史さんの指がナカの肉壁を擦るように動く。やがて違和感は薄れ、次第に甘やかな刺激へと変わっていく。

「蜜が外まで溢れて……ああ、ココもぷっくりと膨れて旨そうだ」

「ひっ、ああああああーっ!?」

　ちゅっと音を立てて、智明さんは敏感になった花芽に吸い付いていた。たったそれだけの刺激で、私の身体はいとも簡単に快楽の高みへと押し上げられてしまう。

「あっあっあっ、いやぁ、あ、ああんっ！」

　脚がつま先までぴんと張り、背中を仰け反らせる。目の前で白い光がチカチカと点滅し、刺激が強すぎて耐えられない。智明さんの唇と舌が花芽を弄ぶその刺激に、さっきイッたばかりの身体は、また快楽の波に呑まれていく。

　舌を押し付けられ、唇で挟まれ、じゅるりと音を立てて吸われる花芽。

「あっあっあっあっ……あうっ」

　私は首を左右に振り、何とか快楽から逃げようとしたが、そんなことを智明さんが許すはずもなく。

「逃げようとする悪い子は、お仕置きだな」

「ああああっ、ああんーっ！」

　指がもう一本増やされた。二本の指が、肉襞を擦るように前後に動く。その間も、智明さんの舌が花芽に張付き、蜜を舐め取るように動いている。

「はぁはぁはぁ……あう！　ああああんっ！」

　次から次へと襲い掛かる快感に、私はなすすべもなく身を捩じらせ、甘い悲鳴を上げ続けていた。






　こんな快楽は知らない。

　こんな激しさは知らない。

　こんな……






　気持ち良すぎて、何もかも分からなくなるような、快感は知らない――






　汗に濡れた肌の震えが止まらない。私の太腿の間に顔を埋めた智明さんの髪を両手で掴むと、しっとり濡れた感触がする。彼の肌からはいつもの爽やかなコロンの香りではなく、生々しい雄の香りがした。






「――っ、あああああっ！」

　何度目か分からない頂点に達した時、智明さんは息を荒げている私から身体を離した。指を引き抜かれた蜜壺のナカは、もっと埋めて欲しいとうねっている。

　ベルトのバックルを外す音、しゅると服を脱ぐ衣擦れの音がする。私に背中を向け、ベッドに座った智明さんは、小さな袋を咥え、ぴっと破いていた。






「――千世」

　はあはあと熱い息を吐きながらベッドに横たわっていた私は、こちらを向いて立ち上がった智明さんに目をやった。

　濡れた前髪が額に張り付いている。いつも冷静な瞳はギラギラと熱を帯び、頬も僅かに紅潮していた。唇がてらと光っているのは、さっきまで私を舐めていたからなのか。

（き、れい……）

　太い首筋から広い肩幅、二の腕は引き締まった筋肉が付いている。胸の筋肉も滑らかで腹筋も綺麗に割れている。そして――

「……っ……！」

　どくんと身体の奥が蠢いた。薄い皮膜を被せられた彼自身は、先端がお腹につきそうな勢いでそそり立っていた。膨張した欲棒は、やや赤黒く染まっていることが皮膜越しにもわかる。

　あの大きくて、太くて、長いモノが私のナカに埋まるの……？






　そんな淫らな想像に、ますます身体の奥が疼いてくる。私の気持ちを察したのか、彼は再び私の上へと圧し掛かってきた。

「んっ……！」

　生まれたままの姿で、彼に抱かれ唇を塞がれた。私のお腹にも彼の熱さが触れ、そこからじりじりと肌が焦げ付きそうに熱くなる。

　唇が熱い。舌が熱い。彼の身体に回した腕も、彼に触れられている肌も、何もかもが熱くて堪らない。熱くて熱くて、溶けてしまいそう……

「ふ、あ……ふぁん」

　彼の唇が離れるのを感じて、私は薄目を開ける。ぼんやりと滲んだ視界の中、智明さんが私の両膝の裏を持ち、脚を曲げさせてから、ぐいと大きく太腿を開いた。

「あっんっ……」

　濡れた秘所に空気が触れ、私は身体を震わせた。智明さんが、濡れて柔らかくなった入口に彼の先端を当てる。彼自身をぬるりと襞の間に滑らせ、蜜を纏わせている間、私は彼と擦れる感触に、ただ甘い喘ぎ声を漏らすばかり。






「全て忘れさせてやる」

「ともあき、さ――っ、ああああああっ!?」

　ぐっとナカに押し入ってきた彼自身が、一気に最奥まで攻めてきた。その衝撃に、息が上手く吸えない。

「はぁっはぁっ……あ、ああ、うぅ」

（ともあき、さんで、いっぱい……）

　指とは比べ物にならない重量感。みちみちと痛いくらいに陰路を拓かれ、私はぎゅっと唇を噛んだ。

「ああ……狭い、な。きつくて……」

　私の痛みを逃すように、智明さんはじっとしている。やがて感じていた痛みは徐々に治まり、今度はじわじわとお腹の奥から熱い痺れが伝わってきた。

「大丈夫か？　痛みは？」

「あ、とも、あきさん……」

　私はゆっくりと首を横に振る。智明さんが息を大きく吸うと、彼の胸が膨らんだのが見えた。

「動くぞ」

「あっ……!?」

　それは甘やかな動きだった。ゆっくりと肉襞を擦るように進んだ先端が、最奥の入口にこつんと当たる。そしてまた、ゆっくりと来た路を戻り、外に出るぎりぎりまで引いた後、また奥へと進んで来る。

「あっ、あぁあぁ、はあぅ、あああっ」

　十分に長くて硬い彼に突かれた私の襞は、もっと刺激が欲しいと彼を締め付ける。締め付ける度に、身体の奥に快感が広がる。

「このあたり、か」

「あ、ああああんっ！」

　蜜壺のナカのあちらこちらを探していた先端が、ある一点を突いた時、私は悲鳴を上げて背中を仰け反らせていた。

「あ、い、やっ、そこっ……！」

「ここが感じるんだろう。入念に突いてやるから」

「あ、ああ、はぅ、ああぅ……んっ……！」

　私は口を開けたまま、ゆさゆさと揺さぶられていた。敏感な箇所を何度も突かれて、何度甘い悲鳴を上げたか、何度身体を震わせて彼を締め付けたのか、分からない。






　次第に速くなる抽送。肌と肌とがぶつかり合う音。ぐちゃぐちゃと蜜壺を掻き回される感覚。私の胸に落ちる彼の汗。苦しそうに眉を顰める彼の表情。濃厚になっていく、厭らしい香り。その全てが私を達したことのない高みへと押し上げた。






「――っ……、あァ、ああああああっ！」

「くっ……！」






　一気に襲ってきた快感に、襞がぎゅうと締まるのと、薄い皮膜越しに熱い飛沫がどくどくと放たれるのとは、ほぼ同時だった。脈打つ彼自身を締め付ける私のナカも、同じようにどくどくと脈打っている。

「あ……」

　全身からぐったりと力が抜ける。彼の荒い息遣いを聞きながら、私は目を閉じ――そしてあっさりと意識を手放していたのだった。

















幸せな花嫁、とは？












「ん……」

　ゆっくりと意識が浮上する。身体が重だるくて、寝返りも打てない。

「目が覚めたのか？」

　低い声がする。一体誰の声……薄く開けた目に、ワイシャツを着た智明さんが、私を見下ろしているのが見え……

「！」

　私は慌てて身体を起こした。それと同時に、下腹部がずきりと痛む。

「あ、あの？　――きゃっ!?」

　上掛けが落ちてしまった上半身を見ると、何も着ていなかった。咄嗟に上掛けを身体に巻き付けると、「もう全て見たのだから、隠しても無駄だろう」と揶揄う声がした。

（わ、私っ、昨夜……！）

　頭がずきずきと痛む。そうだ、ディナーを食べていたらカオルさんが来て、嫌味を言われて、それを忘れようとワインを飲んで……途中から記憶が……

（ここって、あのレストランがあったホテル!?）






「あんなに乱れたのだから、身体も疲れているだろう？」

「～～～～！」

　右の耳元でそう囁かれた私の頬に、一気に熱が集まる。レストランからここに来たことは忘れているけれど、昨日の、あの一夜は……

「千世は可愛かった。俺が舌を肌に這わせるとふるりと震えて。俺がイイところを攻めると、潤んだ瞳でいやいやと言っていたな」

「あああああ！　止めてください……っ……！」

　私は上掛けを頭から被り、身体を丸めた。肌に残る赤い痕。ずくりと重だるい下腹部。今もなお、彼の声を聞くだけで蕩けてしまいそうになる身体。

　……次から次へと、昨夜の痴態が目に浮かんでくる。智明さんの与えてくれる快感に夢中になって、ただただ甘く喘いでいて、智明さんで身体のナカをいっぱいにされて……

　上掛けが少しだけ捲られ、頭が表に出た。恐る恐る目を上げると、智明さんが甘く微笑んでいるのが見える。

「婚約者と一夜を過ごすことなど、当たり前だろう。そこまで恥ずかしがることでもない」

「そ、そうかも、しれません、けど」

　だって、あんなのは初めてだった。頭の中が真っ白に焼き切れて、智明さんに溺れて、身体がどろどろに溶けて……

「そんなに可愛い顔をされたら、また抱き潰したくなるんだが？」

「きゃっ!?」

　いきなり上掛けを引き剥がされた私は、智明さんの逞しい腕の中にいた。首筋に顔を埋めると、コロンの香りでもなく、昨夜の雄の香りでもなく、石鹸の香りがしている。

「千世もシャワーを浴びるか？　昨日気絶するように寝てしまったから、身体を拭いたが十分ではないだろう？」

「ぅぅぅ……」

　もう恥ずかしすぎて言葉にならない。両手で顔を覆った私の身体をひょいと持ち上げた智明さんは、そのままバスルームへと運んでくれた。

「身体が辛いなら、俺が洗おうか？」と真面目な顔で告げた智明さんを、必死にバスルームの外へと押し出し、シャワーを浴びた。

　……シャワールームの鏡に映る自分の姿は……肌のあちこちに赤い花が咲き、目も潤み、唇もぽってりと腫れぼったくなっていて……自分でもまともに見ることができないくらい、恥ずかしかった。

　そして何故か、洗面所に用意してある替えの服。多分購入してくれたんだろう。下着もジャストサイズなのは、気にしないでおく。

　ハイネックの白いブラウスに、桜色のフレアスカート。いつもの私の服装ではないけれど、さらりとした布の感触が気持ち良かった。

「あの」

　ドアを開けると、右手の奥に設置されたベッドの傍にある丸テーブルの上に、サンドウィッチやコーヒーが載っていた。智明さんが「千世も食べなさい」と椅子を勧めてくれる。

　そう言われて、お腹が鳴りそうなくらいにペコペコなことに気が付いた。私も智明さんの正面に座り、いただきますとサンドウィッチに手を伸ばした。

　もぐもぐと食べている間の沈黙が、何とも言えずこそばゆい。ちらと智明さんを見ると、とっくに食べ終わっていた彼は、経済新聞を読みながらコーヒーを飲んでいた。ブルーのワイシャツにライトグレーのスラックスを身に付けた智明さんは、前髪を下ろしていて、いつもよりリラックスしているように見えた。

（ううう……）

　コーヒーカップを持っているあの長い指が、私の肌に触れて、敏感なところを抓んで……ってしたんだ、って思うともう、顔が赤くなりそうだ。

（私、本当に、変になってる……）

　智明さんを見ているだけで、身体の奥が疼き始めるなんて。私、こんなに淫乱だったの……？

　そんなことを悩んでいたら、智明さんがさり気なく発言した。

「もう智史のことは忘れたか？　昨夜入念に上書きしたつもりだが」

「ぶっ」

　思わずコーヒーを吹き出しそうになる私。慌ててナプキンで口を拭うと、いつの間にか新聞を折り畳み、テーブルに置いた智明さんが私をじっと見つめていた。

「さ、智史さん、とは」

　つっかえつっかえ私は言葉を絞り出した。

「その、お付き合いが始まった頃は、例の案件で忙しくて……落ち着いてからって彼に言われていたので、その」

　熱くなった頬を隠すために俯いてしまった私の耳に、智明さんが「冗談だろう？」と呟く声が聞こえた。

「千世と恋人になっておきながら、何もしていない、だと？」

「キ、キスぐらいは……しました、けど」

　私も大学生時代に彼氏が一人いただけで、男性経験が豊富な訳じゃない。だから、『千世のことは本気だから、大切にしたいんだ』という智史さんの言葉を信じていたのだけれど。

「……結局智史さんはカオルさんが好きだったのですから。私相手では物足りなかったのでしょう」

　そう俯き加減に呟くと「智史は馬鹿だな」と静かな声が聞こえた。

「俺にとっては、一晩ぐらいでは物足りないのだがな」

「え」

　顎をくいっと上にあげられた。いつの間にか智明さんの右手が、私の顎を掴んでいる。

「……千世は綺麗だ。肌は白くて滑らかで柔らかくて、いい匂いがしてそそられた。薔薇色に染まった頬も、張りのある胸も、引き締まったウエストから太腿、つま先まで全てが愛おしくて仕方がない」

　智明さんの瞳に燃え盛る炎が映っている。その炎が私を求めている――そう思っただけで、じゅんと身体のナカが濡れた気配がする。

「言っただろう？　智史と君は合わないと。千世は――」

　身を乗り出した智明さんの唇が、私の唇に重ねられた。コーヒー味のキスをしばらく楽しんだ後、智明さんが悪戯っぽく言った。






「俺に合っているんだ。俺は千世を抱きたくて仕方がない。それを自覚した方がいい」

「ふ、ぁい……」

　朝から熱の籠った唇に攻撃された私は、息も絶え絶えになっていた。にっこりと笑う智明さんを前に、私の心臓は大きく跳ねたのだった。







＊＊＊








　アルコールが入っていて、全てをはっきりとは思い出せないけれど、とにかく濃密で淫らで気持ち良くて何度もイッて……って、なったのよ、ね!?

（ああもう、気が散って仕方がない……っ！）

　一緒に出勤した私達は、地下駐車場から役員専用エレベーターで役員フロアまで行ったから、他の社員には会っていない、はず。なのに……

「今日、副社長上機嫌だったそうね？　昨夜デートでもしたんじゃないかって噂になってたわ」

「はは……そ、そうです、か」

「古谷さんもいつもと違う服装だけど、似合ってるわよ？　副社長の御見立かしら？」

　桜色のジャケットにフレアスカート。智明さんからのプレゼントだ。

「アリガトウゴザイマス……」

　一体御園さんの情報収集元はどこなんだろう。正確な情報をあっという間に集めるその手腕、是非教えていただきたい。

「こちらが精算書類になります。あと、新規契約関連書類もお持ちしました」

「契約手続きは担当者に回しておくわね。お疲れ様」

　では、と会釈して踵を返した時、ひょっこりと智明さんが経理部の入口から現れた。

「千世。手続きは済んだのか？」

「！」

　いつも眼光鋭く睨み付けていた（？）瞳が、優しい色を帯びている。私の左肩に左手を回した彼は、御園さんににこりと笑い掛けた。

「また千世を虐めていたのですか、御園さん。恥ずかしがり屋なので止めてください」

「あら、虐めるなんて心外だわ。二人は仲が良いわね～って羨んでいただけよ」

「まあ、程々に。じゃあ行こうか、千世」

「は、はいっ！」

　間近で顔を覗き込まれて、声が上擦ってしまった。智明さんは私の肩を抱いて廊下に出て、そのまま歩き始める。私は慌てて、彼を見上げた。

「あ、あの、副社長？　勤務中ですので、その」

「ああ、すまない」

　すぐに肩から手を離してくれたのでほっとしていると、彼は身を屈め、私の右耳に唇を寄せた。

「千世があまりに可愛くて、我慢できなかった」

「！！！！！」

　ぼんっ！　と頭から湯気が出た。低くて甘い声が身体の奥まで響き、立っているのも危ういぐらい。

　もごもごと口籠る私を見て、智明さんがくすくす笑う。あの不愛想な鉄仮面はどこに行ったの!?

（笑顔の智明さんって、破壊力が凄い……）

　元々ギリシャ彫像みたいに整った顔立ちだ。無表情でも迫力があったのに、優しい笑みを浮かべられたら……っ……！

（……背後でざわめきが聞こえるわ……）

　経理部のフロアは人事部を始め事務関係の部署が集まっているので、そこの廊下は結構人通りがある。

『ウソ、あの副社長が!?』

『いつも怖いイメージなのに、笑ったら優しそうじゃない』

『やはり婚約すると変わるものなのかね』

『いいな～俺も婚約したい～』

「ふ、副社長室に戻りましょう。経理部での用は済みましたからっ」

「分かった」

　笑顔の智明さんと連れ立ってエレベーターに向かう私。その間も、好奇の視線の矢がぐさぐさと背中に刺さりまくっていたのだった……
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　白いレースとサテンの布が氾濫しているブティック内に、社長の奥様の興奮した声が響き渡った。






「まあまあ、可愛らしい！　良く似合うわ、千世さん！」

「あ、ありがとうございます……」

「プリンセスラインのドレスもいいけれど、スタンダードにＡラインも素敵ねえ。ミニスカートも似合いそうだけど、智明が肌を見せるなってうるさくて。そうそう、トレーンは長めがいいかしら？　親戚にトレーンベアラーをやってくれそうな可愛らしいお嬢さんがいるのよ～天使の格好をした女の子がトレーンを持ってくれたら、可愛いわよね」

　私が今試着しているのは、Ａラインのウェディングドレス。上半身はレース主体でビスチェ風にサテン生地が入っている。ウエストから流れるスカート部分にもレースがふんだんに使われていて、全体的に上品な雰囲気のドレスだ。

「あの、奥様」

「いやあねえ、親戚になるのだから、智子さんとでも呼んで頂戴？」

　恵比寿様のような社長の奥様も、にこにこと笑顔を絶やさない小柄で上品な方だった。鶯うぐいす色の着物を粋に着こなした彼女が、会社に突撃してきたのは、ほんの数時間前のこと。

『智明！　千世さんを借りるわよ。ウェディングドレスを決めないと！』

　ばあん！　とドアを開け放して登場した彼女に、智明さんは目を丸くしたが、すぐに『分かりました。千世、すまないが今日は早退して叔母に付き合ってくれ』と諦めた目で肩を竦めた。

『叔母は言い出したら聞かないんだ。先日挨拶に行ってから、千世のドレスを選びたいと毎日のようにメッセージが来ていた』と智明さんがこそっと教えてくれた。

（展開が相変わらず早い……！）

　智明さんと一夜を過ごした次の週末には、私の両親に挨拶に行き、そして先週の日曜日には社長宅に挨拶に行った。お父さんもお母さんも、相手が副社長でおまけに次期社長だと知り、私が苦労しないか心配していたけれど、智明さんが『必ず私が千世さんを守ります。どうか結婚をお許しいただきたい』と深々と頭を下げたことで、両親共にその責任感溢れる人柄に惚れ込んでしまった。

『千世をよろしくお願いいたします。我が家は一般家庭ですし、馴染めず苦労をお掛けすることもあると思いますが、支えてやっていただければ』

『千世、いい人と巡り合えてよかったわね。幸せそうで安心したわ』

　お父さんもお母さんも涙ぐんで喜んでくれた。そして社長と奥様も――

『智明は本当に頑なでね。智史を幸せにしてからでないと、自分の幸せを考えられない、なんて言っていたんだよ。智史も長年片思いをしていたカオルちゃんとまとまったし、ようやく智明も自分のことに目を向けてくれた。ありがとう、古谷さん――いえ、千世さん』

『智明が選ぶだけあって、本当に可愛らしいお嬢さんね。私とも仲良くしてくれると嬉しいわ』

　と大歓迎だった。一般家庭の出自だからと、蔑んできたのはカオルさんだけ。皆この縁談を心から喜んでくれている。その事実に胸がチクチク痛んだ。

（契約婚約だって、いつ明かすのかしら……）

　早くしないと、大事になってしまう。焦った私は、社長宅から帰る車の中で、智明さんにこう言った。

『――あの、あまりに結婚までの段取りが早過ぎませんか。この婚約は契約なのに、このままじゃあんなに歓迎していただいた方を傷付けることに……』

　私の言葉を遮り、智明さんは事もなげに言った。

『なら、この婚約を本物にすればいい』

『え？』

　私が運転席の方を見ると、前を向いたまま智明さんが口を動かしていた。

『で、ですが、元々契約だった訳ですし』

『契約を結婚まで延長したと思えばいい。何の問題もないだろう？』

『そ、そう、でしょうか？　でも婚約と結婚では大きく違いますよ!?』

　結婚の方がより大きな責任が生じる。そう言っても、智明さんは頑として譲らなかった。

『智史の結婚が決まった以上、俺も結婚した方が都合がいい。二、三年様子を見て、どうしても俺と結婚を続けられないと思うなら検討すればいい――だが』






　智明さんの口元がにいと上がった。

『あの夜の反応を見れば、結婚生活も十分楽しいと思うがな？』

『――っ！！！！！』

（ななな、なんてこと言うのよーっ！）

　一気に頬が熱くなり、口をはくはくと動かしても、言葉が出てこない。そんな私をちらと横目で見た智明さんは、からからと大声を出して笑った。

『智明さんっ！』

　私の抗議をものともせず、智明さんは『千世は考え過ぎだ。俺と結婚するのが一番いい方法だと分かっているだろう？』と重ねて言った。

『そ、そ、それは……』

　確かに、今から婚約解消と告げた時のインパクトを考えると、このまま式を挙げてしまった方がスムーズに行くのは分かる……んだけど……

（何なの、この何とも言えないもどかしさは）

　私は何とも釈然としない思いを抱きながらも、それを言葉にできず、悶々と悩み続けることになってしまったのだった。






　――そして今。ドレスを選んでいても、もやもや感が心の中に残っている。私はそんな思いを隠しながら、にこにこと上機嫌に笑う彼女を前に、小さく微笑んだ。

「千世さんは優しいのね。私の我が儘に付き合ってくれて」

　ぽつりとそう漏らした智子さんに、私は「いいえ！」と首を横に振る。

「我が儘だなんて。私一人ではどのドレスがいいか、なんて分かりませんし、お手伝いいただいて助かりました」

　そう言うと「ありがとう、千世さん」と智子さんが微笑んだ。

「カオルちゃんはね、私のセンスはオーソドックス過ぎてつまらないって言うの。まあ、彼女パリコレモデルだから、斬新なデザインに慣れているしね。自分達で選ぶから、結構ですと断られてしまったわ。千世さんだけでもお手伝いできて良かった」

「智子、さん……」

（確か、ウェディングドレス代は智子さんが出してくれるという話だったはず……）

　いくらか貯金はあるから、ドレス代もそこからと思っていたけれど、『叔母がどうしてもと言っているから、花を持たせてやってくれ』と智明さんに言われて、甘えることにしたのだ。私のドレス代だけ出して、カオルさんのを出さない、なんてことがある訳ない。

（お金だけ出してもらって、一緒に選ばないなんて）

　カオルさんの自己中心ぶりに、沸々と怒りが沸く。智子さんはいいと思ったドレスを勧めてくれたけど、決して押しつけがましくなく、私の好みを優先させてくれた。付き合いの長いカオルさんの方が、智子さんの性格を分かっているはずなのに。






（女性に対する態度は褒められたものではない、と智明さんが言っていた通りなのね）

　つくづく、智史さんの気持ちは薄っぺらかったんだ、と感じるようになった。カオルさんと私とでは、あまりにも違う。生まれ育った環境も、外見も、性格も。

　彼女のような女性がタイプなら、全くタイプに当てはまらない私を選ぶ訳がない……カオルさんもそれを分かっていたからこそ、アシスタントを続けろとか嫌味を言っていたのだろう。

（私も、営業部長の智史さんに告白されて、舞い上がっていただけ、なのかもしれないわね）

　だって、智史さんに抱いていた気持ちと、智明さんに抱いている気持ちは、まるで違う。

　明るくて優しい智史さんには憧れていた。ちゃんと彼を支えていこうと思っていた。だけど智史さんは、私を捨ててカオルさんを選び、その後でも私に頼ってこようとした。

（智明さんは……）

　最初はぶっきらぼうで鉄仮面で、何を考えているのか分からなくて、智史さんとの結婚に反対されたことに傷付きもした。でも、彼はいつだって真面目に私と向き合ってくれた。智史さんから営業部に戻るよう頼まれても、私の気持ちを考えて断ってくれた。

　でも――

（……智史さんとの結婚を考えていたからこそ、智明さんとの結婚もこれでいいのかって思ってしまう……）

　元々は大型案件のための契約婚約だった。いつの間にか、結婚話が独り歩きして、皆に祝福されて、そして。






　――全て忘れさせてやる。






（……もう私の中には、智史さんへの気持ちなんて、残っていない。結婚まで考えたのに）

　あの夜から二人の間で何かが変わった。

　あの夜を境に、智明さんは私に触れることを躊躇しなくなった。何度か繰り返された、熱くて長い夜。彼の腕の中で、快感にむせび泣き、甘い刺激に身を震わせ、どうしようもなく乱れて……彼を知る前の私には、もう戻れないと思う。

（智明さんを見ているだけで、その、触れたい、触れて欲しい、と思うだなんて）

『千世を抱きたいと思っている』と言った智明さんと同じくらい、私もそう思ってる。こんなこと、今まで一度もなかったのに。智史さんの時とは違う。智明さんに感じているのは、もっと強くて熱くて燃え上がりそうな、なにか。

（結婚って、こんな気持ちでするものなの……？）

　私は一体、智明さんのことをどう思っているの……？






「あらあら、可愛い顔してるのね。智明のこと考えていたの？」

「！　ご、ごめんなさいっ！」

　悪戯っぽい智子さんの声に、私は我に返った。恥ずかしくてかっと全身が熱くなる。

（智子さんの前で、智明さんのこと考えるなんてっ……！）

「いいのよ、あの子ったら真面目過ぎて、自分の幸せを後回しにしてしまっていたから。あなたのように、智明のことをちゃんと思っていてくれる方が婚約者で良かったわ」

　優しく微笑む智子さんに、身の置き所がなくなった私は、「ドレスを脱いできますね」と更衣スペースにそそくさと逃げ込んだのだった。







＊＊＊








　彼に対する気持ちが分からないまま、無情にも時は進んでいく。ウェディングドレスは智子さん一押しのＡラインドレスに決め、式場も決定。招待客が多いため、立食パーティー形式にすることが決まった。招待状も送り、式場のスタッフと打ち合わせをして、と慌ただしい毎日が過ぎた。

　仕事の方も忙しく、智明さんも出張することが増えた。本人曰く『結婚式と新婚旅行のために前倒しにしているから』とのことだったけれど、週に二度以上の出張や社用外出に、御園さんから『副社長気合入れ過ぎなんじゃない？　よっぽど新婚旅行邪魔されたくないのねえ』と私まで揶揄われる始末。

　社員も結婚式後のパーティーに招待されているから、社内におめでたいムードが蔓延してきた。どこに行っても『楽しみにしている』『おめでとう』と声を掛けられる。






　――そして、もう来週末が結婚式当日。ここまで本当にあっという間だった。

　結婚式に関しては智子さんが仕切ってくれたので、私やカオルさんの出る幕は少なかった。

『花嫁はよく寝て肌を綺麗にしてきて頂戴』

　これが智子さんから出された、最終週のミッションだ。だから私も、なるべく残業はせずに帰宅するようにしている。……智明さんにも『くれぐれも花嫁の負担になるようなことはしないように！』と言ってくれたらしく、彼は渋い顔をしていたっけ。

（今日も出張なのよね、智明さん）

　昨日から一泊二日で現地視察に行っている智明さんの帰りは、今日の夜になる予定だ。私は副社長室で、不在の間に溜まった書類を確認し、それぞれ処理別に振り分けを行っている。

　私が身に付けているタートルネックの白いブラウスに薄い水色のフレアスカートは、智明さんからのプレゼント。私が購入すると、紺や黒になってしまうことが多いけれど、智明さんは『千世はパステル調の色も似合う肌をしている』と明るめのジャケットスーツを買ってくれることが多い。これで三着目なので、これ以上は遠慮したい。






（あ）

　智史さんから智明さんへのメールがあった。話がしたいとだけ書かれているので、判断は智明さんに任せよう。「後で確認」フォルダにメールを振り分けながら、ふと思う。

　……あれから、智史さんには会っていない。智史さんも出張や社用外出が多いようで、智明さんと同じく『新婚旅行で休むから仕事を詰め込んでいるんだろう』と噂されている。

（でも最近聞いた営業部の噂、あまり良くないわよね）

　内規が乱れているとか、凡ミスが増えているとか、あちらこちらで噂を聞く。営業部から出すべき契約書の類が提出期限ぎりぎりになっている、早く提出するように、と御園さんが営業部メンバーに注意しているところも見たことがある。

　野村課長はたまに副社長室に顔を出すから、雑談をすることもあるけれど、疲れたような表情を浮かべていて、結構大変そうなイメージを受けた。

（智史さんは相変わらず、カオルさんとの時間を大切にしているのかしら？）

　結婚式の準備もあるから、智史さんが不在がちなのは分かるけれど、副社長の智明さんと比べたらそこまで忙しくはないはず。

　一体何をしているのやら、と思っていたところで、副社長室の内線が鳴った。自分のデスクの上にある内線電話を手に取る。

「はい、副社長室、古谷です」

『千世？　智史だけど』

（智史さん？）

　どうして智史さんが連絡を、と思ったけれど、もしかして智明さんに用事があるのかもと思い直す。

「副社長は本日出張ですが」

『ああ、兄さんが出張中なのは分かってる。実は千世に相談があるんだ』

「私に？」

　思わず眉を顰める。今は営業部に絡む仕事も受けていないはず。なのにどうして？

『結婚式の進行で、スピーチの時間があるだろう？　その件で打ち合わせをしたいんだ。兄さんには千世から伝えてくれればいいから』

　スピーチは、会社関連の方とプライベートの知り合いの方、それぞれに頼んでいたはず。どちらかが都合がつかなくなったのだろうか。

「……はい、分かりました。今からでよろしいしょうか？」

　壁掛け時計に目をやる。ちょうど十五時。今なら三十分ぐらいは時間が取れそうだ。

『ああ、そちらに向かうよ。時間を取ってくれてありがとう。では後で』

　智史さんからの電話が切れた後、私はソファセットのローテーブルを布巾で拭き、コーヒーの準備をした。






　コンコン、とノックの音がしたのは、電話を受けてから数分後のことだった。

「失礼するよ」

　ドアを開けて入ってきた二人を見て、私は目を丸くした。ライトグレーのスーツを着た智史さんと、黒いジャケットとフレアスカートを身に付けたカオルさん。

　カオルさんの格好が、まるでいつもの私の仕事着のようで、目をぱちぱちと瞬きした。






　智史さんとカオルさんは、何も言わずにソファに並んで座る。コーヒーを出そうとミニキッチンの方に行きかけた私に、「飲み物はいらないから、千世もこちらに座って欲しい」と智史さんに声を掛けられた。

　私は首を傾げたが、言われた通りに二人の真正面のソファに腰を下ろす。

　カオルさんは服装が変わっても、相変わらず偉そうな雰囲気で、脚を組んで座っている。その向かって右隣の智史さんはやや俯き加減で、膝の上に肘を置き、指を組んでいた。

「それで、スピーチのご相談とは何でしょうか？」

　私がこう切り出すと、カオルさんが肩を竦めて話し始めた。

「ああ、そんなの口実よ？　実はあなたに頼みがあってきたの」

「頼み……ですか？」

　私が眉を顰めると、カオルさんはころころ笑いながら「そんなに警戒しなくてもいいじゃない。あなたにとっても良い話だから。ねっ、智史？」と智史さんの腕に触れた。智史さんは「ああ」と言っただけで動かない。

　カオルさんは真っ直ぐに私を見据え、こう言い放つ。

「あのね、古谷さん。……あなた、智史と結婚しなさい」

「……は？」

　何を言われたのか、一瞬理解ができなかった。カオルさんはそんな私を置いて、つらつらと話を続ける。

「私達色々話し合ったのだけど……結局智史はあなたの方がいいみたいなのよ。今のアシスタントは使えないようだし、あなたを戻してくれと言っても智明は言うこと聞かないし」

「そうなんだ、千世」

　ここで初めて智史さんが顔を上げる。智史さんは眉を八の字にし、困っている感を前面に押し出してこう言った。

「やっぱり千世じゃないとだめなんだ。斎藤さんも頑張ってくれているけど、千世が作ってくれた提案書にはまだまだ及ばなくて、顧客からも不評をいただくようになってしまったんだ」

「それは斎藤さんのせいではないでしょう？　彼女への指示が足りなかったのでは？」

　斎藤さんが作った資料の確認は智史さんがするべきだし、グラフにするデータとか何を文章にまとめるのか等、彼女に指示しないといけない。彼女は資料のフォーマットは一人で作れるだろうけど、資料の中身そのものは作れないはず。

「千世は作ってくれていたじゃないか。俺が確認するところも少なかった。でも今では、資料の細かいところまで見ないといけなくなって、全く手が回らなくなったんだ」

「それはっ……彼女へのサポートをちゃんとしていたんですか!?」

　私だって自分だけで作ったんじゃない。野村課長や他の営業メンバーの助けを得て作ったのだ。それに智史さんだって、アイデアとか出してくれていたはずなのに。誰のサポートもなしに顧客への資料を作るだなんて、そんなの無理に決まっている。

「それでね、考えたの。智明があなたを智史の元に返さないのは、婚約者だからって理由でしょ？　だったら、あなたが智史の婚約者になり、私が智明の婚約者になれば、上手くいくじゃない」

「どういう理屈なんですか、それは!?」

　思わず声を荒げる。こんなことを言い出すなんて、智史さんもカオルさんも何を考えているのか、全く理解できない。

「だって、ただ式を中止にしたら、大騒ぎになるでしょう？　それなら花嫁を交換した方がお客様にも迷惑かけないし。招待状の印刷は間違ってたとでも言えばいいわ」

　カオルさんの口元は笑っているけれど、目は全く笑っていない。

「それに智明だって、あなたよりも私と結婚した方が利が大きいと思うわ。私なら、彼のやりたい業務に投資してあげることもできるし。それに智史もあなたのサポートがあれば、今までのようにいい業績を上げることができるんだから、いいことずくめじゃない」

「な、に勝手なことを……っ！」

　膝の上に置いた拳が、怒りのあまり小刻みに震えた。本当にこの人は、他人の気持ちとかどうでもいい人なんだと思い知った。

「私は智史さんとは結婚しません！　私は智明さんの婚約者です。彼以外の人と結婚するつもりはありませんから！」

　これ以上の話し合いは無駄だ。そう思った私は立ち上がり、ドアの方へ足を踏み出した。

「千世！」

「智史さ……きゃあ!?」

　咄嗟に立ち上がった智史さんが私の右腕を引き、そのままの勢いで私はソファに尻もちを付いた。ぎしとソファのスプリングが軋む音がしたかと思うと、私の身体の上に智史さんが圧し掛かっていた。

「智史さん!?」

　智史さんは苦しそうに呻いた。

「千世が、千世がいけないんだ。俺のアシスタントをしてくれないからっ……！」

　彼の瞳の狂気じみた色に、背筋が寒くなる。

「何するんですか、智史さんっ!?　カオルさんもっ！」

　カオルさんの方に顔を向けると、彼女も立ち上がったところだった。

「智明には、あなたがどうしても智史のことが忘れられなかったんだって言っておくわ。自分の弟と浮気した婚約者と結婚する程、智明も心が広くないと思うから」

「カオルさんっ！」

　つかつかとドアに向かって歩くカオルさんは、振り向いて邪悪な笑みを浮かべて、ソファの上に押し倒されている私にスマホを向けた。

　カシャカシャと無機質なシャッター音が連続する。

「じゃあね。智史、ちゃんと彼女のコト抱きなさいよ？　いいぐらいの時間になったら、智明をここに呼ぶから」

「なっ……!?」

　さーっと全身から血の気がひく。今の状況を智明さんに見られたら、私が智史さんに未練を残していたと思われても不思議じゃない。そうしたら、彼は……






　私との婚約を解消して、カオルさんと……？

　そんなの……

　そんなの……






「――いやっ……！」

　私は必死に身体を捩り、両手で智史さんの胸元を押した。私の両手首が智史さんの右手で掴まれ、頭上に縫い留められる。私は智史さんを思い切り睨み付けて叫んだ。

「智史さん！　智史さんが好きなのは、カオルさんでしょう!?　こんなの、おかしいっ……！」

　髪を振り乱した智史さんはもう、あの優しい智史さんではなかった。目をギラギラさせ、こめかみに青筋まで立っている。溺れかけた男性が藁をも掴む、そんな形相で叫び返してきた。

「千世が！　千世が俺の元に戻って来てくれたら、また前みたいに業績を上げることができるんだ！　そうしたら俺は、カオルに相応しい男になれる！　またカオルが俺を見てくれるんだっ……！」

（智史さんっ!?）

　カオルさんは何を智史さんに言ったの!?　こんなになるまで追い詰めて何がしたいの!?

「そうよ、智史。智史がその女と結婚したら、また営業部長として活躍できるんでしょ？　そうしたらまた、私だって考えてあげるわ」

　はあはあと息を荒げている智史さんは、完全に正気じゃない。光のない目で私を見て、にたりと嗤う智史さんは、ホラー映画に出てくる殺人鬼のように恐ろしかった。

「……千世だって俺のこと、好きだっただろう？　俺がカオルを選んでしまって、落ち込んだところを兄さんが助けてくれたから、結婚することにしたんだろう？　俺に未練があるのに、兄さんと無理矢理結婚なんかしなくてもいいんだよ？」

　妙に優しい、幼子を諭すような智史さんの声。その言葉の、あまりの身勝手さに、頭の中でぶちっと何かが切れる音がした。

「馬鹿にしないで！　智史さんのことは、もう好きでも何でもない！　いいえ、逆に嫌いになったわ！　私が好きなのは、智史さんなんかじゃなくて」

　そう、私が好きなのは。

「智明さんなんだから！　智明さんが好きだから、結婚を決めたのよ！」

　いつだって私のことを守ってくれて、大切にしてくれて。不愛想なところもあるけれど、真面目で責任感の強い智明さんが。

「っ！　千世っ……！」

　一瞬私の勢いに怯んだ智史さんだったが、どんどん顔色が赤くなっていった。

「千世まで兄さんを選ぶのかっ……！」

「いっ……!?」

　智史さんの手が私の両肩を思い切り押さえた。痛くて顔を顰めると、智史さんの顔が近付いて来た。

「兄さんよりも俺の方がいいって、思わせてあげるよ？」

　舌なめずりする智史さんにぞっとする恐怖しか感じない。

「いっ……いやっ……！」

　思わず顔を背け、目を瞑った。






　――智明さんっ……！






　心の中で彼の名を呼んだ、次の瞬間――






「千世っ……！」

「ぐはぁあっ!?」






　待ち望んでいた声と、カエルを潰したような声がしたのは同時だった。ふっと身体から重みが消えたかと思うと、どさりと重い物が落ちた音が聞こえた。あっと思う間もなく、私は逞しい腕に抱き締められていた。

「大丈夫か、千世っ！」

「と、もあき、さん……？」

　いつも綺麗に揃っている前髪がばらばらと落ちている。黒いトレンチコートの前ボタンは開いたまま、ネクタイも曲がり、いつもの整然とした格好の副社長じゃない。でも。

「智明、さんっ……！」

　私は智明さんに思い切りしがみ付いた。彼のコロンの香りに、涙がぽろぽろ零れて止まらなくなる。

「なっ……あなた出張に行ってたんじゃなかったの!?」

　カオルさんが焦った声で叫ぶと、智明さんは私の背中をぽんぽんと叩いた後、私を背中側に庇いながら立ち上がった。

「カオル。これはどういうことだ」

　智明さんの声は、冷たさを通り越し、極寒の域に達していた。カオルさんの顔は引き攣っていたが、すぐに作り笑いを浮かべて言った。

「智史のことを考えてのことよ？　だって彼女と一緒に仕事がしたいのに、智明が許さないって聞いたわ。だから、手助けをしてあげようと思ったのよ。それに彼女だって、智史に未練があるんだから、ちょうどいいじゃない」

　その智史さんは、ソファから落ち、顔に手を当ててうううと呻いていた。血の匂いがするから、もしかして鼻血でも出ているのかもしれない。

「そ、そう、だよ、兄さん」

　智史さんが、怯えたように智明さんから距離を置き、カオルさんの隣でよろよろと立ち上がる。鼻がひん曲がり、血まみれになっている智史さんの顔は、もう素敵な営業部長の顔ではなかった。

「はっ、未練だと？」

　智明さんが馬鹿にしたように嗤う。

「無理矢理、嫌がる千世を襲ったくせに？　大方智史に千世を襲わせ、結婚式での相手を強制的に入れ換えて、俺と結婚しようとでも考えたのか、カオル？」

　そんなことをする訳ないだろう、と智明さんが続ける。

「柳川家の事業不振は知っている。お前もモデルとしての仕事は干され、今までのような贅沢はできなくなった。だから、次期社長の俺を狙ったが、俺が拒絶したから、智史の方に手を出したんだろう。智史が営業部長として活躍しだしたと話をした途端、目の色が変わったからな」

（え……）

　カオルさんの家が事業不振？　それにモデルの仕事もダメになった？

　カオルさんの顔色も見る見る悪くなり、悔しそうに歯を食いしばっている。

「千世と別れさせ、智史を手に入れたが、お前の我が儘に振り回された智史の仕事ぶりが危ういものになった。ここ数ヶ月、社内外から智史へのクレームは増える一方、営業成績も下降線を辿っている。このまま智史と結婚しても、出世が見込めず割に合わないと思ったお前は、智史を焚きつけて今回の蛮行に及んだ。そんなところだろう」

　私からは智明さんの顔は見えないけれど、怒りの炎が背中から燃え上がっているようだった。

「どうして、智明が」

「お前らの企みが分かったことか？　カオル、お前目立たないように地味な格好をしてきたつもりだろうが、お前の自信満々の態度はよく目立つ。目ざとく見つけてくれた野村課長が俺にすぐ連絡をくれた。車をすっ飛ばして戻り、そのまま副社長室に駆け込んだら、このざまだったという訳だ」

　智明さんが素早く動き、カオルさんの左手からスマホを奪い取った。

「！　何するのよっ!?」

　ガシャン！

　智明さんがスマホを床に叩き付け、画面を思い切り踏み付けた。完全に割れたスマホを拾った智明さんは「中の画像は全て消去する」と冷たく告げた。

「智明、横暴すぎるじゃない！　智史だって一週間後結婚式だっていうのに、こんな怪我したんじゃ」

　鼻を手で押さえている智史さんを見て、カオルさんがそう言ったけれど、智明さんはふんと冷淡に嗤うだけだった。

「横暴？　俺がか？　むしろこの程度で済んで良かったと思うべきだろう」

　智明さんがまた一歩カオルさん達に近付く。カオルさんと智史さんが一歩身を引く。

「カオル、お前が男だったら今頃あばらの一本や二本、折っているところだ。女だったことに感謝するんだな。それから智史」

　智史さんがびくっと肩を震わせた。

「今まで俺はお前を弟として大切にしてきたつもりだ。亡くなった父さん、母さんにお前の面倒をみてくれと常に言われていたから。だが――」

　息を大きく吸った智明さんが、冷たく告げる。

「――お前は許されないことをした。いくらカオルの気を惹きたいからといって、俺の愛する人に手を出した。俺はお前のことを一生許さない。もうお前の尻拭いもしないし、弟とも思わない」

（え？）

　智明さんの言葉に、私はぽかんと口を開けた。今、智明さんは何て言ったの？

「に、にい、さん……？　兄さんが、千世を……ほん、とうに……？」

　ぶるぶる震えながら智史さんが呟く。カオルさんも真っ青な顔になって叫ぶ。

「何言ってるの!?　本気!?　その女に同情して、私達への当てつけで結婚しようとしたんじゃないの!?」

　驚愕している二人の前でも、智明さんの態度は全く変わらなかった。

「どうして愛してもいない女性と結婚する必要があるんだ。千世は頑張り屋で心優しく、身も心も美しい。俺の方が惚れ込んで結婚を持ち掛けたのに、何をつまらないことを言っている」

（智明さん……！）

　こんな状況なのに、襲われかけて怖かったのに、智明さんの言葉一つで、私の胸の中に温かい思いが広がっていく。

（智明さんは……私のことを愛してくれていたんだ……）

　智明さんの言葉に嘘はない。さっきとは違う涙がまた、零れ落ちた。心の底から嬉しくて、震えるくらいに感動して……私は右手で口元を押さえ、智明さんの背中を見つめ続けた。

　カオルさんは納得がいかないように喚き散らした。

「どうしてその女なの!?　あなたが誰にもなびかないから、智史にしたのに！　その後で結婚を決めるなんてひどいじゃない！」

「俺は一度もお前と結婚したいなどと思ったことはない。俺が結婚したいのは千世だけだ。これ以上何かしでかすなら、お前も智史も二度と社交の場には出られないようにしてやる」

　智明さんはばきりと指を鳴らした。

「さっさと出ていけ。俺がこれ以上、手を出す前に」

　智明さんの顔を見た智史さんとカオルさんは「ひっ！」と悲鳴を上げ、這ほう這ほうの体ていでドアから出て行った。ドアが閉まった途端、智明さんが私の方に駆け寄り「千世っ……！」と強く抱き締めてくれた。

「怖い思いをさせた。もう少し早く着いていれば」

「え、ええ……ありがとう、智明さん。智明さんが来てくれて、本当に嬉しかった……」

　頬を濡らす涙を、智明さんが舌で舐め取る。私の頬に右手を当て、じっと私の目を覗き込む。

「怪我はないか？　どこか痛いところは」

「あ……手首を握られたけれど、大丈夫……」

　改めて見ると、手首に青あざができていた。智史さんの指の痕だ。それを見た智明さんは不機嫌そうに眉を顰め、青あざを優しく舐めてくれた。それ以外は特に怪我はないと分かると、智明さんは優しく頷いた。

「今日はこのまま帰ろう」

「はい……」






　智明さんは、私にコートを着せると、そのまま私の身体を抱き上げた。ショルダーバッグも持ってくれている。

　私は腰が抜けたように力が入らなくて、大人しく抱かれたままになっていた。その後車に乗せられ、辿り着いたのは――見上げる程大きなタワーマンションだった。






「少し待っていてくれ」

　私をリビングのソファに下ろした智明さんは、てきぱきと動き回っている。私はそっと周囲の様子を窺った。

　玄関ドアから真っ直ぐ入ってきたのが、このリビング。どう見ても、私が暮らすワンルームマンションが丸ごと入る大きさだ。私が座っているソファは黒い革張りで、クッションが程よい硬さ。ソファセットの前に設置された薄型テレビも、スクリーンのように大きなサイズ。右手には大きな窓が連なり、そこから薄暗くなった空に星が瞬くのが見えた。ソファセットの背中側にオープンキッチンがあり、カウンターテーブルが設置されていた。

　……モデルルームのようで、落ち着かない……






　そんなことを思っていると、ふわりと甘い香りが漂ってきて、目の前に白いマグカップが差し出されていた。

「とりあえずこれを飲んでくれ」

　……私が智史さんと別れた時にも、こんな風に甘い飲み物を淹れてくれたっけ。お礼を言ってマグカップを受け取り、一口飲むと、レモンと蜂蜜の爽やかな味がした。

「美味しい、です」

「そうか」

　智明さんも私の左横に腰を下ろす。しばらくの間、心地良い沈黙が流れた。

「あの、智明さん」

　私は意を決してマグカップをテーブルに置き、智明さんに向き直った。

「その、さっきおっしゃられていたこと、本当ですか？」

　智明さんが目を丸くする。私は小さな声で言葉を継いだ。

「私を……愛してる、って」

　智明さんは私の両手を自分の両手で包み込んだ。

「ああ、本当だ。俺は千世を愛している。……千世が受付に座っていた頃から」

「え？」

　受付の頃？　だってあの頃の智明さんは、会釈はするけれど、智史さんみたいに話し掛けてきた訳でもなく、無表情のままだった、ような気が……

　私がよほど不思議そうな顔をしていたのか、智明さんは深く溜息をついてから話し出した。

「最初は感じのいい受付嬢が来たな、という印象だった。それまでは、俺に媚びを売る態度の女性ばかりで、辟易していたんだ。千世は愛想良く笑い掛けてくれていたが、業務上の話をするだけで、俺を引き留めようともしなかった。それが逆に俺の関心を惹いたんだ」

「そ、そうだったんですか？」

　私は普通にしていただけだったけど、それが智明さんに注目されるきっかけだったとは。私は目を丸くしながら、話の続きを聞いた。

「千世は非常に評判が良かった。真面目で機転が利き、クレームの対処も素晴らしいと。俺はいつしか千世にアシスタントをしてもらいたいと思うようになっていた。だが」

　智明さんの表情が曇る。

「智史の方が先に声を掛け、千世を営業部のアシスタントに抜擢したと聞いた時は、もっと早く行動を起こしていれば、と後悔した。その後、智史の業績が上がり始めた。あいつが顧客に提出した資料を見た時、この資料は千世が作ったものだと確信したんだ。智史は事務作業が本当に苦手で、あんな完璧な資料は作れないからな」

「……」

「千世の負担が気にはなったが、楽しそうに仕事をする姿を見て、様子を窺っていた。そうこうしているうちに、智史から話を聞いて欲しいと言われた」

　智明さんは話を切り、じっと私を見つめてきた。その視線は真剣で、どこか縋るような色をしていた。

「千世と結婚したいと智史に言われた時は、目の前が真っ暗になった。智史も大切な弟だ、二人の気持ちが真剣なら俺が口を出す必要もない。だが、智史はずっとカオルのことを引き摺っていた。本当にカオルのことを忘れられたのか、確信が持てなかったから、あの場では『認められない』と告げたんだ」

　あの時から、智明さんは智史さんの気持ちを疑っていたんだ。

「案の定、カオルが帰国し智史に近付くと、あいつは君をないがしろにし始めた。俺は智史がカオルよりも君を選んだなら、自分の気持ちは封印するつもりだった。だが、あいつはカオルを選んで千世を傷付けた。だから俺は」






「もう千世を離さない。智史には渡さないと決めたんだ」






「智明さん……」

　胸が熱くて痛い。じわりと涙がこみ上げてくる。

「千世が傷付いているところにつけ込んだ自覚はある。智史とカオルの婚約に便乗して、契約でいいからと婚約話を持ち掛けたが、始めから解消する気などなかったんだ。真面目な千世は約束を破ることはしないだろう。そのまま結婚に持ち込んで、じっくり口説く予定だった」

　ああ、私は。智明さんに口説かれて――嬉しかったんだ。

　一通り話し終えた智明さんは、すっと表情を消した。

「さっきの件で分かっただろうが、智史は責任感がなく、人の意見に流されやすい。本来なら営業部長には他の人間がなるはずだったが、事情があり智史に任せてみようということになったんだ。あいつには部長職は荷が重い。それでも自ら努力して対応する姿勢を見せてくれれば良かったんだが、短絡的に千世がアシスタントとして戻ってくれれば何とかなると考え、あんな蛮行をしでかしたんだろう」

　智明さんの厳しい言葉が続く。

「こんなことをしでかしたからには、二人とも責任を取ってもらう。二度と千世には手を出させないから安心してくれ」

「はい……」

　智明さんがそう言うなら、もう安心だ。私が泣きそうになりながらも微笑むと、智明さんがソファから降り、私の目の前に跪いた。

「千世。俺はお前を愛している。俺と結婚してくれ」

　そう言った智明さんは、スーツの上着から小箱を取り出し、そっと開けた。そこには、薄いピンク色の一粒ダイヤモンドの指輪が輝いていた。

（いつの間に用意していたんだろう、この人は）

「……今更ですか？　あと一週間で結婚式だというのに」

　私は涙を拭いながら、頷いた。

「私も……さっき、気が付きました。智明さんのことが好きだって。智明さんじゃなきゃ嫌だって。だから……どうか私と結婚してください」

　そうプロポーズを了承した私の左薬指に、智明さんは指輪を嵌めてくれた。サイズもぴったりだ。キラキラ輝くピンクダイヤモンドの光に見惚れていると、智明さんが指輪にキスをした。

「愛してる、千世」

「私も……愛してます」






　どちらともなく、唇が重ねられた。甘い甘いキスの味には、ほのかにレモンの香りが漂っている。やがて長いキスが終わり、私の息が荒くなった頃――智明さんは私を抱き上げ、リビングの奥の部屋へと連れて行ったのだった。







＊＊＊








「と、もあ、きさん……」

「そうだ、千世。怖くないだろう？」






　薄暗い部屋の中。スプリングが利いたダブルベッドの上で、私は智明さんの上に跨っていた。

　あの後、熱いキスを交わしながら互いの洋服を引き剥がすように脱ぎ、ベッドに横たわった……までは良かったものの、さっきの嫌な思い出がフラッシュバックして、智明さんが私の身体の上に圧し掛かってきた時、思わず身体を硬くして目を瞑ってしまったのだ。

『ごめんなさい』

　そう言って泣きべそをかいた私に、智明さんは体を起こしてこう言った。

『なら、千世の方が俺の上に乗ればいい』

　――と。

　今智明さんはベッドに脚を投げ出した状態で座り、両腕で起こした上半身を支えている。私は彼の太腿の間に膝を突き、見事な男性美の身体を見下ろしていた。

　乱れた黒髪に整った顔立ち、胸の筋肉は呼吸と共にわずかに盛り上がり、その下の腹筋は俗にいうシックスパックだ。そして、どうしても視線が外せないのが、その腹筋に触れんとばかりにそそり立っている、赤黒い色の智明さん自身。じっくりと見たことはあまりなかったけれど、ソレは大きく開いた傘の部分から根元まで筋が通っていて、先端は柔らかそうなピンクがかった色。先端の窪みには透明な液が溜まっていて、それが私の蜜と同じ働きをする、と教えてくれた。

「こ、こんなに……」

　大きくて、太いモノが私の中に挿入はいっていたなんて。信じられなくて、まじまじと見ていると、智明さんが焦れたような声で言った。

「触れてくれ、千世」

　ごくんと唾を呑み込み、右手をそっと根元の方、茂みから出た部分に伸ばした。手の先が触れると、びくんと活きのいい魚のように反り返る。

「根元を握ってくれ」

　智明さんの指示通り、根元に近い部分を握る。太くて、指が回り切らない。

（何だか熱い……）

　手のひらから、じりじりと熱さが伝わってくる。そのままじっとしていると「指で扱くように、上下に動かすんだ」と次の命令がきた。

「は、はい」

　手を上下に動かすと、薄い皮の部分が伸びたり縮んだりした。傘の下を刺激するように動かしてくれと言われて、上に手のひらを窄めるように、下には広げるようにと、強弱を付けて動かしてみる。

「はっ……」

　智明さんの口から、熱い吐息が漏れた。ちらと智明さんの顔を見ると、頬骨の辺りが赤く染まり、いつもは涼しげな目が血走っているような気がした。

「気持ち、イイの？」

　そう聞くと「ああ……」と気だるい返事がきた。もう少し力を入れて握ってみると、更に彼の口から呻き声が漏れる。

　手のひらに、びりびりと電気に似た何かが走る。智明さんも感じてくれている。そう思うと、私の下腹部もずくんと動き、身体のナカに蜜が溢れる感覚がした。

「次は、先端を口の中に入れて欲しい」

「！」

　艶めかしく開く肉の傘。竿の部分よりも色素が薄い。私はゆっくりと口を傘に近付けた。むせ返るような雄の匂いが、鼻腔に充満する。

「んっ、んん」

「くっ、は、ぁ」

　大きく口を開け、ぱくりと先端を咥えると、口の中まで雄の匂いで一杯になった。ちろと舌を傘の下の部分から上へと動かすと、智明さんの身体が小さく揺れた。

「千世は上手だ……は、ぁ」

　右手で根元を締め付け、そのまま舌を裏筋にあわせて這わせる。唾液で彼自身がてらてらと光った時、私の左胸に智明さんの右手が伸びてきた。

「あっ……、ああん」

　柔らかな膨らみを強めに揉まれ、私は思わず甘い嬌声を漏らしていた。こりこりと乳首を指で扱かれ、思わずぐっと右手に力を籠めると、智明さんがまた呻き声を上げる。

「もっと速く動かしてくれ」

　掠れた声の命令に、私はすぐに従った。指で作った輪全体に力を入れ、絞るように上下運動を繰り返す。次第にスピードを上げると、智明さんの息が荒く乱れ、肌には汗が滲んできた。

　私の最奥もずくずくと濡れ始め、蜜がもう表まで流れ出ようとしている。

　彼自身が最初よりも硬く膨れ上がり、傘も大きくなった時、智明さんが「次は、これを千世のナカに挿入いれてくれ」と告げた。

（こんなに、大きいの……を）

「えっ……どう、やって？」

　思わず智明さんに聞くと、彼は掠れた声で話を続けた。

「まずはこれを被せてくれ……ああ、今回は俺がやる」

　智明さんが、ヘッドボードからアルミ製の小袋を手に取り、破いて開けた。そしてそれを、傘の先端に合わせ、皺が寄っていた部分を根元へと伸ばしていく。その一部始終を私はじっと見つめていた。

　全て被せ終わると、智明さんの両手が私の腰を掴み、そそり立った彼自身の傍に私を引き寄せた。

　太腿を開き、彼自身を太腿で挟み込んだ。そのまま腰を上下に動かすと、ちょうど敏感な部分が竿に当たって擦られ、私は身体を震わせた。

「そのまま、上下に……ああ、蜜がたっぷり付いている」

　襞から溢れた蜜が、彼自身に擦り付けられ、より上下の動きがスムーズになった。そのまま、花芽を擦り付けるように腰を動かすと、鋭い刺激に目の前で火花が散った。

「ああんっ……！」

　ずると力が抜け、彼の太腿の上に腰を下ろしてしまった私。智明さんはもう一度私の腰を掴み、今度はそそり立った先端部分の上に、私の割れ目を合わせた。

「そのままゆっくりと、腰を下ろすんだ」

「は、はぁあ、ん……」

　息を吐きながら、ゆっくり腰を下ろしていく。先端が襞に埋まり始め、びくんと身体が揺れたけれど、智明さんは逃してはくれなかった。

「あ、あっ……、ああぅ……」

　先端がずぷと埋まった時、智明さんが腰を掴んだ手にぐいと力を入れた。
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　ずぷん……






「あ、あああ、ああああっ！」

　一気に竿の部分までナカに埋め込まれた。その衝撃に、私は身体を震わせ、大声を上げる。

「はぁ、はぁ、はぁっ……」

「全部ナカに挿入はいった。ああ、温かくて気持ちがイイ……」

　向かい合っている智明さんの顔が良く見える。彼の目もいつもより蕩けていて、半開きの唇からは荒い息が漏れていた。

「あっあっあっあ……っ……！」

　対面で身体を重ねると、前とは違う箇所に熱い塊が当たる。それが気持ち良くて、私は思わず腰を浮かせた。

「そう……さっきみたいに腰を上下に動かしてくれ」

「あ、はぁ、はぅ、あ、あ、ああっ」

　ずるりと竿が擦れる音がする。結合部は蜜が泡立ち、白くなっているのが見えて、その淫靡な光景に、私のナカは一層強く内側に締まった。

　じんじんと襞が疼く。蜜壺が彼のカタチに合わせてうねり、快感を逃さないように彼自身を包み込む。

「あ、あんっ、もう、だめっ……！」

　痺れる快楽に我慢できない。私は両手を智明さんの肩に置き、崩れそうになる身体を支えた。ちょうど胸が彼の顔の前に突き出される形になり、彼が胸を思い切り吸い始める。

「あっあっあっ、あっ……！」

　彼がぐんと腰を突き上げる。そそり立つ熱い欲望がナカを擦り、イイ箇所を攻めてくる。揺れる胸の膨らみも、大きな手に掴まれ、乳首を弄ばれた。大きな快楽の波が私を翻弄し、どんどん熱が身体の奥に溜まっていく。

「あ、ああっ、きもち、イイ、のっ……！」

「あっ、くっ……は、あ」

　智明さんの唇からも、意味のない呻き声が漏れる。下からの突き上げがどんどん速くなり、激しく揺さぶられている内に、耳の奥でキーンと耳鳴りが聞こえてきた。

「あ、あああ、あっ……！」

　絶頂が近い。身体の奥がうねうねと、彼自身を強く締め付けようと動く。

（身体が熱い……っ！）

　もうダメ、もう耐えられない――

「あ、あ、あああ、あ……っ！　ひ、ああああああっ！」

「く、ぅ……！」

　どんと身体が落とされた衝撃と共に、私は背中を仰け反らせ、全身を硬直させた。彼の肩に置いた指先が肌に食い込んだことも、気が付かなかった。

　ほぼ同じ瞬間、一層大きく膨れ上がった彼自身から、どくどくと熱が放たれた。

「はぁはぁ……」

　彼も口を半開きにしたまま、荒く息を吐いている。彼の胸は汗まみれになり、肌も薄い赤に染まっていた。

「千世……」

「んんっ、はぅ」

　智明さんが唇を合わせてきた。どくどくと脈打っている彼を包み込んだまま、私は彼の舌を受け入れた。

「気持ち、良かったか？」

　額と額をこつんと合わせ、智明さんがそう聞いてきた。私はこくんと頷き「きもち、よかった……」と呟く。






「……そうか。だが、俺はまだ足りない」

「……え？」

　彼と繋がったまま、私の身体はベッドに押し倒されていた。上から智明さんが覗き込み、「大丈夫か？」と声を掛けてきた。






　――ああ、もう怖くない……

　ここにいるのは智明さんだから。だからもう、大丈夫。






「は、い」

　私がそう答えると、智明さんの目がぎらりと光り……

「え、え、ああああんっ!?」

　飛沫を放出して少し小さくなっていたはずの彼自身が、また重量感を取り戻していた。

「少しだけ、このまま動くぞ」

「え、あ、や、ああああああんっ！」

　さっきイッたばかりの身体は、あちらこちらが過敏になっていて、智明さんの動きにしっかりと反応している。

「やあんっ、もう、いった、のにっ、ああああっ！」

「何度でもイカせてやる。今晩は寝かさない」

　熱い声に、全身の肌が震えた。私を見下ろす智明さんが妖艶に微笑み、そして――






「あっあっあっあっ……、ああああーっ！」

「あんっ、そこっ、やだぁっ……！」

「ひ、やぁ、あああああっ！」






　再び始まった、濃厚で激しい甘い夜。

　私は何度も何度も甲高い悲鳴を上げ、激しく揺さぶられ、肌に赤い花をつけられて。






　――そしていつの間にか、意識を失っていたのだった。

















エピローグ～幸せな二人の続き～












「本日は、我が社の副社長、立木智明と、営業部長、立木智史の合同結婚披露宴にご参列いただき、誠にありがとうございます。二人は私の亡き兄が遺した大切な甥達です。その二人が、同時に生涯の伴侶と巡り合い、本日の良き日を迎えられたこと、兄夫婦も天国で喜んでいることでしょう。まだまだ未熟な夫婦達ではございますが、皆様の温かいご指導、ご鞭撻を頂戴したく存じます。

　また、本日は立食パーティー形式とさせていただいております。どうぞ皆様ご歓談をお楽しみいただきますよう、よろしくお願いいたします」






　社長の挨拶が終わると、わあっと歓声が上がり、豪華絢爛けんらんな結婚披露宴が始まった。黒いタキシード姿の智明さんと、薄いブルーのエンパイアラインのドレス姿の私は腕を組み、会場内を歩き回って挨拶を繰り返していた。

「先程のお式は感動しました。ウェディングドレス姿もお美しくて、よい奥様と巡り合われましたね」

「ありがとうございます。妻は私の唯一です。これからもよろしくお願いいたします」

　さらりととんでもないことを言い、会釈する智明さん。その隣でお辞儀をしながら、内心恥ずかしくて身悶えしている私。

「と、智明さん、大袈裟すぎです！」

　こそっとそう耳打ちすると、彼がちゅっと左頬にキスを落としてきた。

「千世が美しいのが悪い。本当に美しすぎて、独り占めできないのが悔しいぐらいだ」

「～～～～もう！」

　親族だけで執り行われた結婚式は、ホテルに隣接するステンドグラスが美しい教会で行われた。白いタキシード姿の智明さんと智史さん。そして白のウェディングドレス姿の私と――真っ赤なウェディングドレスのカオルさん。

　私のウェディングドレスは、あの時智子さんと選んだドレス。レースのベールを被り、長いトレーンは智子さんの甥の子ども達に持ってもらった。

　カオルさんはティアラを身に着け、ベールはなし。ワンレングスでマーメイドラインのドレスは、カオルさんの身体の線を余すことなく見せつけていた。

　それぞれのペアで並んで入場し、揃って誓いの言葉、指輪の交換までを行った。

　……ひそひそと話し声が聞こえたのは、智史さんが鼻をギプスで固定していたから、だと思う。

　あの時鼻を骨折していた智史さんは、念のためＣＴも撮り、他に異常はなかったらしい。甘いマスクの智史さんだけど、顔の中央に白いギプスという格好のおかげで「何があったんだ？」という視線が彼に集中していた。

　そんな智史さんと腕を組むカオルさんは、自分に一番似合う色である濃赤を選んだようだけど、年配の参列者の方には派手過ぎると不評だったようだ。

　おまけにカオルさんの表情は、始終ぶすっとしていて、誓いの言葉も投げやりに近く、誓いのキスも眉を顰めて嫌々、という感じだった。

　智史さんの怪我が悪目立ちしてみっともない、とでも思っている顔で。智史さん自身もげっそりやつれていて、とてもじゃないけれど、幸せそうな二人には見えなかった。






　一方の智明さんは、口元に笑みを浮かべ、隙あらば私の指先にキスを落とし、誓いのキスは長々と私が赤面するまで続けるし、と甘々な雰囲気で、これまた人目を惹いていた。皆から幸せそうだと言われて、「ええ、幸せですよ」と堂々惚気る智明さんに、誰も突っ込めない状態だった。

　私はそんな智明さんに翻弄されていたけれど、「頬を染めて初々しい花嫁だ」と褒めてもらっていたらしい。






　そんなこんなで、結婚式は不機嫌なカップルと上機嫌なカップルが同時に誕生するという、摩訶不思議なお式になってしまった。






　――そして今。披露宴会場には智史さんもカオルさんもいない。結婚式終了後、控室でカオルさんの機嫌の悪さが最高潮に達し、そこら辺にあった物を智史さんに投げ付け、騒ぎを聞きつけた社長に、披露宴への参加を必要最低限にするよう通達されたのだ。






　二人は、最初の社長の挨拶まではいたけれど、その後静かに姿を消した。その分智明さんが挨拶回りをしないと、と積極的に参加者に挨拶に行っている最中なのだ。

『あの二人が今後このような場に姿を現すことはない』

　そう智明さんは黒く笑う。

　披露宴でも、智史さんは『営業部長』と紹介されたが、近々その職位は野村課長が就任する予定だと聞いた。元々部長になる予定だったのは、野村課長だったんだとその時初めて知った。

（まあ、結婚式前にあんなことを告げられたのでは、カオルさんが不機嫌になるのも分かるけれど）

　智明さんから事情を聞いた社長も、カオルさんや智史さんがやったことを重く受け止め、『お前達はしばらく修行してくるがいい』と智史さんに海外支店への転勤を言い渡したのだ。

　そこはカオルさんが好きなニューヨークやパリといった大都会ではなく、ジャングルの近くにある僻地らしい。虫やら蛇がうようよいると聞いたカオルさんは、行きたくないと駄々をこねたようだけど、『行かないなら、賠償金を請求する』と智明さんに告げられ、泣く泣く行くことにしたそうだ。智明さんから聞いた通り、柳川家は財政難で賠償金の肩代わりもできない状態。どちらにせよ、カオルさんは智史さんと一緒にいないと生活費も手に入らないのだ。

　智史さんも部長職から外されて一般職で赴くため、お給料も下がるらしい。智明さんが言うには、現地は物価が安く、下がったお給料でもまあまあな大きさの家には住めるらしいが、カオルさんが望む贅沢とは天と地ほどの差があるに違いない。






　私としては、まだ智明さんに未練がありそうなカオルさんが目の前からいなくなることに、心底ほっとした。

　……智史さんも、ああいう結果にはなったけれど、カオルさんと一緒にいられるということは、彼にとって幸せなのではと思った。部長の立場でない方が、智史さんも実力を発揮できるかもしれない。

　もう会うこともないかもしれないけれど、どうか向こうで元気でやっていって欲しい。






「何を考えているんだ、千世？」

　智明さんの声に、私は我に返った。いつの間にか、どっぷり思考の沼に陥ってしまっていたらしい。

「何でもありません」

　私が笑い掛けると、智明さんが目を細めて言った。

「叔母達が呼んでいる。顔を見せに行こう」

「はい」

　私は差し出された智明さんの左腕に自分の右腕を絡めた。そして幸せな花嫁の笑みを浮かべ、智明さんを見上げた後、彼と一緒に人込みの中を歩いて行ったのだった。







＊＊＊








　――その後……






「千世、調子はどうだ？　気分は悪くないか？」

「……智明社長」

　私は、はあと溜息をつき、デスクの前に立つ智明さんを見上げた。

「大丈夫ですよ、もう安定期に入って、つわりも収まりましたし」

「なら、いいんだが」

　ダークグレーの三つ揃いのスーツを着た智明さんは、そう言ってもうろうろと社長室の中を歩き回っている。

（三十分ほど前にも同じことを聞かれたけど）

　妊娠五ヶ月を迎えるまではつわりが酷く、水を飲んでも吐いてしまう状態になり、点滴を受けることもあったから、智明さんの心配性に磨きが掛かってしまったらしい。

　生魚とか匂いがきついものはだめだけど、その他は普通に食べられるようになったのに、今でもなんやかんやと気を付けてくれている。

（社長業務も大変だから、無理はして欲しくないのに）






　結婚してから二年後。あの大型案件は無事成功。それは営業部の野村部長と智明副社長の功績が大きく、社長は智明さんに社長の座を譲ると宣言したのだ。

　……どうやら、智子さんと二人、元気なうちに夫婦で旅行に行きたい、というのが主な理由だと聞き、智明さんも引き受ける気になったようだ。

　そして智明さんが社長になるのと同時に、私も社長秘書に。引継ぎで慌ただしい日々を送っている中、私の妊娠が発覚。ダブルでめでたいと大騒ぎになった。






　私はふくらみが目立ってきた下腹部に右手を当てる。たまにおなかがぐにんと動くのは、胎動の証拠らしい。

　ふふと微笑むと、私の手の上に、大きな手が重ねられた。智明さんが私のすぐ傍に跪き、お腹に自分の耳を当てた。

「動いているのか？」

「はい。さっき元気に蹴っていました」

「……俺が触ると何故大人しくなるんだ」

　しゅんと眉を八の字にした智明さんが、可愛くて仕方がない。

「きっと恥ずかしがり屋なんですよ」

「そうかもな。千世に似ているのか」

　くすりと笑った智明さんは、すっと立ち上がり、身を屈めて、私の唇に小さなキスを落とした。

「ありがとう、千世。家族が増えるのがとても楽しみだ」

　幼い頃両親を亡くした智明さん。今は智史さんとも交流がない状態だけど、子どもが生まれたら……連絡してみてもいいかな、とは思っている。

「そうですね。私もとても楽しみです」

　智明さんの優しい笑顔。お腹の中の大切な命。






「ありがとう智明さん、私を愛してくれて。とても幸せです」






　そう私が言うと、破顔した智明さんに、思い切り抱き締められた。

「俺の方こそ。俺を愛してくれて、ありがとう千世」






　智明さんがまたお腹を撫でた次の瞬間、ぐにんとお腹が動いた。智明さんははっと顔を上げ、「今動いた！」と嬉しそうに大きく笑う。






　……ああ、本当に幸せだわ。

　愛する智明さんがいて。愛する子どもがいて。






　私は温かい思いをじわりと感じながら、お腹を撫でる智明さんの手に自分の手を重ねたのだった。

















番外編・君に合うのは、俺だ












「あぁんっ……！」

　しっとりと濡れた白い肌が、俺の手の下で震える。俺に背中を向け、四つん這いになった千世が悶える度に、おわん型の乳房が大きく揺れる。俺は彼女の腰を掴み、ぐいと引き寄せた。

「あっ、とも、あきさ……、ひゃ、ああああんっ！」

　ぐりと彼女の最奥に、怒張した俺自身を捻じ込むと、柔らかな襞がぎゅうぎゅうと締め付け、俺をもっと奥へ奥へ、と導くように蠢く。千世は両肘をベッドに付け、俺が前後にスライドすると、一際大きな嬌声を上げた。

「はぁっ、あっ、あっ、あっ……」

　彼女の背中に胸を押し付け、左手を揺れる乳房に回す。重く熟れた果実の実は硬く尖っていて、少しこりっと扱いただけで、彼女のナカがきつく締まった。

「ああああああっ！」

　軽く達した彼女の花びらは温かく、それに締め付けられると、すぐにでも持っていかれそうになる。だが、今はもっと彼女を味わっていたい。俺のカタチを覚えている彼女のナカを探るように、硬く張り詰めた先端を動かす。

　結合部は千世の蜜が泡立ち、白っぽくなっていた。熱いナカを掻き混ぜるようにグラインドさせると、千世がまた背中を仰け反らせた。

「あ、ああっ、もうイッたの、いっ……ああああっ！」

「何度でもイけばいい。……ここが気持ちイイのだろう？」

「ひっ……や、はぁ、あああああっ！」

　千世がよがる箇所を執拗に突いてやると、ついに彼女は顔をシーツに埋め、快楽に耐えるように唇を噛んだ。

「千世」

「っ……ぁ……」

　千世が顔を上げ、俺を見た。快楽に溺れる千世の瞳はとろんと濡れていて、焦点が合っていない。僅かに開いたままの唇からは、乱れた熱い息が漏れているばかり。汗で髪が背中や首筋に張り付いている様は、まるで文様のように美しかった。






　俺は胸から手を離してゆっくりと欲棒を引き、そして内壁を擦るようにゆっくりとナカに挿入はいった。






　ぬぷ……






「あんっ……！」

　再び蜜壺に俺自身を埋めると、粘着質の厭らしい音がした。俺自身もはち切れそうなぐらいに膨れ上がり、彼女の蜜壺を満たしている。襞を擦ると、千世の震えは激しくなった。うねうねと蠢き、俺を取り込もうとしている襞の感触は、何もかも忘れてしまいそうになるぐらいに気持ちがイイ。






　俺を誘うように、ゆらゆら腰を揺らす千世。白い尻の丸みは、桃のように瑞々しい。後ろから彼女の身体を堪能するのは、これで何度目だろう。一度目は緊張して身体を固くしていた千世も、二度目からは向かい合ってヤるのとは違う快感を覚えたのか、積極的に身体を開くようになった。こんな千世の痴態を知っているのは、俺だけだ。誰にも見せるものか。

　柔らかくなった蜜壺の入口を擦りながら、柔らかなぬめりを楽しむ。透明な蜜が襞の間から溢れ、太腿の内側もしとどに濡れている。

「智明、さん……っ……！」

　ぬぷぬぷと浅い泥濘を味わっていた俺に、千世が泣きそうな声で言う。

「も、もう……イかせてっ……！」

　ゆっくりとした甘やかな刺激では、もう耐えられなかったようだ。俺はそんな彼女の甘い懇願に、悦んで従うことにした。






「あああああっ！」

　ぐいと両手で腰を持ち上げ、一気に最奥まで貫く。千世が全身を震わせて甘い悲鳴を上げる。俺は大きく前後にスライドしながら、徐々にスピードを増していった。

「千世……千世……っ……」

「あっあっあっあっ、ああっ……！」






　肌と肌がぶつかり合う。雄を誘う雌の匂いが強くなる。バックから挿入いれた時、千世のイイ箇所によく当たるらしく、彼女は甲高い声で意味をなさない言葉を叫んでいた。






　始めの頃は恥ずかしがって、自分の欲求も言えなかった千世だが、俺の身体に馴染んだ今は、もっと俺が欲しいと可愛く強請ってくる。

　そう今も、千世の襞は俺自身を包み込み、もっと突いてくれ、もっと奥を、もっと気持ち良くしてくれ、と靡いている。

「あんっ、ああ、ふ、あぁーっ……！」






　叩き付けるように、最奥へと俺をぶち込む。激しい抽送を繰り返すと、千世は何度も何度も甘い悲鳴を上げ、太腿を震わせた。

「くっ……」

　締め付けがまた強くなる。カリの部分が狭まった部分に当たると気持ちがイイのか、何度も擦り付けると千世の身体がびくびくと震え始めた。






「あっ、あんっ、だめ、えっ……あ、そこっ、やっ！」

　もう絶頂が近いのか、更に締め付けが強くなる。俺も合わせてスピードを上げ、最奥の硬い部分に先端を打ち付けた。






「あ、あああっ……、はぅ、あ、あああああああっ！」

「っ……！」






　俺のモノがぶわりと膨らみ、千世の襞の中に精液を放ったのと、千世が身体を強張らせ背中を仰け反らせて叫んだのとは、ほぼ同時だった。どくどくと熱い飛沫が千世の中に注がれる。

「あ……」

　がくりと力が抜けた千世は、気を失ってしまったのか、皺くちゃのシーツの上で動かなくなった。すべてを千世のナカに放った俺は、ずるりと欲棒を抜いた。ごぷりと入口から、白い液体が漏れる。

　俺は自身で始末をした後、ホットタオルを用意し、目を瞑ったままの千世の背中や尻、太腿を拭いた。身体を仰向けに転がし、胸の膨らみや引き締まったウエストも綺麗に拭いていく。

　……千世は全く目を開けない。半開きの唇から、すうすうと寝息まで聞こえてきた。

　俺自身は、柔らかで女性らしい千世の身体を見るだけで、再び盛り上がって来るのを感じていたが、仕事でも頑張っている千世に無理をさせてはだめだろう、と無理矢理理性を総動員させた。






　千世の左横に身体を横たえ、上掛けを掛ける。眠る千世を抱き締めながら、俺は一人呟いた。






「俺達の馴れ初めは、作り話ではなかったんだ、千世――」

　千世は知らない。俺がずっと前から、彼女に惹かれていたことを――
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　初めて千世に話し掛けられた日。それは俺が社用外出から戻ってきた時のことだった。

　受付で軽く会釈し、通り過ぎようとした俺を呼び止めたのが、千世だった。

「お疲れ様です、副社長でいらっしゃいますよね？　十三時頃に副社長にお会いしたいという方が来られました。伝言をお預かりしています」

　そう言った彼女は、メモを俺に渡し、ぺこりと頭を下げてそのまま受付の席へと戻った。その時の彼女は、黒色のスーツに白いブラウス、えんじ色のスカーフをネクタイのように巻き、真面目な受付嬢といった服装をしていた。肩につくかつかないかという長さの黒髪に、大きな二重の瞳。小さめの鼻にナチュラルピンクの唇。真面目そうな雰囲気の彼女は、今までの受付嬢のイメージとは異なっていた。

（珍しいな）

　歴代の受付嬢は、どちらかといえば見た目が派手な女性が多く、何かにつけて俺に話し掛けてこようとする者ばかりだった。大した用事でもないのに、長々と話されてうんざりすることもあり、俺は受付では必要最低限の挨拶のみ済ませ、さっさと立ち去ることにしていたのだ。

　それが彼女は、にこやかに愛想笑いは浮かべていたが、今までの女性に見え隠れしたあわよくば、という欲も見られなかった。本当に必要な用事だけ俺に告げると、さっさと自分の業務に戻ったその姿勢に、俺は逆に興味を持った。

（御園女史に聞いてみるか）

　社長である叔父の同期で、会社の生き字引と言われる経理部の陰のボス。俺も学生の頃から世話になっている彼女なら、知っているかもしれない。どちらにせよ、出張費の精算もしなければならないのだから、と理由を付けた俺は、経理部へと足を向けた。






　――古谷千世。それが彼女の名前。

　出張費の精算ついでに、御園女史に『最近受付嬢が変わったのか』と聞いてみると、『ああ、古谷さんのことでしょ？　彼女感じ良いわよね』とさらりと言われたのだ。

　派遣社員の彼女が受付嬢となったのは、二週間前のこと。前任者はミスが多かったばかりではなく、智史にまで手を出し、事もあろうか智史の子を妊娠したと訴えてきた女性だ。派手な外見がカオルに似ていたからなのか、あいつはまんまと騙されたらしい。

　その彼女の嘘を暴くため証拠を集め、さっさと首を切ったのは俺自身。その後、派遣されてきたのが、彼女――古谷千世、だったらしい。






『今まで腰掛け気分の女性が多かったから、入れ替わり激しかったでしょ？　古谷さんはきちんと仕事をするし、高齢者や女性にも親切だしね。結婚適齢期の男性社員にばかり媚び売る人達とは違うわ』と厳しい女史にしてはべた褒めだった。

『そうか……』

　そう呟いた俺の顔を見て、御園女史はけらけらと笑った。

『今の顔、鏡で見た方がいいわよ？　鉄仮面がそんな表情するなんて、貴重だから』

『何のことやら』

　軽く彼女の言葉をいなした俺は、そのまま副社長室へと向かったのだった。
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「おはようございます、副社長」

「ああ、おはよう」

　ただそれだけのやり取り。にこっと微笑む彼女の笑顔を見ただけで、心が和んだ。

　美人と言うよりは可愛らしい雰囲気の彼女は、誰に聞いても非常に評判が良かった。クレーマーもどきの訪問者に対しても、にこやかに、だが毅然とした態度を取り、見事な対応だったと人伝に聞いた。

（彼女のようなアシスタントがいてくれれば）

　俺のアシスタントを務めていてくれたのは、御園女史と同期の女性で、元叔父の秘書。大ベテランだった彼女は親の介護のため退職。その後、何人か後任のアシスタント候補はいたが、どうにも気が合わず、仕方なくアシスタントなしで過ごしていたのだ。だが、副社長という立場上、アシスタントなしで業務を回すのは中々大変だった。人当たりのよい彼女なら、気難しい顧客に対しても大丈夫だろうし、事務作業も経験があると履歴書にもあった。

（いきなり、こんな話をしても驚かれるだろうな）

　出張から戻ったら、まずは現状業務に満足しているかを聞いて、それから話を持ち掛けてみよう。そう決めて、海外出張に行った俺が帰国後耳にしたのは……






　――智史が彼女を自分のアシスタントに大抜擢した、という話だった。
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　彼女は慣れない営業部のアシスタントも、必死に努力して回しているらしい。彼女がアシスタントになってから、智史の営業成績は徐々に上がり、叔父も『最近智史は頑張っているなあ。ようやく自覚が出てきてくれたのだろう』とご満悦だった。

　智史が顧客に提出した資料を確認してみた。目に優しい配色で、データのまとめ方や見せ方も上手い。文章も読みやすく、これは評判が良いだろう、と思える出来だった。

（……これは）

　おそらく彼女が大枠を作成し、智史は少し手を加えているだけなのではないか。智史に能力がない訳ではないが、俺は営業部長という立場はまだ早いと感じていた。早く俺に社長の座を譲りたい叔父が、智史にも活躍の場を、と部長にしたものの、就任当初は可もなく不可もなく、という様子で、課長の野村に頼り切りなのが分かっていた。

　それがたった数ヶ月でここまで……？

（そんな訳ないだろう。智史の業績の大半が彼女のおかげだ）

　智史は人当たりが良く、顧客との会話は得意だ。だから資料をきっちり作成し、作戦を練れば案件を獲得することもできるだろう。

「……はぁ」

　受付を通り過ぎても彼女はいない。智史と会話する時に、傍にいる彼女を目にするだけだ。

　ただ、受付業務をしていた頃よりも、彼女自身は生き生きと働いているようだった。アシスタントの仕事は向いているのかもしれない。






　――兄さん！　受付をやっていた古谷千世さん、知っているだろう？　俺のアシスタントに抜擢したんだ！

　――古谷さん、とても仕事を頑張ってくれていてね。本当に助かっているよ。






　智史から彼女のことを聞く度に、胸の奥が鈍く痛んだ。智史よりも先に俺が声を掛けていたら？　彼女は頷いてくれたのだろうか？

「……無理、だろうな」

　智史は、彼女に出張のお土産を渡したり、僅かな時間でも雑談をしたりしていたそうだ。挨拶程度しか関わりのない俺と親しくなった智史とでは、勝負にならなかっただろう。






『全く、さっさと声を掛けないからこうなるんですよ。智史部長の性格じゃ、古谷さんにかなり依存してる気がするけれど』

　智史が人に甘える性格だと知っている御園女史は、やれやれと肩を竦めながらそう言っていた。

『私はあの子の能力、営業部長アシスタントでも勿体ないと思いますけどね。智史部長が甘え切る前に離した方がいいのでは？』

『智史は営業部長になって、ようやく活躍しだしたところだ。一定の成果を上げるまでは、彼女のサポートが必要だろう』

　御園女史が眉を顰め、口を尖らせた。

『本当に……昔から変わりませんね、智史部長も智明副社長も。何かあれば兄に頼ればいいと思っている弟と、弟の面倒ばかりみて、自分を疎かにする兄。どっちもどっちですよ』

　痛烈な女史の批判を聞きながら、俺は精算書類を彼女に手渡したのだった。






　そして――






『やったぞ、智明！　智史が例の案件をＧＥＴしたんだ！』

「本当ですか!?」

　海外出張中に、叔父から喜びの声で電話があった。全国展開しているビジネスホテルのシステム刷新案件。あの会社の会長は、何が何でも顧客第一主義を掲げ、納得しなければコストも出さない、とそろばん勘定もしっかりした人だった。要求事項が多く、取りまとめるのも一苦労する案件を、智史は粘り強く通い詰め、根負けするような形で会長の承認を得たのだそうだ。

『何でも、智史の説明が分かりやすく、会長がいたく気に入ったらしいんだ。気が弱いところもあるが、智史もようやく一人前の経営者の仲間入りをしたようだ』

　良かった良かった、と叔父の言葉が続く。俺は社にとっても大きな仕事が入ることを喜びつつも……彼女のことを考えていた。

　彼女が果たした役割は、とても大きいのだろう。智史はその功績に見合った報酬を渡しているのだろうか、と気になった。

「帰国したら、智史に話を聞きに行きます」

『そうだな、直接智明の口からも褒めてやってくれ』

　叔父との電話が終わった後、智史にも電話してみた。智史は始終上機嫌で『ようやく頷いてもらえた時は、不覚にも泣きそうになったよ』と笑いながら言っていた。

『アシスタントの古谷さんが頑張ってくれたんだ。俺の気持ちを汲み取って形にするのも上手だし、本当に声を掛けて良かった。彼女も楽しそうだしね』

「……そう、か」

　楽しそうに仕事をしているのか。この案件が落ち着いたら、俺のアシスタントになってもらえないかと打診するつもりだった。だが、彼女が今の環境で満足しているのなら――






（様子を見ることにするか）

　俺は、智史の人に頼りがちな性格が気になっていた。智史に泣きつかれて、何度も尻拭いをしたこともある。前回対処した時、もうこれ以上は手助けしないと宣言したが、あいつは『ありがとう、兄さん』といつものように苦笑し、俺が告げたことを全く本気にしていない顔をしていた。

　智史が彼女に頼り切りになってはいないか。彼女の実績を、自分のものにしていないか。

　俺は心の内にそんな不安を抱えながら、楽しそうに話す智史の言葉に耳を傾けていたのだった。






『兄さんが帰国したら、話したいことがあるんだ』

　そう言った智史のことが気になりつつも、俺は取引先の社長が招待してくれたパーティーに参加していた。有力者に紹介してもらい、握手を交わす。事業の展望や融資についてなど、会話は尽きない。

　――そんな時だった。

「あら、智明？　久しぶりじゃない」

「……カオル？」

　眉を顰めて振り向くと、大胆なスリットの入った赤いドレスを着た、柳川カオルがワイングラスを左手に持ち、立っていた。金髪に近い栗色の髪を肩に下ろし、水色のアイシャドウを差した彼女は、モデルの風格を漂わせている。

「お前、どうしてここに」

「ダグラスが招待してくれたのよ。私のファンなんですって」

　ダグラスとは、このパーティーの主催者で、億万長者の投資家、ダグラス＝ウェーバーのことだろう。相変わらず金持ちの男を味方につけるのが上手い。

「彼は既婚者だぞ。騒ぎになるようなことはするな」

　日本語でそう忠告すると、「いやあねえ、智明ったら。真面目過ぎるんだから」とけらけら笑った。

　カオルは立木家と古くから付き合いのある、柳川家の孫娘だ。俺と智史の幼馴染でもあるが、とにかく我が儘な性格で、自分が一番でなければ気が済まない質だった。

　パリコレモデルとして一時期活躍していたが、最近はあまりショーに出なくなった。どうも親からそろそろ結婚相手を決めろとせっつかれているらしい。

「ねえ、智明？　私達上手く行くと思わない？」

　カオルが上目遣いに身体を近付け、俺の二の腕に右手を寄せた。濃厚な薔薇の香りが鼻につく。俺は咄嗟に一歩引き、カオルを睨み付けた。

「そうは思わんな。お前も俺のような口煩い男は嫌だと言っていただろう」

「だって、条件に合う独身の男って智明ぐらいなのよ」

　カオルが真っ赤な唇を尖らせる。表情の一つ一つが計算されたように見えた。

「私に見合う身長に容姿、それから地位と財産も。今の生活レベルを落とすのは真っ平ゴメンだわ」

　モデルとしての収入をほぼ小遣いに使っているカオルを支えるのは、世間一般の収入では難しいだろう。それこそ、どこかの財閥の御曹司とやらでなければ、カオルの欲求を満たすことはできない。

「自分で働いて稼げばいいだろう」

「嫌よ！　私は皆に大切に育てられてきたのよ？　モデルの仕事は趣味でもあったから良かったけれど、今からあくせく働くなんて、やっていられないわよ」

（智史もこの性格のどこが良かったのか、全く分からん）

　内気な少年だった智史は、強引過ぎるカオルのことを慕っていた。あいつの目には、我が儘一杯のカオルの行動すらも、キラキラと輝いて見えていたらしい。

「そういえば、智史は元気にしているの？」

　何気なく聞いてきたカオルに、俺もさり気なく答えた。

「ああ。営業部長になり活躍している」

　俺のセリフに、カオルは目を輝かせた。

「まあ！　あの智史が!?　凄いじゃない！」

　俺は目を細め、カオルを見据えた。

「いい加減な気持ちでちょっかいを出すんじゃない。お前に振られた後、あいつの落ち込みようは酷かったのだからな」

　智史が勇気を振り絞った告白を、カオルはいともあっさり振ったのだ。『智史ってパッとしないじゃない？　せめて智明ぐらい仕事ができないと、いくらいい家の息子でも私に釣り合わないわ』そう言われたと、この世の終わりのような絶望感を浮かべた智史の顔を、また見たくはない。

「もう、智明ったら！　いい加減なんかじゃないわよ。そう智史がね……」

　獲物を狙う猫の目付きになったカオルに、嫌な予感が心を過ったが、ダグラスに呼ばれてにこやかに立ち去るカオルに、もう何も言うことはなかった。






　その後、『兄さん、帰国したらすぐ時間を作って欲しい』そう智史からメッセージが入っていたのは、帰国直前のことだった。

「帰国直後は仕事が詰まっているから、もう少し後にできないか」と返したが、どうしてもと懇願され、少しの時間ならと時間を空けた。

（そんなに急ぎの話か？）

　例の大型案件のことだろうか。何か相談があるのかもしれない。そう思いながら帰国した俺を待っていたのは――









「兄さん、俺の彼女を紹介するよ。古谷千世さん。一年前から俺のアシスタントを務めてくれている」

「古谷千世です。よろしくお願いいたします」






　照れたように笑う智史。そしてその隣で、緊張しているのかやや引き攣った笑みを浮かべている、彼女の姿だった――






　君の肩に弟の手が乗っているのを、見たくはなかった。

（君の気持ちは……）

　智史との結婚を考えるぐらいに、あいつのことが好きなのか。胸の奥に巣くう黒い部分が次第に大きくなっていく。

　智史は物腰柔らかく、優しい性格だ。ぶっきらぼうの俺とは違い、女性にも優しい。おそらく彼女は、そこに惹かれたんだろう。彼女が智史の金目当てで近付いたとは思えない。

　……だが。

（智史、お前は？）

　智史が彼女を頼りにしているのは知っていたが、カオルとは全く違うタイプの彼女に惹かれるとは思っていなかった。

　……今まで智史が付き合ってきた女性も、どこかカオルに似たところがある女性ばかりだったからだ。なのに、彼女を選んだのか？






　本当に智史が彼女を大切にするなら、そして彼女も智史を大切にするなら。俺はこの胸の痛みを一生抱え込んで、表に出さないままとするだろう。

　だが、どうしても。智史がカオルのことを吹っ切れたのかどうかが、断言できない。仮にカオルに未練を残したままなら、彼女が辛い思いをすることになる。






「――君と弟は合わない。結婚を認めるわけにはいかない」

　そう俺が告げた時、彼女の瞳が揺れた。きゅっと唇を引き締め、傷付いているのを隠そうとしているようだった。

　彼女が何かを言おうとしたが、それ以上聞きたくなくて、仕事があるからと二人を追い出した。二人は副社長室のドアの前で何かを話していたようだが、しばらくすると静かになった。俺はドアをそっと開け、もう誰もいない廊下に出た。






「……千世……」






　俺は初めて、彼女の名を呼んだ。その響きは口の中で苦い味に変わり、いつの間にか俺は両拳をきつく握り締めていたのだった。
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「ふう……」

　ロサンゼルス国際空港に着いた俺は、思わずため息を漏らしていた。日本に帰国するということは――智史と彼女に向き合わなければならない。

（あの後、すぐにロスにトンボ帰りするとは思っていなかったが）

　智史達と会ってから五日後、いきなり国際電話が掛かってきた。ロサンゼルスの企業と始める予定だった事業で、急遽相手企業の資金が足りないことが発覚したという。とにかく現地に来てくれと現地担当者から言われた俺は、急遽ロサンゼルスに飛び立ったのだ。

　……少なくとも、海外にいれば智史の話の続きを聞かなくても済む。

　そんな情けない思いがなかったとは言えない。

　現地担当者から事情を聞き、相手企業のトップと打ち合わせし、融資先も訪問し、ようやく当初計画の八割の規模で事業開始が決定した時には、すでに二週間近くが経っていた。

　銀色のスーツケースを引きながら、搭乗口へと向かう。チケットはすでに手配済みだから、荷物を検査室に――






「智明！」

「……カオル？」






　振り向くと、俺よりも大きな赤いスーツケースの傍に、サングラスを掛けたカオルが立っていた。幅広の帽子に白のコート、黒のパンツという軽装だが、それでも人目を惹いていた。

「智明も成田行きに乗るの？　私もよ」

「は？」

　俺は眉を顰めた。カオルが帰国？

「何故お前が？　日本は堅苦しくて嫌だと言っていただろう」

「あーあれね。状況が変わったのよ」

　カオルは不機嫌そうに唇を尖らせた。

「お父様やお母様が煩いのよ、そろそろ結婚しろって。まあ私もモデルに飽きてきたし、ちょうどよいタイミングだと思ってね」

「……」

　我が儘なカオルは、モデル業界でも敵が多かった。ここ二年あまり、有名なショーに呼ばれなくなっていたはず。飽きてきたとか言っているが、引き際を悟ったということか。

「智明だって、そろそろ結婚しないと駄目でしょう？　立木の叔父様だって智明の結婚を楽しみにしてるのに、浮いた話の一つすら全くないと嘆いてらしたわ」

　カオルが俺に近付き、サングラスを外して妖艶な笑みを浮かべる。

「私、契約結婚でもいいのよ？　智明は叔父様達を安心させてあげられる、私は両親の結婚しろ攻撃から逃れられる、ＷｉｎＷｉｎの関係だと思わない？」

　カオルのアーモンド形の瞳には、媚びつつも肉食獣めいた光が宿っている。男は自分の言いなりになるのが当たり前、そう思っている顔だ。本当に智史の女の趣味が分からない。俺は表情を変えずにカオルに言った。

「お前と結婚する気はない。たとえ契約だとしてもな」

　カオルの唇が一瞬強張り、媚びる色を帯びていた瞳もすっと冷たくなった。

「そうなの。後悔しても知らないわよ」

　カオルはまたサングラスを掛け、「じゃあ、また日本で会いましょう」と言ってその場を立ち去った。その後ろ姿を眺めていた俺に、ひしひしと嫌な予感が胸に迫ってきた。

（何か騒動を起こさなければいいんだが）

　カオルは俺や智史を騒ぎに巻き込むことが多い。今あの案件をまさに立ち上げようとしている段階で、智史も俺もカオルにかまけている暇などない。

（戻ったら、智史にカオルのことで釘を刺さなければ）

　いつもカオルに喜んで従っていた智史。あいつに話をするのは気が進まないが、さすがにあいつも自分の立場を理解しているだろう。背に腹は代えられない。

（……彼女と婚約したいと言うぐらいだ、大丈夫だろう）

　胸の痛みは酷くなる一方だったが、俺が慣れればいいだけの話だ。

　智史の方を見て頬を染め、優しい笑みを浮かべていた、彼女が幸せなら――だが。

（もし、彼女が幸せになれなかったら、その時は）






　俺は人込みに紛れたカオルと同じ方向に歩き出す。慌ただしい空港の中、からからと鳴るスーツケースのタイヤの音だけが、やたらと耳に響く。日本に戻ってからの段取りを色々考えながら、俺は搭乗口へと向かったのだった。
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「まあ、副社長。お帰りなさい。今回はご苦労様でした」

　帰国した翌日、真っ先に経理部に精算書類を持っていくと、いつものように御園女史が笑顔で出迎えてくれた。出張中に社内で起こった出来事を、御園女史からかいつまんで聞いていた時、「兄さん、もう出社していたの？」と後ろから声を掛けられた。

「智史」

　振り向くと、ライトブラウンのスーツに濃緑のネクタイをした智史がそこに立っていた。

「相変わらず真面目だなあ、兄さんは。今日くらいは休んでもいいだろうに」

　智史の周囲には誰もいない。どうやら一人で経理部の前を通りかかったようだ。俺は御園女史に会釈して、智史と共に歩き出した。

「これから十五分ほど時間はあるか。話がある」

　智史は一瞬目を丸くしたが、「ちょうどいい、俺も兄さんに話があるんだ」と朗らかな笑みを浮かべた。

　――ああ、彼女のことで話がしたいのか。

　副社長室に向かう間、智史はとりとめのない雑談をしている。おそらく、先日俺が『結婚を認めない』と告げたから、再び話をさせてくれ、そんなところだろう。

（嫌な……感じだ）

　胸に巣くう痛みとは別に、何とも言えないもやもやとした気分が俺を襲う。残念ながら、こういう勘が今まで外れたことはない。さっさと話を終わらせるに限る。

　俺は副社長室に入るや否や、智史に向き直った。

「智史。……カオルが帰国した。俺と同じ便でな」

「えっ」

　智史の表情が一変した。にこやかな笑みが凍り付き、大きく目を見開いている。智史の瞳に映るのは、驚愕の色と――罪悪感なのか。俺は話を続けた。

「あいつのことだ、近々ここにも顔を出すだろう。お前、今の自分の立場を分かっているな？　あの大型案件を契約した営業責任者であり」

　――彼女と婚約していることを

　……胸の奥がずきずきと痛む。

　俺がそのセリフを言うのを躊躇している間、智史の顔色は見る見るうちに青ざめていった。

「カオルが……？」

　カオルに告白し、身も蓋もなく振られてしまった時のことを思い出しているのか、智史は目の前にいる俺の存在すら、忘れてしまったように突っ立っていた。

「いいか、智史。カオルは相変わらずの態度だった。おまえにも何かとちょっかいを出してくるだろう。だがお前は」






　もう二度と、あの女に惑わされるな。そう告げようとした、その瞬間――






「智明！」

　ノック音もなしに派手にドアが開き、颯爽とした足取りでカオルが副社長室に入ってきた。濃い香水の香りが一瞬で副社長室に広がる。カオルは俺の前に立つ智史を見た途端、満面の笑みを浮かべて両腕を智史に伸ばした。

「カオル!?」

「あら、智史もいたのね。久しぶりじゃない。いい男に成長したわね？」

（！）

　智史に抱き着いたカオルの後ろに立っているのは……いつものように白いブラウス、紺色のタイトスカートを身に付けた、彼女だった。






　カオルの肩を抱いた智史は、困惑の表情を浮かべてカオルの身体を支えている。

「カオル、どうして……」

　智史の視線はカオルに釘付けになっている。カオルは彼女の存在を全く無視したまま、智史に話し掛ける。

「アメリカで智明と会ったのよ。すぐに日本に帰国するって聞いたから、ついでにここにも顔を出しておこうと思って。そしたら智史が営業部長になったって聞いて！　凄いじゃない」

「いや、それは……」

（智史、お前……！）

　カオルに抱き着かれたまま、自分のことに気が付いてもいない智史を見て、目を伏せ俯いてしまった彼女。そんな彼女を見ていられなくて、俺は二人の会話を遮った。






「それで？　何の用があってここまで古谷君に案内させたんだ、カオル」

「えっ……千世!?」

　びっくりして顔を上げた智史は、彼女の方を初めて見た。慌ててカオルから手を離したところを見ると、多少の罪悪感は感じたらしい。会話を中断されたカオルは、唇を尖らせ、俺の方に歩いてくる。俺が眉を顰めても、カオルは何も感じないようだ。

「私海外生活が長かったでしょう？　でも智明に会って日本の生活もいいなあって思ったの」

　彼女にこんな顔をさせたカオルに募る不快感。俺はカオルの右手を振り払うと、ここに来るなとカオルに告げた。だがカオルは、「もう、智明ったら、小さい頃から真面目過ぎるんだから」とまともに取り合わない。何とも思っていないのだろう。

　不機嫌な俺から視線を外したカオルは、智史の方を向いた。

「智明がダメなら……そうだ！　智史は大丈夫よね？」

「えっ？」

　あっという間にカオルが智史の左腕に腕を絡める。

「私、日本に戻ってきたばかりで、勝手が分からないの。智史、この辺りを案内してくれない？」

「あ、あの！」

　彼女の焦ったような声がした。カオルはありありと不機嫌さを醸し出し、彼女を睨んでいる。

「私は古谷と申します。さ……智史部長のアシスタントを務めさせていただいております。部長はこの後、重要案件の打ち合わせが」

　俺は目を見張った。例の大型案件の打ち合わせがあるのか。だが、カオルは彼女の言うことを一蹴し、侮蔑の表情を浮かべた。

「私と智明、そして智史は幼馴染なの。柳川家と立木家は、ひいおじい様の代から親しくお付き合いしているのよ。立木の叔父様も私のこと、娘のように可愛がってくれているわ。たかがアシスタントごときが、私の邪魔しないでくれるかしら？」

　確かにカオルは、立木家と関係の深い柳川家の孫娘だ。叔父夫婦もカオルのことは可愛がっている。だが、カオルが社内で大きな顔をする権利などない。

「ですが、」

「それ以上は聞きたくないわ。ねえ智史？　智史は私の言うこと、聞いてくれるわよね？」

　――智史が何と答えるのか。

　俺は息をするのも忘れて、智史の返事を待つ。ここで俺がカオルを追い出したところで、智史自身がカオルを拒否しなければ意味がない。

　カオルが身体を押し付けても、智史は何も咎めない。やがて智史が溜息を付き、彼女の方を向いて告げた言葉は――

「すまない。野村課長には俺から断りを入れておくよ。俺は今日ここまでで早退する。手続きを頼んでいいかな、古谷さん」

（智史……っ……！）

　お前には見えないのか。彼女がこんなに傷付いた瞳をしているのが。あれほど派手に振られたくせに、カオルの肩を持つのか。思わず拳を握り締めた。

「承知……いたしました……」

　萎れた声でそう言った彼女は、頭を下げる。カオルは「じゃあ、行きましょう！　ああ久しぶりだから、本当に楽しみだわ。そうそう、私行きたいところがあるのよ。付き合って頂戴？」と智史に甘えた声を出している。カオルがちらりと彼女の方に目をやり、僅かに唇を歪ませたのが見えた。

（こいつ……！）

　分かってやっているのか。智史と彼女との間に、ただの上司と部下以上の関係があることを、一目で見抜いたらしい。そういうことだけは、頭の回る女だ。

「智史。重要案件というのは、あの大型案件じゃないのか。急を要するなら、私事よりも業務を優先させろ」

　俺は智史を真っ直ぐ見据え、怒りを込めた声でそう告げた。智史が小さく肩を揺らすのは見えたが、すぐにカオルが間に入って来る。

「煩いわねえ、智明は。少しぐらいなら大丈夫でしょ？　ねえ、智史？」

　俺の苦言とカオルの言葉と。どちらに従えばいいのか、しばらく視線を迷わせていた智史は、最終的に俺に言った。

「打ち合わせは明日必ず行うよ、兄さん。顧客との会議ではないから、明日午前中でも間に合うはずだ。……そうだよね、古谷さん」

　そう告げられた時の彼女の顔を、俺は生涯忘れないだろう。瞳は何の光も宿さず、口元だけ笑みを浮かべ、義務的に承知したと答えた彼女の姿を。彼女が感じている胸の痛みが、俺にも移ってきたような気がした。






「……すまない。迷惑をかけた」

「えっ!?」

　二人が出て行った後、黙ってドアを見つめていた彼女に声を掛けると、文字通り彼女は飛び上がった。

「智史はカオルに弱いところがあるからな。カオルも自分の思い通りに物事を進めないと気が済まない性格だ。カオルには会社に来ないよう、再度言っておくが、また来るようならすぐ俺に連絡して欲しい」

　智史がカオルに未練があるかもしれない、などとはとても言えない。あくまで仕事上支障がないか確認する意味だと、彼女に告げた。

「は、はい……承知しました」

　そう言った彼女の顔に、少しだけ生気が戻ったのは救いだった。それ以上は俺も何も言わず、彼女も挨拶をして副社長室を出て行った。






「はあ……ったく」

　俺はソファにどかっと座り、腕組をして目を閉じた。

（何を考えている、智史はっ！）

　あの態度には見覚えがある。今までもカオルは気まぐれに智史に声を掛け、あいつをその気にさせては別の男の元に行く、という行為を繰り返していた。

　両親を亡くした時、智史はまだ五歳だった。叔父夫婦に引き取られたが、兄として智史を守らないと、と気負っていたのも事実。

　智史は弟気質なのか、明るく人に甘えることが上手く、いつも会話の中心にいた。無口で不愛想な俺とはまるで性格が違った。

　その反面、気が弱く流されやすいところが気になっていた。特にカオルに対しては、厳しいことも言えず、あいつの言いなりになってしまう。惚れた弱みもあるのかもしれないが、再三智史に、カオルとの付き合いは止めておけと忠告してきた。






　――だから、

　彼女と結婚したいと言われたことはショックだったが、智史がカオルの呪縛から逃れることができたのではと安堵する気持ちもあった。だが確信が持てず、あの時点で認める訳にはいかなかった。






　もし智史がカオルをきっぱりと拒絶していたのなら。彼女にあんな表情をさせなければ。

　……俺は智史と彼女との結婚を許したのかもしれない。

　だが。

（あいつはその機会を失った――永遠に）

　カオルに未練があるまま、彼女との関係を続ける気か？　あれ程傷付けておいて、自分は片思いだったカオルと楽しい時間を過ごすつもりか？

　彼女が今、どんな思いでいるのか、分からないフリをするつもりか？






　――ばしゅっ！






　鈍い音が副社長室に響く。気が付くと、ソファの座席に右拳がめり込んでいた。俺は爪が食い込んでいる拳をじっと見た。

「……お前が大切にしないのなら」

　智史は大切な弟だから、彼女も智史を好いているのなら。そう思い、俺は自分の胸の内を誰にも明かさなかった。だが、智史が彼女よりもカオルを選ぶと言うのなら――






「……俺が貰う」






　もう智史に遠慮はしない。そう決めた俺はソファから立ち上がって、自席へと向かい、溜まっていた業務をこなすのと同時に、ある人物へ面談を申し入れたのだった。
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「予想通り、か」

　俺は副社長室で自席に座り、営業部の野村課長から報告を受けていた。

「……ええ。最近は酷いものです。顧客との打ち合わせは出席されていますが、社内打ち合わせは欠席も多く……確かに契約は無事締結されましたから、営業としての大仕事は一段落したのも事実です。ですが、ああもあからさまだと、営業部全体の士気にも関わります」

　野村課長は、俺や智史が役職に就く前から営業部を支えてくれていた功労者だ。本来であれば、営業部長には彼が就任する予定だった。だが、実家で親の介護が必要になった上に、子どもの病も発覚し、とてもではないが現状では部長職という責務をこなせない、と辞退してきたのだ。

　だから叔父は、智史を営業部長に昇格させ、彼に課長として智史のサポートをするように頼み込んだ。課長職ならと彼も快く引き受けてくれた。

　正直なところ、智史は人当たりの良さと会話の豊富さで、顧客の関心を惹くのは上手い。だが、事務仕事は壊滅的で、人の采配も上手とは言えない。そのあたりをカバーしてくれていたのが、野村課長と――彼女なのだ。






（彼女との約束を反故にしたばかりか、仕事まで押し付けているとは）

　彼女が玄関ロビーで一人、誰かを待っているように佇んでいるところを見かけた。スマホを見て溜息をつき、俯き加減に帰ろうとする彼女に声を掛け、食事に連れて行ったのはこの前のことだ。

　実は以前にも、彼女が玄関ロビーで十五分ほど時間を潰した後、気落ちした様子で帰るのを見たことがある。どうやら智史に原因がありそうだと睨んだ俺は、偶然を装い声を掛けたのだ。

　懇意にしている小さなレストランに彼女を連れていく。アットホームな雰囲気の店は、よく叔父が小さい俺と智史を連れて来てくれた店だ。彼女は料理も雰囲気もとても気に入ったようで、美味しい美味しいと瞳を輝かせて食事をしていた。

　……そんな些細な彼女の反応も、心地良く感じてしまう。

　おそらく智史と食事の約束をしていて、急にキャンセルされたのだろう。そのあたりを聞いてみると、

「何度か都合が合わなくなった、というのはありました。けれど、今はあの案件で部長もお忙しく、私事の予定が変わるのは致し方ないと思っています」

　と返答してきた。智史を信じているその姿に、俺はそれ以上問い詰めることはしなかった。

　自宅に戻ってから、智史にメッセージを出す。今日は何をしていたのか尋ねると、顧客と会っていて時間オーバーしてしまった、そのまま食事を一緒にした、と歯切れの悪い返事がきた。

　予定を頻繁に変更するな、と釘を刺すと分かった、と返事があった。

（本当に分かっているのか、智史？）

　彼女をどれだけ不安にさせているのか。これ以上は見過ごせない。

　そう思った俺は、野村課長に智史の挙動を見張っていて欲しいと頼んだのだ。智史の行動に彼も不安を感じていたのか、定期的に報告することを約束してくれた。






「カオルは？　社には顔を出していないだろうな？」

　目の前に立つ野村課長を見上げると、彼はゆっくりと頷いた。

「それはご心配なく。副社長からも彼女に釘を刺していただいたのが良かったのか、あれから一度も姿を見かけたことはありません」

　彼女は毎回派手に登場するので、来ていたら気付くはずですと、野村課長にしては厭味ったらしい口調で言った。彼もカオルの性格は重々承知しているため、迷惑だとしか思っていないのだろう。

「……古谷君の様子はどうだ。業務量が増えているようだが？」

　彼女の勤務状況を見て、俺の眉間に皺が寄る。智史の勤務状況が悪いのと同じ時期に、彼女の残業量が増えている。

「彼女に一番のしわ寄せが行っていますね。部長がスケジュールを変更する度に調整し直し、資料もほぼほぼ彼女が部長のいない間に作成しています。おまけにシステム部の事務要員が療養のため休暇を取り、そのサポートまで引き受けろと部長から指示が」

「は？　システム部のサポートだと？　臨時で要員を手配したのではなかったのか？」

　派遣社員の雇用申請が人事部に出ていたはず。そう聞くと、野村課長は溜息混じりに言った。

「手配はしていますがね、慣れるまでサポートをお願いしたいとシステム部の近藤部長から智史部長に頼み込まれたようです。まあ、システム部でも古谷さんの丁寧な仕事ぶりは評判ですからね。彼女がサポートしてくれるなら、安心だとでも思ったのでしょう」

　……そこは智史が断るべきだ。彼女はすでに営業部の仕事で手が一杯の状態なのに、何をしている。

「……あまり度が過ぎるようなら、俺からも近藤部長に申し入れておこう」

　営業部長である智史が決めたことに俺が口を出すのは、社内統制上も好ましくはない。だが、彼女に負担が掛かり過ぎるのは避けなければならない。

「ありがとうございます。古谷さん自身は、サポート作業は一時的なものだと割り切っているようですが、無理をしないように気を配っておきます」

「よろしく頼む」

　本来なら、智史とこういう会話をしていたはずなのだが。あいつに対して落胆するのは、もう何度目だろうか。俺は話題を切り替えた。

「最近、ご両親や娘さんの様子はどうだ？」

「……ありがとうございます。両親はようやく受け入れ先が決まりそうです。娘も新薬が効いて来たのか、ずいぶんと元気になりました」

「そうか。必要に応じて有休を取得してくれ」

「ありがとうございます。では、失礼いたします」

　体調が不安定で、家での介護が難しくなった両親を、二人一緒に受け入れてくれる施設を探していたと聞いた。ようやく条件に合った施設が見つかったらしい。これで彼の負担も軽くなるだろう。

　肩の荷が一つ、下りた気がする。俺は気持ちを切り替え、資料の確認を始めた。






　それから一時間後のこと。ノック音と共に、彼女の声がした。

「失礼いたします。営業部の古谷です」

　俺はあえて書類から目を上げなかった。静かに彼女が俺の目の前に立つ。ペンを置き、彼女の顔を見上げると、どこか疲れたような雰囲気をしていた。

「野村課長より、こちらの資料をご確認いただき、承認いただきたい、とのことです」

「ああ」

　俺はざっと目を通す。顧客にこれからのスケジュールや、打ち合わせの内容を説明した資料で、色合いも読みやすいように工夫されている。顧客の過去データを取りまとめ、グラフや表にしたこの資料は、智史には作れないだろう。

「この資料は古谷君が取りまとめたのか？」

　そう聞くと、彼女は目を丸くした。

「はい？　ええ、そうですが」

「そうか。……よくまとめられている。グラフや表は見やすく、説明も論理立てて簡潔だ」

　彼女の口元が少しだけ綻んだ。これだけの資料を智史の手助けなく作るのであれば、作業時間が増えても当然だろう。

「残業が来月も続くようであれば、報告してくれ。システム部長の方は俺が対処する」

「承知しました」

「最後まで確認し、承認印を押して営業部に返却すればいいか？」

「はい、よろしくお願いいたします」

　当たり障りのない会話が続く。やがて彼女は頭を下げ、俺の前から立ち去ろうとした。俺は思わず彼女に感情のない声で告げていた。

「智史との結婚は諦めろ」

　ぱっと振り返った彼女と目が合う。何を言われたのかと戸惑う表情から、怒りの表情へと変わる。眼を吊り上げた彼女は、すぐに俺の元に駆け寄り、語気強く叫んだ。

「それは、あなたが決めることではありません！　私はお金目当てなんかじゃなく、智史さんの優しさに惹かれたんです！　智史さんも私のことを」

　それ以上は聞きたくない。俺は強引に彼女の言葉を遮る。

「……智史はカオルと結婚するだろう」

　彼女の動きが止まる。能面のような顔になってしまった彼女を見て、胸が酷く軋んだが、これ以上は隠しておけない。

「カ、オルさん、と……？」

　信じられないように、彼女が首をゆっくりと横に振る。右手で胸元をぎゅっと握っている、その痛々しい姿に、智史への怒りが喉までこみ上げてくる。

「最近、智史の態度が変わったことに気付いていないはずはないだろう。あんな風に約束も守らず、君に仕事を押し付けているんだぞ」

「っ……！」

「……智史は幼い頃からカオルのことを慕っていた。だが、カオルの方が智史を振ったんだ。その時の智史の落ち込みようは、見ていられない程だった」

「君を始め、智史には何人か付き合った女性がいた。だが、心の奥底ではカオルを忘れられなかったのだろう。君も知っているように、智史は良く言えば優しい、悪く言えば優柔不断で流されやすい性格だ。カオルに未練を残した智史を本人が口説けば、どうなるのかは一目瞭然だ」

「そん、なこ、と」

　俺の言葉は、彼女の柔らかい心を切り裂いただろう。だが、彼女は知る必要がある。智史がこれ以上彼女を悲しませる前に。






　俺は表情を変えずに、淡々と彼女に――絶望の色を浮かべているその瞳に――告げた。

「とにかく事実を確認するといい。資料は確認後、俺から野村に返しておく」

「……失礼いたします」

　ふらふらと覚束ない足取りで立ち去る彼女の背中に。俺は無意識に手を伸ばしそうになり――そして自嘲した。

　一時的に憎まれ役になったとしても、彼女自身に智史に対する恋慕の情を断ち切ってもらう必要がある。そう分かってはいても、心の痛みまでは取れないらしい。俺は野村課長に連絡し、彼女の調子が悪いようなら早退させるよう、告げたのだった。
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「なんですって？　智史とカオルが結婚!?」

　叔父からの急な電話に、俺は思わず声を荒げた。

『そうなんだよ、突然智史がカオルちゃんと訪ねてきて。いやあ、めでたい話だから、早めに社内にも告知したいと言われてね。明日の朝発表することにしたよ。私はその後出張が入っているから』

「！」

　スマホを握る手に力が入る。社内に告知したい？　明日の朝だと？

（何故そんな急に……智史は彼女に話をしたのか!?）

　野村課長からは顔色が悪い彼女を早退させた、と連絡を受けていた。俺と会った後、すぐに帰ったと思っていたが、そうではなかったのか？

『カオルちゃんがえらく乗り気でね。早く結婚して智史を支えたいと言うんだよ。智史も頬を染めて嬉しそうにしていたから、智明もそのつもりでいて欲しい』






「……分かりました」

　叔父の電話が切れた後、すぐにまた電話が掛かってきた。

（……カオル？）

　嫌な予感がしつつも電話に出る。

「何の用だ、カオル。まだ仕事中なんだが」

『つれないわねえ。智明にも早めに教えておこうと思って連絡したのに』

「智史との結婚話なら叔父に聞いたところだ」

『あら！　叔父様しゃべっちゃったのね。残念だわ、驚かせたかったのに』

　くすくす笑うカオルの声が不快で堪らない。

『あの身の程知らずの女も、叔父様から発表があれば諦めるでしょうし』

「は？　何のことだ」

（……まさか）

『智明も知ってたんでしょ？　智史のアシスタントのコト。身分不相応にも智史と結婚を考えるなんて、図々しいわよね』

「お前、何を言っている」

『でも安心して？　もう彼女は智史を諦めたと思うし、揉めたりなんかしないと思うわ？』

（彼女に何か言ったのか!?）

　絶望した生気のない顔が目に浮かぶ。あんな彼女にカオルは手を出したというのか。

『それに彼女、アシスタントとしては優秀だってね。恋人の座は下りてもらうけど、これからもアシスタントとして智史を支えて欲しいってお願いするつもりなの。智史のことが好きなら、これから私との結婚準備で忙しい智史を支えてくれるはずよねえ』

「……」

『じゃあね、智明。明日朝営業部で発表するって叔父様が言っていたから、ちゃんと来て頂戴ね』

　カオルが一方的に話して電話を切った後も、俺は喉元までせり上がってきた怒りを抑えるのに必死だった。






（強引に智史と別れさせたのか？　なのにアシスタントを続けさせる、だと!?）

　カオルのことだ、彼女をできるだけ苦しめようとしているのだろう。そして彼女が我慢できずに反発すれば、それをネタに彼女を排除しようと考えているかもしれない。






「そんなことはさせない」

　智史と彼女が正式に別れた。そしてその関係を知るものは、社内では俺だけだ。

　俺は再び電話を掛けた。

「……叔父さん、いえ社長。智明です。前々から検討していたのですが、智史の婚約発表を機に人事異動を考えているのですが。ええ、俺のアシスタントについてです」






　俺がアシスタントなしで業務を回していることを気にしてくれていた叔父は、俺の提案にすぐ賛成してくれた。どうやら野村課長からも彼女を推薦する話を聞いていたらしい。






「全ては明日だ」

　おそらく責任感の強い彼女は、明日出社してくるだろう。そしてカオルは、そんな彼女を見逃さず、何かしら嫌がらせをするに違いない。

（お前の思い通りにはさせない。これ以上、彼女を傷付けさせない）

　俺は怒りと決意を胸に秘め、残った業務を片付けるのだった。
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　カオルは俺が予想した通りの行動を起こした。叔父から営業部のメンバーに婚約発表をしてもらい――そして俺が営業部に着いた時には、カオルはすでに彼女をターゲットにしていた。






「智史から聞いているわ。あなたとても優秀なアシスタントだそうね？」

「これからも、智史の傍で引き続きアシスタントをお願いね？　彼、これから私との結婚式の準備もあるでしょう？　ますます忙しくなってしまうの。あなたがアシスタントをしてくれるなら、智史も安心できると思うから。そうそう、結婚式の準備もできれば手伝って欲しいの」

　カオルの自慢気な声に強張る彼女。彼女が口を開きかけたその瞬間、俺はカオルと彼女の間に割り込んだ。

「古谷君には俺のアシスタントをしてもらう。智史には別の要員を当てる。諦めるんだな、カオル」






　――そう告げた時の、カオルと智史の驚いた顔は傑作だった。






　その後、傷付いた彼女を副社長室に連れて行き、まずは業務について話をした。話している間に、彼女の気持ちも落ち着いてきたようだった。婚約については彼女は目を丸くしていたが、話の途中で声を詰まらせた。

「合わない、というのは、その通りでしたね……」

「智史さんの本当の気持ちにも気付かず、浮かれていただけだったんですね」

「智史さんの細やかな気遣いや優しさに……勘違いしていただけだったんですね……」

　ぽろぽろ涙を溢しながらも、何とか堪えようと震える彼女。俺は我慢できなくなり、彼女の頭に上着を被せ、上着の上から抱き締めた。

　やがて堰せきを切ったように泣き出した彼女の背中を、優しく撫でる。抱き締めた彼女の身体は細くて柔らかくて、堪らなく愛おしかった。

（こんなに泣くほど、智史のことが好きだったのか）

　そう思うと、智史とカオルに対する怒りも煮え滾る。しばらくの間、俺はじっと彼女を抱き締めていた。






　――ああ、もう離さない。智史が返してくれと言ってきても、絶対に返さない。君は……俺のモノだ。






　そして婚約についても渋る彼女をやや強引に押し切った。この時ばかりはカオルの存在に感謝した。

　俺が本当は婚約を解消する気などないことも、外堀から埋めて逃げられないようにしようとしていることも、彼女は知らない。知らなくていい。

　……これから俺は彼女の全てを得るために、少しずつ近付いていくのだから。
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「んぅ……？」

　千世が小さく身じろぎし、ゆっくりと目を開けた。まだぼんやりとした瞳、赤みを帯びた頬、薄っすら開いた唇を見ていると、ああ気を失うまで攻めてしまったなという思いと、まだ足りないという思いが錯綜さくそうする。

「千世」

　ちゅ、と軽くリップ音を立ててキスすると、彼女の唇はすんなり俺の舌を受け入れた。寝ぼけながらも俺に反応する千世が、可愛くて仕方がない。

「んんっ……ふぅ」

　ああ、彼女のどこもかしこも柔らかくて、甘くていい匂いがして、触れずにはいられない。

「智明さん……好き……」

　そう言って微笑み、俺に抱き付いてくる彼女を抱き締め返す。

「俺も好きだ……愛してる」

　多分、君が思うよりもずっと深く、ずっと強く、ずっと熱く。何しろ、俺は――






　あいつ弟よりも先に、君を見つけて。

　君よりも先に――君を愛していたのだから。






　彼女の肌に触れ、舌で舐め、唇で吸うと、甘い声で俺を誘う君。

　彼女と一つになりたい。いつも使用している皮膜すら、煩わしくなる程、一つになって溶け合いたい。

「……子どもができても構わないか？」

　そう聞くと、一気に頬を桜色に染めた彼女は、小さく頷いた。俺は愛おしい彼女を胸に抱き締め、何も纏わぬまま、俺自身を柔らかな彼女のナカに埋めた。






　はぁはぁと漏れる熱い吐息も。

　俺の痕が散りばめられた、滑らかな肌も。

　桜色に染まり、つんと尖った乳首も。

　俺を締め付ける濡れた襞も。






（その全てが、俺だけのモノだ）






　彼女の奥を突いて、大きくグラインドしてまた突いて。

　乳首を舐め、唇で挟んで引っ張り。

　柔らかな胸を指で揉み。

　どんどん彼女の奥に打ち付けるスピードを速めて。






（俺の、俺だけの、千世）






「っ……！」

「ひゃ、あ、あああああああっ！」






　彼女がびくんと大きくベッドの上で跳ねるのと、俺が限界を迎え、熱い飛沫を彼女の蜜壺に放ったのはほぼ同時だった。注がれる子種を彼女の襞が受け止め、もっと欲しいと搾り取ろうとする。






「千世、愛してる」

　身体を絡めたまま、彼女の耳元で囁くと、また襞がきゅうと締まった。俺は再び力が抜けてしまった彼女の身体を抱き締め、ゆっくりと快楽の余韻に浸ったのだった。
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